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昭和 4 5 年度・調布市立図書館の活動報告

昭和 4 5 年 度年報

1９ ４ ６ ・ 9 ・ 1 調布市立図書館

1 はしがきー我が国の図書館の現状

調布市立図書館札はじめて調布市 K 姿を現わした昭和 4 1年 6 月から 4 ク年を閲 した。

調布市が市政を布いたのが昭和 3 0年であるから、市政が敷かれてから図書館が市民の前に

現われるのに 十年余の歳月がたったとと VC~ る。 少 し資料り古いが、 昭和 4 4 年度 ( 1 9 

6 9 年 ) 4 戸 1 日現在の市町村立図書館設置状況をみてみると、市の設置率全国平均日 7. 2 

%(;段高は岩手 、石)I l 香川の 1 0 0 % 、最低は滋賀の 1 6.7% )、町 K 卦ける設置率 10.8

%(故高肘富山の 9 4.2 % )、次り 石川の 50 % 、山口の 4 42% 、鹿児島の 3 0.4% 、最

低防相附の1. 4 % )、村 の設置率 K 至って肘、駕 〈勿れ、 僅かvc 2. 3 % (と のうち石川の

2 8.6 % 、山口の 22 .2 % は注目 κ11 査すゐ 〕で、設置県r. t 1 4 県、 あとの 3 3 県は全く図書

館が老い止いう事実に直面する。 f 日本の図害館 1 9 fi 9年版による〕。 群馬県安中 K 湯浅

治郎が図呑銀、便覧舎を設立して、一般に開放したのり明治 5 年である。しかし今日、安中

K は市立図書館は存在してい Jl い。

東京都下三多摩地方(1[ ついてみれば、昭和 4 6 年 1 月 1 日現在、 '2 3 市~数えるうを入市立

図書慌の存在 しているの比僅か 7 市 K すぎ方v，。そわ設置率は 30%κ 満たない状態であ

る。とのよう合事実を直視する時、匡l守館とは何の為 Vに 誰 の 為K 存在するのか、 という厳

しい疑問医突き当らざるをえ念い。邸ヨ否和44 年度の全国の図書館設置の状況でわかるよう K

図書館の設置率村市部K 高〈 、郡部、特K 村 K 至ってり殆んど存在 していえ?い。とと κ図書

館の設置カミ人口密度の高い都市を中心と して設置されてきた歴史をみると とが出来る力丸

岡崎'VL日本ゎ文化が都市中心の放射型K発展 しへ 同時Kその背後K俗、欧化という ~'$.入文化

型 =議進型の文化形態をとってきた近代化の過程K も突き当る。日本の文化形成比古代か

ら諭入、同化をたどって来たのである訪人都市は近代的産業立地の中心だけで孝久文化の

集中 と媒介機能をも担ってきたととカミ図書館の発達の仕方、その存在様式をも規制 したと

考えられる。

しかし、 とれり当然綿密な論証を要するととであるから、俄かK は論断し得念いが、市音E、

町部、村部を通じて、図書館の設置率の高さ、即ち図書館の発達久必ずしも東京、大阪、

京都会 E という大都会を左す地区で芳 〈、秋田、石川、山口 のよう宏寧ろ辺境の地方Uてない

て高い事実K 注目すべきでるb、 それなD の地方文化の発達、先覚的指導者の在存、文化K
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対する地方住民の意識の高さずどと結びつ〈要因をもっているのかF うか、 大いに興味を魅

かれる毒事実であると共に、 もしそのような要民因果関係がある去すれば、探求附直すると

共K 、将来の日本の文化のあり方K 対 しで も示唆を与えるものであろ う。安中が、湯浅治郎

の如き秀れた先覚を擁し乍ら、そ可愛図書館の発達について肘断ち切 られてしまっているとと

討、図書館を含めて、市民というよ b庶民 といった方が適切であ久柳田国男の如 く常民と

いう方がよ b正 しいのかも知れ者いカえとのよう今常民 といわれ為、生産K 直接従 う普通の

人問先ちカミ文化のト νーガ - (担い手〕として、社会的 1.t 層?形成しえをかったからでる

ろうか。瞥て明治 1 0 年代(T)自由民権運動カミ地方豪幾層? トレーガーとして見出したよう

に、常民の中Vてなける文化思想が結実するための民衆庖'の形成を欠如 したとと汎今日の如

き文化の秀れた媒体としての図書館の存在の夕刊日y その中央集権化傾向を生んだといえぶの

かも知れをい。またその中央指向の輸入文化製刃人地方自治を阻害し六如く、図書館K なけ

る地方分散化と土着化の発生と?さをたげ 、地方文化の表徴vc 違っていったとも考えられ足、 3

ともあれ、 とれだけの簡単な資料か 弘 ζのようを大胆な構図を抽き出すととは誤タが多い

でるろう沙え との問題v:士、たん K 過去の日本文化の形成過程K 演じた図書館の役割(実は そ

の役割は極めて偏頗であり、寧ろ図事館が常民わ知的日常活動の媒体た b 見すかった過程で

もある 〕の歴史的分析の間連vc 止まらす V' 'I 我国の直面 している変革期K なける教育、文

化の将来Uてか志村Jをもっ問題といえるであろう。

京京都下武昭和 4 5年の現在U仁左?いて図書館の設置率が著し 〈低いのは、他の県 k その事

情を呉VL L... 近年の来京W かける人口集中 K よる都市化現象Vてよって、急激に新市が誕生

したからである。その型は主来の郡部~.VC 属する といえよう。 しかい従来の郡部型とゑーな

る点抗、住民が主として都市通勤者などや工場労担l者 1r e の居から成つてな久都市問題ψ

範f.~VC入る内容であって、 農村型の形態でr.t1.tい。従って、 知的需要は農村型~ e全〈ちが 5

強さをもってな夕、その住居形式も祭主団住宅形成による密集住居形式も多〈、図書館問題も

全 〈新らしい局面をもっている。しかし との現象は、 それ?をりの解決方法をもつべきであ

D、既に述ぺたよ うK 、文化のすシヨナノレか観点から寸る民社図書館の設置の陪国や、都iTi

と農村止の文化的断層の存在や、農村vc 1，'ける知的生産の媒体と して の図三三緋官設置の重

要性位、目下館散を裂すべき問題である とと材、いささかも変.l H オすい。

調布市 K なける図香館活動は、都市近郊 K 制する人口急増 K 伴って、急速K 形成された市

域Uてなける図書館活動のモデノレを実験的κ遂行するという意図 K よって行芳われて脅え。そ

の歴史的な分析をするK 除、 きだ年月 σ河之足を感ずる力主既vc 分館網形成プランの半途K 遥

L...昭和 4 5 年度現在 Uて台いて開設又は開設を予定されている図書館。、 中央館(現実 VC~才

規模が小さ寸ぎてその機能は果しえないが〕と分館止を数えていんt.:J下 、 多少分析を加え

つつ現代図書館K アブロ一千してき介調布図ー書館の歩みを述べてみよう。
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2 現代図書館の社会的任務

図書館は、その長い腔史を経て、 と く ~'[ヨーロ ツパ大陸K沿いては、 すで K見るとな b膨

大"u資料?ぢ積してきた。 1 9 也記の終タどとJ、 とくに 2 0 世紀 Uてはいってから防、かつて

図守依がその戸令:をかば閉ざして h たとろ K 、文芸協護者たちK けJl 大さを、そして草命家

たちには、 むろんそれてE完全 K 万人忙対して開放するととを吹きとんだ思想、カえととK 勝利

宏占めゐとと [ζ 守山tec ~一段公;Jとへめサービス〉という思想一一一ーそれは今日では〈マ

スコミュニクーシヨン〉という観念、さらVて討その論理的す結諭として「 あらゆる文献資料

のig 日と開発」という 573 えK 発展していあが一一一一ーとれば、 1 9世紀を支配 していた図書

泊、お物館げなける〈保存〉第一主主とは対立的念もわであま'0 (文庫クセジユ、図香合官、

P 7 1 ) 

著者は現代I~害鎗{tLついてとのよう κ述べている。

?た「民主，~想の発達俗、 内容のす湊しfr公共図菩溜と、 従来め伝統的合制約を脱い必

要とららぽ戦闘的{tLなるととも恐れず 、文化や教育面での責任を自覚 した図書館員を要求す

るように方った。

とのよう K して二つの世界大戦のあいだK 、〈読者へのサー ビス〉、さらκtオ〈読者の前〉

{tL出かけ てゆくとい う考え方がひろまっていった.o J

つづいてメノレグイノレ ・デユーイ の言葉として 『能力のある、 まじめ"f.r図季館員治人公共社

会のためK果たす仕事ほど重要で名誉設ものはないと、 私たちは評価する。かつては図書館

は博物館K 酷似し、図書館員は害毘のねずみK すぎず、またととを訪れる人口は、古い本や

写本氏好奇の目をそそぐだけといったような時代があっ九今や図書館付、広い意味での民

衆の学校であ夕、図書館員肘教育者である時代がやってきたCJ ( 図書館、 P72-73) と

著者たち、アンドレ， ."，ソン及びポ ーノレ ・サノレグアンは述べている。

長々と引用したのは、小林宏氏訳の小著で肘<bるがクセジ ユめとの「図主主館 」とい う本は、

現代図書館K ついて適切K して妥を蓋した記述をしている治主らである。フ ランス人ら しい書

#方守された名著から借用する方がわか り易 〈、 かつ説得力をもつであろ う。

との記述のよう K 、J:， 1代図書館位、 資料の保存所と しての淡能を追放 してしまったわけで

耐乏い治人寧ろその活動面を、一般公衆への差別なきサー ビス K ないているのであ夕、開放

的な知的伝達機能を充分K 果すととが求められている。 ζ とに付マスコミュニクーシヨンと

いう記述がされているが、我が国の場合の用語法によるマス コミユニクーシヨ ンとはちがっ

て、 多少狭〈限定 して考えた方が適切であろう。何故すら我が闘の場合、マスコ Z は情報の

量的な面と媒体制Eの面の拡がbが強 〈意識されて、テレビ念どK 代表される機能の晶句な

把握が先で、11 が軽視されがちであるからである。 我が因。易合、 マスコミ財情報伝達の量

的機能が強 〈、 図書館の場合 K は、公開性は高くても呈泊句な深ま b を求める点では、寧ろミ

ニコミュニクー シヨンのセンターとすら考え うる。

また図書館の機能を青争態的。回定的K 捉える こと合 〈動態的K 捉えている点は、 i<. 読者
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の前)>{tL出かけてゆく 」という言葉[そよ〈表現されている 。私たちが笑践活動の中で、 「市民

の袈求のあるととろVκとけ e ζでも図書:館 f活首動の存在 」をと玉考号え、 1ま主 7たヒ後Uにて述ベるよう;花tに、 「買

物f能f窓長を下げていける図害

る。館内のサ一 ヒ.ス{tL亡 i止1:.:昔 f らず、岱外活1fihと館内活動去の弁証法的統 ー という立場を止ってい

るのも、〈読者へのサービス〉を考え、 「すべての市民K 平等に文化を」という考え方ーから発

している。また更{tL重大な持摘(1.1" ，図書館の社会的機能K ふれてのべられている「今や図書宣富

は、広い意味での民衆の学校であ!? J という言葉である。教育といえば、学校教育だけ令考え

る. 明治近代化以降の我国 K なける学校教育万能主義の伝統思想、の枠lζ 付収まらないゅ広v，意

味の其の教育の考え方が述べられている。教育とは正しく本質的 K は S e 1 f - E d u c a t i on-

In g であり、文字通.!J e duc a te する一一能力をヲlき出す、即ち能力の開発を意味する。と

の限り、図翠:館r.t社会の学校であるととは当然すぎる規定であろう。また更に重要没 '" 摘は、

「図書-館員け教育者である時代がやって事た」という図書館員 K 対する妥え方である。恋らく

現在の日本の図書館界の現状その伝統的合考え方からすれはとのよう~考えは異蜘視され

るであろう。それ付、時代の推移K 限をつぶ D、巨大在社会の変化に背いた考え方で4うろう。

教育というととを、 ユネスコが提唱しているように広〈考え、「 生涯教育」という現代討会の

実態をふまえてみれば、とと でフランスの著者が述べていあ言葉ド、極めて当然といえるわで

ある。教育とい うと、 何かを誰かに教えよう というよう念考え方をしている娘D、との著者の

考えは理解でき合ν、私たちは、正Jて我k が目指し実践を重ねてきている図書鎗活動の方向Vて

との著者と同じ方向を見出す。

3 図書館プラ ン

図害館プランの作成は、図書館サービスの出発点をすすものであゐ。都市計画が一定のマス

ター プランに基いて、各要素の立地を決定しなければ会与?をいように図書館のマスタープラ

ンは、 市の全域をサーピス対象とするマクロの把握の中から、綿密左調査Vζ よって、全市域κ

辛子ける図事館活動を計画 した貝取図をもたを〈て肘からない。しか い 図書館活動が令然行芳

われてい設い場合K 位、 他の資料を蒐集援用 しすがら、一定の介析K 基いて、まず基本的左骨

格を作ら老ければならすい。

調布市立図書館が業務を開始 したの陪昭和 4 1 年 6 月である治人将来の調布市{tL i>'ける奉仕

計画を目標 K 第 l 次の活動プランを、昭和 4 2年 3月 K 策定し1-c 。
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調布市図書館活動プラン (第一次案 )

昭和 4 2 年 8 月 2 4 日

1. . 図書館計画策定の目的

図書館の地域活動は、 市民の文化性を高める暴利句 ~活動と して、現代の都市づ く J:>vr. は
欠かせない重要な要素である。

図書館活動のもつ汎市民性は、市民の税金で賄われる行政活動の うちでは、平等性、一般

性が高〈、市民へのサービス の効率が秀れている。

( 註 ) 税金K よって賄われる行政活動のうち、反対給付 として、 図書館別j用仇市民

の利用の自由意志によるので、すべての市民K 平等であ久かつ親しみ易い立

場がえられる筈である。但し、 との条件を満しうるよう施設を設け:、サーヒ・ス

の充実を計ら念ければなら左い。

図書館活動防、との意味で市の文化行政活動のパロメーターの役割を来すものであ久行

政組織や行政活動の近代性のシンボルでもるると考えうる。

現代社会の増々増大する複雑さK 対応する市民の自己教育の場 としての図書館の役割肘高

まるープJであ b、 サービスのたちむくれ付J旬簡するまでも念い。

図書館活動のひろがDは無限であ夕、図書館サービスの範囲も限 bが1i い。

限られた予算と乏しい人員で、際限の念い活動K 対処するため1' 0 才、活動効率K 充分配慮

すると共:に仕 訴の計画化をなしすすめてゆかなければならない。

ζのためK 、 とれか ら将来K 亘つての図書館活動を年次計画のなかに織b とみ、計画的 K

充実を肘かつてゆく必要がある。

2. 図書館計画必要性

我が国K おーいては、図書館活動は非常にたちが〈れている。

図書館利用の慣習が確立 していすかったこと、 図書館の社会性に対する習執が誤っていた

とム 凶守的。沼"誌が不活発 であったとと、とれ らの結果としての図書滋人の社会的批位の

低かったとと、国や自治体の図書館活動K 対する認識の乏しいとと、 国民の所得水準の低い

こと会ど程k 1，t 理由か ら、現状にないて未だ図説:吃1:1: 、市民の間に社会的に必須な存在と し

て認められていないJ

乙の現状を打破して、図書館活動を市民の日常的必要肱都市の文化t ンタ-v てまで昂め

るととが、当面の重要な活動目標となっている。

従来の図書:館け 、資料の貯蔵所として元ーえ られ、有機的な組織K よるととろのダイナミツ

クな、 7幻じ活動の中心である という認識が欠けていた3
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図書館活動のあ b方をきめるのは、職員であ 久職員の図書館活動K 対する認識のあ b方

教養、意依職業観を含kうた人的要素 (ヒ ューマン・ フアクター )と そ、活動の鍵である。

図書館の資料やブック ・モービノレなどけ、教養伝達の手段であ b、と の手段を媒介とすみ

館員の生きた活動の中 K とそ、ダイナ芝ツク念図書館活動の畏望がある。

図書館計画の作成は、市の全域を対象とするととろの現在から将来K 亘る図害館活動の兎

取図でるb、指針と念るものである。

とれは、その実現す内 K 期待し念がら、現状の業務K とり くむ館員K 希望を与えぷ計画書

である。

図書館プランのないととろには発展が左く、計画的念サービス付ありえすい。

図幸子館プランは、市全域Uて、市民すべてに平等に 留ま しい図書館の活動す形成してゆ く

骨格 と念るものである。

3. 調布市における図書館プラン

調布市 K なける図書館プラン比現調布市立中央図害館が設立される K 当っ て、 調布市立

中央図書館が果すべき 図書館活動の役割を位置づけるため、一応作成さ it7t。

現在、我が国の図苓館界にないては、 図害館活動K 対する一般的認識わ昂幸夕、公立図書

館の活動のあ D方K ついて、 専門妥員会の研究K よ・って、 「望ましいl1 )lf J r最低慈賞主」な

どの各種基準が設定されている。ま た「小図書館運営研究委員会報告 J r中小都市Vζ かける

公共図苦，館の速営」をどの報告書が作られている。

とれらは、何れも我が国の図主書館活動K 目標を与えるべき指針として?賢官 され、 図:;!!:館活

動を、現代社会K 欠〈べからざるもわとして位置づけるべく、勧告されているもので老 λ。

調布市は、昭和 3 C 年 K 市制す旅行以来、年々膨張をつづけて、今尚発展途上にある近郊

都市である。調布市の性格り、東京都のベッドタウンと称せられている拡く、その住民日多

くの部分付、都市通勤者で占められている。

調布市政の政策目標と して、「健康食宅者1)市づく!J Jがかかげ号れていゐカk まだ本格

的な都市計画け発表されていない。蓄 し 我が国!そなける都市化現象は 、目下巨大な、初統

制なエネノレ#ーの ff ・流となって、巨大 T 丈京、大阪などの右府tJ (['1.周辺』て、多 くの衛星的住宅

都市す知計画に作タつつある。

とれを主導しつつちるものカに何であふか廿今借問わ念いと して、 住民の福祉を実現する

とと を、主要念政策課題としてU る。地方公共団体Uてとっては、筏めて限定された手段しか

与えられていをい条件ので下で、都下lJ "d" 十両vr. J:: .!Jくむとと付、 多 くの困難K 直面ぜざるをえを

い。他方、都市イヒK対応する女めK~才、社会的 K~，政治的、 経済的な市か らも、現状の市

町村の行政単位は余J:>vr. も狭険K すぎるという批判があ b、都市化現象け、当然広域行政を

妥.)l'え することを考えると、現状に会けふ計画化!r:t、 雷主主Hすたらざるを得方いものであると と
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も止む"{f'得~い。

我 k 治人調布市K なける図書館フ・ラツを考える前提として、すず説清iit の都市計画が敷かれ

てい宥ければ念ら合い。然L-.既 VL 述べた如〈、まだ都市計画が発表されていない状態の下で

仇我々のプランも一応の目安として策定L-.将来の調布市の都市計画の中 K 組みとま九位

置づけられてゆくととを期待 したい。

土地確保が、都市計画の第一要件であz、力主先行投資が容易 K 認められていない現状では、

現実の計画施行も、試行錯誤K よる修正を重ね合わぜたものたらざるを得ないであろう札少

しでも、計画そのものを推し進めてゆくととを計らねば念ら老い。

調布市図書館活動プラン

昭和 4 2 年 8 月作成

I 公立(調布市立〕図香館の任務

公立図番館け、広 〈一般市民の自己教育の場として開放され、図書館法第二条の規定する性

格を具えねばなら念ν、 。 ( 註〕

( 註〕 図書館法第二条 との法律κないで「図誓館」とは、図書、記録その他必要な

資料を収集し、 整理 し保存 して、一般公衆の利用 K 供し、その

教義、調査研先レクリエーシヨン等K 資する とと を呂的とす

る施設で……ぃ……・・・一(以下略)

図害館法第三条は、図書館奉仕の具体的箇条と して次の R項の内容を明記してい

る。

1. 郷土資料、地方行政資料、美術えレコーにフイノレムの収集K も十分留意 し

て、図書、記録、視聴覚教育の資料、その他必要念資料(以下「図書館資料」

という)を収集い一般公衆の矛 l開 K 供すること。

2 図書館資料の分類配列を適切K い及びその目録を整備する とと。

3. 図書館の職員が図書館資料について十分念知識を持弘その利用のための相談

K 応ずるようにするとと。

4. 他の図書鉱国立国会図書鉱地方公共団体の議会K 附置する図書館及び学校

κ附属する図書館又は図書室と緊密K 連絡し、協力 しへ 図書館資料の相互貸借
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を行う ζ と。

5. 分鉱閲覧所、配本所等含設置し、及び自動車文底貸出文庫の巡回を行 5

とと。

6. 読害会、研究会、鑑賞会、映写会、 資料展示会等を圭M い及びその;足跡事了

行うとと。

7. 時事 K 関する情報及び参考資料を紹介」及び提供するとと。

8 学ちL 博物館、公民館、研究所等と緊密K 連絡い協力するとと。

ととに明記された広範な図書館の活動領域防、館列、、館内の活動によ って、 市全故に図

書館サービスをゆきE らせるととを求めている。

調布市立中央図害館が設立されるとき、 ζの図書館の地域的性格をどのように考えてプラ

ンをたてたかを次K 述べる。

Ⅰ-2 地域図書館として望まれる性格

"図舎館というととろは、税務署のつぎ vc 敷居の高いととろ"止いわれ、図 ー苫館員

の日墳の努力 Vてもかかわらず、説書方法の調査結果、 ( 1 960 年尼ク崎市、大味市

大、柴原助教授〕け、公共図告鎗を刺用し本を読む入札貸本屋利用者よりも少まく

最下位となっている。

(統計〕

ト¥ 自分で 家 VL 人 κ |:手校の 職場の 巡回 公共

買って るつT主 イ昔i? て
貸本屋

図書館 図書館 文庫 図書館

% % % 。// O % % % % 
害 籍 4 2.4 2 2.9 1 5.4 6. 5 4.4 6.0 l. 3 O. 6 

雑 圭土 4 5.3 2 2.1 l. 6 2.9 O. 7 ロむF

上記統計のように図書館の利用率が低いの比図書館の立地条件が必ずしもよく授かった

とと、日常生活K 直結した便利念場所K 左かったとと、図書館とは単独の建物を意味いサ

ーピスの拠点、又はサービス網の中の点と して考・えられ念かったとと、また、貸出業務を行

なっていないた行宕っていても手続きが繁雑であるとと念ど、様k 在理由 K よって、図書

館という場所の利用率が低かった。とれ!r.t既 K 多くの論者によって、指摘されてきたととで

るる。

一?一



ζのよう念観点から将来の図書館活動のあ b 方K ついて、図書館協会の施設委員会が、地

域図書館のあり方K ついて、まとめたものを参考に挙げると、次のよう K する。

(1) 一方では市民K 密接したサービスを行左い、一方では、相当高度なレフ 7 レンλ、製

本配本作業をどを行念うためK は、一館のみが孤立していてはでき左い。

よ そ 業務形態 配地地域 業務内容

本 館 本館の業務の他K 配本
固

， 

定

(一)
ブックモービル集中作

館と連絡 常 時
常時密集地域 業、地域全体のマネジ

をとる メント、相互貸借

貸出し内 レフアレンス
固 定

密集地域 サービス、集会、 P R  
分 飴

常 時 閲覧

停 本 所 国 定 常時密和也域 倦出 L内 レフアレンス

(配 本 所) 定 時 定時 11 中継、 PR( 閲覧左し)

フ ツ ク 移 動 分散地域 目川ム、ー 上
モー ピ ノレ 定時 ・臨時

上のよう念拠点(サーヒ・ス ポイント、分宣怠停本所定ど ) が合理的に組合わされた総体

~， 1 単位として、地域図書館という。図書館の地域計画が何よ b も大切である。 1単位

の地域は人口 2 0 万ぐらいがふさわしν、
(2) 図書館奉仕活動のうち、図書K 関しては、従来の館内読書の方法では、よ ほど閑念人で

ない限 D利用するととができ君子い。従って書架は開架式とい館外貸出しを主方針とする。

呑庫は最小限でよい。

閲覧席比児童室、参考図書室、新干IJ 、雑誌用のほか、若干の席があればよ h 。ただし

児童の閲覧席は相当数必要である。

(3) 地域図番館の配置計画サーヒ・スが地域の全住民K ゆきわたるよう K 施設 し有 機動力を具

えると同時κ次の諸点I'L注意する 。

I ) 住民の刺用闇内にある ζ と、 家庭又は職場等から徒歩 2 0分圏内、半径約1. 5 km 
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以内

ii ) 住民の日常活動線上にあゐとと。例えはk 家庭から買物、i扇動共K 駅の方K ゆくのK 、

図書館が駅の反対側K あったのでは別用されにくい。

従って計画に際しては、下記の資料を検討する必要がるる。

人口分布K ついて

生活動棋について

昼、夜間人口、人口密度

公共施設の位置、ショッピングセンターの位置、事務所の

位置、交通状態

(4) 規模K ついては、利用率が高くなった場合、人口 i 人当た!)1冊の蕨舎が必要と考えら

れる。との案は、市民の図番館別用の重;点を貸出活動 K 置き、市民の間Uて平等の刺I' H率を

斎らすための方法として考えられたものでるる。すた ζの?摘 J方法が図番館刺用の効率を

最もよ〈昂めうるという前提がある。との場合、市民か読書文は図書資料の利用を積極的

K 、 自発的 V亡行念うものであるという ζ とカえ とれまたニT定されている。

衣国では、 自発的'f;:読季や読書習慣がまだ擁立されていず 、未読者層もかな b ある現状

では、積極的な読季開発の仕事も併行しなければすら倉同2 また施設利用力L 学生、生徒

の勉強の場企して開放されなければ合ら者い現状では、 とれも図書館矛IJ 用上考えなければ

念らないい更K 一般市民の生活水訴え住居環境状態、読書に対する態度なども充分考慮

K 入れて、計画をたてねば宕ら左い。

Ⅱ 調　　布　　　の与えられた条件

調布市は市政を昭和 3 0年 K 施行以来、社会教育施設としてけ公民餅があるだけであっぇ

治主最近にがいて、図書館、児童会賞氏婦人会館の設立の画期的念発誌がる久昭和 4 ()年

度lぞ沿いて、児童、婦人会館、昭和 4 1 年度1'L:;lO~いては、 図書館の開設を行なう という大き

な前進があった。

然しながら、財政面からする制約、及びとの粍の公共施設の建設の基本的た条件である用

地の確保K 問題があった。

図書館の建設用地としては、公民館南側の査結也 1 7 7坪が予定された。

図書館用地としては極めて限られた狭い拠出であ b、 ととを敷地とする限夕、その規筏

は大きく制限されざるを得ない治主現状で付、まず図書館活動をスタートさせるととが急務

であった。

然、し宕がら、建物はーたん建設され固定されれば、逆K 将来K 亘って位、活動をその能力

の範囲内K 限定する傾向がある。そζで、将来計画を樹立して、建設される館の機能を明確

にい全体言幅の中に位置づける必要がある。図書館活動は、開始時点K ないて、 明確念将

来の展望の中で、現状の活動を評価 L.. 調整 L.. 発展性をつかんでゆか念ければならすい。

とのような構想の下K よ当面与えられた調布市の諸条件をあげれば以下の知くである。(註)
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イ〕 総人口 4 0年 1 月現在 1 0 4，9 9 1人

世帯.数 1/ 2 7，8 5 9世帯

ロ〕 人口増加数(調布市人口増加率推定値 K よる )

4 2 年 1 3 5，7 2 7ノに 4 7年 1 8 2，6 5 0人

4 3 1 4 7，5 1 4 <1 8 1 9 1，4 3 1 

tI 4 1 5 6，2 9 8 4 9 2 0 0，2 1 8 

4 5 1 6 5，0 8 2 5 0 2 0 9.0 0 2 

4 6 1 7 3，86 6 

各地区毎の発展度合(推定 〕

4 0年度地区別人口宮、度

ホ〕 4 4 年度推定地区別人口密度

へ ) 年令万IJ 人口構成

卜〕 産業別( 1 5才以上〕就業者数

(註 1 ) とれらは現中央図書館設立プラン当時の資料である0

4・〕 交通 網

ヌ) γ ヨツピングセンターの位置

(註 2 ) 各地区の考え方は、便宜的なものであるカえ調布市が京王沿線 K 細長くのび i

ている立地条件を考え、市街地の構成をこれる沿線の各駅を中心vc 発展してい

る現状から次のよう VCA~ E (5 つ)の地区 K 分けて考察した。

A 地区 イ山川地区 f イ~UJ Il 緑ケ丘、若葉、北野、入間 〕

ロ地区 つつじク丘地区(金王柴崎 、大町〕

C 地区深大寺地区(深大屯佐須)

D 地区 国領地区 f 国事え上ク給、上布問、下布団)

B 地区 西調布地区 f上石原、小島、下石原、飛回給 )

各地区将来人口の推定 (比 率）

昭和 3 2年 3 6年 4 0年 4 4年 4 8年

A 地区 1 0 0 136 2 7 9 5 7 1 1，1 6 9 

B 1/ 1 00 144 22 7 358 5 65 

C 1/ 100 1 5 9 2 7 0 4 5 9 780 

D 1/ 100 1 3 2 1 6 3 2 0 2 251 

B 11 100 141 1 9 7 2 7 6 5 9 6 
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面 積
昭和 4 0年度 昭和 4 4年度

人口密度 人口密度

A 地区 3.0 7 k m 2 6.0 80 1 2.4 2 5 

B ル， 2.3 7 1 0.4 9 0 1 0.4 4 3 

C 11 4.82 3. 1 1 0 5.280 

D 11 4.5 7 5. 3 2 0 6.620 

E λF 6. 9 6 4.fi 7 5 6.5 fi 0 

との資料によると、人口密度は、現在調布駅前近、仙Jll 緑ク丘が高い治人将米( ;設定

対象と希った d 4年度〕け仙Jll 柴崎地区が急激K 場加してゆく。年令構成り 2 0 -2 9 

才が最も高〈、 5""'" 1 4 才が少1tい。

(註〕 とれ肘若夫婦、独身者の勤め人の檎成が高いと考えてよいカミ都市近郊住宅

都市の特長として、比較的年令庖小主主い小家族の単位が人口のウエイトを占

[年令別人口未尾資料〕
めてゆ〈ととを示している。とれ等資料κ基いて図書館の配置を一応次のよ

うK 決定した。

Ⅲ 調布市における図書館の全体配置計画

配置計画の前提として

1 ) 住民の身近に散在させて利用度を高めるため、徒歩 2 0 介 1 . 5 km 当唱〕圏内で全

地域をカパーする。

11 ) 住民の生活圏の動線上に配置寸るととハ

111 ) 1 人 1 冊を最終規模とする。

IV) 計画の基礎は昭和 4 4年の推定人口 K よる。

一下 5 一



全体配置計画案

拠 置 阻害童話 主 1i 業務

図書館本来の業務の夕、分館へ

本 館 調布駅 前 3 0，0 0 0 の配本ブックモービノレセンタ

一、全体のマネヅメン卜

上石原、飛

田給、深大

ブックモービル 寺北自L 各 3 0，0 0 0 貸 出 し

団快挙業

所及び各停

本所

1.柴崎附近 貸出しへ レフアレンス、閲覧、

2. 仙川附近 本館へわ中織，
分 館

3. 多摩 )11 問地 1 0 0.0 0 0 1/ 

又 は
4.~裂大寺 1/ 

停 本所
5 飛田給 グ

6 その他 1/ 

 



全体配置計画案は、敷地の取得条件の可能性と効率性K よって、遂次分館を建設するもの

とい 各年度の財政のゆ とb、都市計画の進行度合、住民の要望、先行投資の可能性などの

各種の条件K 見合って、年次計画になD とむ。然いとの建設伯、市全体の文化行政の進展

度に合わせL かつ、時K け文化推進を高めるための特別左投資要求念どK よって、実現を計

ってゆく。

例えば、高速道路敷地の獲得かどが可能になれば、それ"f"ふタあてふをど 、また公団との

交渉κよって、 公団敷地の刺用が可能VUi るすど、そわときわ好すしい条件の中で実現を計

る。

との配置妙、一つの地域計画である治三大凡そわ立地を示すものであb、その実現段、具

体的方条件を作タ出す中で進める。

公団の如〈、人口が集中的に密集している地区(r..t地域性としては ー独立 して考え、地域的

念ひろがj:)~ こだわらずκ、一つの文化集団単位として考えてゆく神代団地、多摩川団地等。

図害館配管の具イ本的す包括領域区介は次の如〈にするη 但しζれは、現実の配管ーにあたっ

てけ変更しうるも わとする。

図主会館名 地域名 町 名 〕

調 布 館
富 士見、小島、 上布印 、 下布問

(市立中央図書館〕

Jt 土F品、 崎 豊富 国領、 柴崎、佐須、金子、 大町

イUI )1 1 鉱 仙 )11 、 緑ク丘、比野、 入問、若葉

?泉大寺 館 深大 寺、 佐須

飛田給館 飛田給、 上石原、 下石原

手早 f~号、 )11 団地 f岩 染 地

とれらの施設の建設け次の諸種の条件を勘案 して決定され却ナれば念らない。

1 ) 館の規模仇必らずしも限定せず、地域の奉仕入口数、地域住民の読舎利用傾向、

敷地ゎ広狭、財政の許容条件、全体計画とのバランスなどを考えで決定する。

2 ) 市φイ也の施設止の競合性と補完性を考えで決定するとと。

例えば、児童会館、婦人会館、集会所、学校、その他の施設との業務提携、利用

可能性合どを検討する。

(年次計画 〕

第 1 次計画

ィ.調布市立中央図書館の建設(既設)
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ロ. 調布市立中央図書館の活動の充実

調布市立中央図書館の活動付、調布市の全体計画を運営する基礎す形造るものでお Ij、

物的、人的念資源の補給恭地、 トレイニング、 プランニングの恭本的宏条件をな宇もの

である。

従って、第 1 次の計画Uて宏いては、調布市立中央図害館のif; 動の:t'> j:)方を充実させ 将

来の発展vc 具えるべきであるの

具体的に事業項目をあげれば次の加くする。

i ) 図書館活動の基帯作 b

ii ) 人材の養成

111 ) ブックモービ Jレ活用の準備

IV) 分館建設プランの具体案の作成

V ) 館外活動の充実とプランニング

VI) 視聴覚教育の研究

第 2 次計画

J ) ブックモーヒ・Jレの隣人と停本所の設置

ブックモーヒソレを購入し、調布市立中央図苓錯を拠点として、 市域全体に対するサ

ービス網を敷く。とのために、各所K 停本所を設けて、サービス体制を作る。

'2 ) 中央図書館機能の補充

第 3 次計画

1 分館の麹設

分館建設t才、全体計画K あるよう K 各種、各地に建設が予定されるので、全館を一時三

vc 作るのでりを し 年次計画の中で、逐次建設してゆ〈。

各分館の建設Vて伴い、図容館活動の全体のプラン?その都度調整 してゆ〈。

第 4 次計画

イ. 新本館の建設

現在の調布市立中央図書館は、規模からみて、分館的 f.r 能力しか具備 してい芳い。従

って、将来適当 f.r 時期K 、中央館の充実した機能を果す図書館建設を行なう必要がある。

口.児童専門図書館の建設

専門児童館の建設は、児童館の機能とも競合するカえよく将来の児童会館の活動計画

を検討い児童専門の図書館を建設するととが必要である。との児産専門館は、学校図

書館のセンター館と しての機能をもつものであ夕、将来我国の読書のるD方を考える と、
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児童館の建設け、大きな意味をもってくる。とれは図書館界の一般の傾向である。

(付記〕

現在分館建設で最も可能性のあるの財、上ノ原公民館分館を改築寸ふととであろう。と

れを綜合的な機能をもっ文化センターとして計画化することは、比較的可能な条件を具

えているものとして、早急K 着手しうると芳える。

4 0 年度 ( 4 0 . 1 1 )町 別世帯人口数

町 月IJ 世 干管 数 人 口 数

飛 回 給 8 7 8 4 6 4 4 人

上 石 原l 1 4 3 5 4 4 3 4 

下 石 原 4 5 0 5 1 5 3 3 3  

島 2 4 9 0 8 1 9 6 

上 布 回 1 6 3 9 5 3 2 6 

下 布 回 2 8 3 1 9 9 2 3 

国 領 2 4 3 3 8 0 2 4 

上 ク 給 2 9 5 9 5 8 

深 大 てー+ずー 3 5 4 8 j 1 6 5 5 

佐 須 1 1 5 8 3 3 1 0 

柴 山寺 1 8 1  4 3 0 4 4 

金 子 2 9 9 7 お 5 9 0 

入 間 2 6 2 1 7 2 3 8 

若 3綻 1 1 2 2 3 1 1 6 

大 町 1 7 7 8 

イ山 )ii 1 2 2 3 3 2 9 1 

緑 ク 丘 1 6 8 6 4 5 4 1 

北 Jt f 1 0 1  2 9 4 

産業別の事業 所 数 及 び 従 業 者 数 ( 3 8 年 )

! 産 業 男Ij 事業所数 従業者総数 構 成 比

帝昔、 数 2 1 9 8 2 5 1 7 0 人 1 0 0 % 

銀; 業 7 l 4 1 O. 6 

建 設 業 1 2 7 7 8 7  3. 1 
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製 造 業 1 2 6 1 1 J 3 3 4 4. 3 

卸 売 小 売 業 1 2 1  9 4 9 2 0 1 9. 6 

金融保険業 3 5 3 8 0  1. 5 

不 動 産 業 ) 1 9 2 1 0  O. 8 

運 輸 通 信 業 2 7 4 2 9 1. 7 

'd 該cガス， 7~道業 2 6 0 O. 2 

サー ビス 業 5 3 6 7 1 1 0 2 8. 2 

年令別人口　

年 令 総 数 年 メIミJ 品。，。p，、 数

。【. 4 1 O. J 1 9 人 :; 5 - 5 9 3. 1 0 6 人

5 - 9 7. 2 6 9 6 0 - 6 4 2. 4 6 5 

1 0 - 1 1¥ 6. 7 2 0 6 5 - 6 9 1. 6 9 0 

1 5 - 1 9 1 1. 6 3 5  70--74 1. 0 2 4 

2 0 - 2 4 1 3. 5 3 5 7 5 ;...， 7 9 6 3 4  

2 5 - - 2 9  1 2. 3 4 5 8 0 - 8 { 2 8 7 

3 0 - 3 4 J 1. 2 1 9 8 5 - 1< 9 1 0 8  

3 5 - 3 9 8. 3 日 4 9 0 ~ 9 4 2 0 

4 0 - 4 4 5. 7 9 3 9 5 .L:}上 2 

4 5 - 4 9 4. 5 4 2 不 詳 2 

5 0 - 5 4 4. j 1 0 

とゐ第一次フ・ランは逐次図書描活動が軌道bての夕、図事館 K よる活動の分析が可能になる

データーの集積K よって修正されていく ζ とを予想して樹てたものである。

(註〕 とのプランは、分館網の計画が子宮ー手されて笑現しつつある現時点からみると、大

まかな素姶であるカミ昭和 4 2年の時点K なける資料をもと K している。

との間の事情を若干の記録K よって述べてみよう。
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私たちの新しい図書館

(図書館雑誌 1 9 6 7 年 5 号記載〕

1 . はしがき

私たちの新しい図書館の紹介記事を:書こうとして 、 「新しい」とは何を;意味するのかひっか

かる。 r新しいJ とは、私たちの図書館が新しくできたという事実の外に、何がi封書館活動に

とって「新しい」のか、その内在的な志味が求められているのであろうと、私は考えた。

「新しさ J についての解答が、この士号い文章の課縄であろうと思う。

2 調布市の図書館プラン

人口 1 3 万人を越える都市は、戦前でいえば、 か念 b大き*泉庁所在地の人口であ夕 、そζ

にはどん合形ででもあれ、 図書館というものが所呑し. 歴史を作ってきている。 1 3万という

人口規模は、ある地域性をもった都市としての文化活動を予想させる。然、L内 わが調布市の13

万という人口は、急激念人口膨脹κよって、近々数年K してでき上D、 *な膨れつづけている

者sT 行宍のである。そと VC~才、 とれまで図書館というものは存在し念かった。

都市近郊の掛す集約E急激κ解体 い東京という世界ーの人口を有する都市の変化の圧力K

よって、無理矢理K 作 D あげられている、奇型化された人間と家屋の集合体である。急速な物

化現象は、 内容を蓄積すゐ暇をもたすいま ま‘雑然たる外装だけをまとった、散村的都市を作

b 出寸。 との巨大な都市化の激流K 洗われたととろ段、 どとでも都市計画の構想、をもっ余裕す

らない。洪水が低地K 奔騰するような、 アさーパー的令違動が自己貫徹をする。 とれば、それ

7i-!J VC 避りられない一つ過渡的な歴史現象であろう。だ戸、 ζ ういう状況下でけ、人間の精神
オ:1('ら

を住まわぜる文化は空洞化される。均的都市集落の織D 余す文化的虚無性K 対して、 どんな形

ででもあれ、 対策がたてられ、 住民ゎ定住化一一一郷土意識の形成一一一一一ー力主 はかられ

すければ会ら合い。 との部警は、資金σ可欠乏に悩み、膨脹現象の対症療法K 追われつづける地

方自治体にとってけ、重荷ではあるが、忍耐強〈解決を迫られる任務の一つでもあふ。

さて、問耳t市立中央図書館は、 との文化的砂漠K 、尖兵としての任務を負わされて落下した

ささやかな灯でーあろう。工費 1.7 0 0 万円、延面積 5 fi 6 m 2 ( 鉄筋二階建〕の規模の施設は、

5見張のまた国の図書館活動の現状からみればL 分館程度の梯能しか果たせ念いかも知れない。然、

しこ わ中央図書館の建設は、調布市図謡館活動のマスタープラン K 基づいて建てられた、活動

拠点の意味をもたされている。 ζの宣自の建設に当たって、 との館が将来どういう役割を果たす

べきかを、調布市将来の図書館活動構想の中 K 位置づけて出発した。特長を捜すといえばとの

点K ある。図書館の建設を、ただ建物を建てるという建築的観点だけK しぼらずに、図書館活

動をダイナミツクな機能 として捉えようとした。図書館という建物を、書物の蓄積所であると

いう観念から解放して、建物は図書館活動の基地であるという機能を前面K 押 し出そうと した。

図書館は本を読ませる場所一一一閲覧所ではすく、本を貸す場所 ー一 ー市民の書斎という観点

K、設計モ千ーフを置いた。当然、開放的な開架式K して、 自由に出入 D でき て、 できるだけ抵

抗感のないものとした。

調布市け東京tlt 白谷区K 隣接 L.... 郊外線である京王線 9つめノj、駅の沿線K 、東西に細長くの
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びるベッドタウンでるゐ。市のセンターといえる程の市管地の形成r.r*< 、南を限る多摩 1'1 沿

いUて大き芳団地ニフをかかえ、小駅を都心へわ通勤点として、 田園の中』て雑然、と宅地形成され

つつある住宅都市である。 とウいう型の者[S 市の図書館活動をどのよう U亡したらよいかを、一応

の見取図によって構想、がたてられた。 との活動プランを図式イtしたもわが前図である。

3　調布市立図書館の現状 調布 ilï立中央じまlir-館の税;j)~ (前記図害館プラン参照〕

調布市立中央図書聖鈎は、全体プランUて基づ昔、貸出し業務を主体と寸る企いうモ千ーフで設

計されている。 そのため正面位外側から書庫が見えるようガラス張D とし、税務署の次K 致活

が高いといわれる図主書館を市民のものV亡しようと工夫した。

I 階付字庫と義務官官とブック ・モーヒフレ泊字架とい 2 陪は親子閲覧室、祝聴覚室、学生関完

室と合っている。館の活動材、前段の合体プラン[ζ 基づく陸l菩l館活動率先売れ、を実現するよう VC ;I塁

営されをくて枕なら方い。然しむよそどんなととでもそうであろう治人 われわれの場合も理想、

と現実とのギャップ防深い。一切の職員を含めて館長以下 G 人の職員では、 とのプラン !t[~ ら

れた活動?営む Vζ は道肘透かであるJ地域文化の創造の仕事K 財研究と忍耐とが要求される。

ささやかでも、 われわれの小さ念図書館カミ何かを為す図書館であ b たいと念じている。

1. 

私 の 図 書 館構想

市

梨、tl 世の為政者といわれる人hκ 訴えた川、

轡の詩人、 自居易が「重賦」という詩を書いています。
ζうちそうま

厚地植桑麻厚地に嘉麻を植う

月肝要済生民

生民理布潟

所究活一身

もと せいみんすく
要むる所信生民を済わんがためず b

ぶ寸くなさ
生民 布烏を理む

求むる所は一身を活かさんがため1t.T
し1v;?V>.ぜ V込あ

身外充征賦 身外は征賦K 充て
ささ

上らl奉君親 上位以て君親に準〈・

国家定両税国家両税を定む
ほぺν3 串

本意主E憂人本意は人を憂うる K在 b

蕨初防其淫

明勅内外臣

税外カト物

そ信じ マ

獄の初めは其の淫ぐZらを防がんとて
ちよく

明らかK内外一の宮~ ~'C勅す

タもに一物を加うれば
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みおうほう
皆以在法論 皆な在法をらlて論ずと

大意の存するととろを、高木正一氏の訳を借b て記せば、tAのどな b であ b ます。
治! きゅ

「大地に桑や麻を植えるの防、人民救済の必要から。人民が布ゃ宮をつ〈るのu、一身の

生活材とするがため。わが身K 必要*分以外は税 Uてあて、上位天子ゃ殺にささげるのだ。国

家が夏秋二期の納税法を制定した本来の精神は、人民を憂うるというととにある。ざればと

そ、 その初めK は、規定以外の取 D たてを防止すべ〈、中央や地方の官更にはっき b と勅語

を下し給うて、税額以外κ一物でもよけいκとった者は、 みな国.法をまげたものとして処罰

するとの沿ふれがあったのだ。J

私が長いとの詩を引用したのは外でもあ D ません。 一市長としだの私は、打出イ植をもっ

ているわけでは念〈、市民のためK 行なう一切の行政は、市民の税VL 拠っているのであ b ま

す。その税が豊かなれば、市長ほ市民のためK 豊かな仕子をするととができます。然 」 大

部分の勤労者は、決して経 〈芳い税にあえ官、而も地方自治の財源は乏しく、国の税は厚い

のが我国の現実であ D ます。理想、を拘くすべての市長が最初につき当る厚い壁は、 ζの地方

財源、の貧困であ b ます。 徴税は決して公平ではなく、高級官史は栄達しでも処罰をうけると

とはあb ませ八A との唐詩K ある如〈、国家の税制が民を憂うるK あD とせば、現代は政治

K 理想を欠き、民の声が為政者K 届か念くかった時代念のであ b ましょう治、

『図書館雑誌』が荘、に求めてきたのは、現在調布市で進めている、図書館作 b の構想、であ

b ます。 乏しい財源の念かで、 真 (1[市民の為κ~ る、市民のための図書館を創る仕事は決 し

て容易ではあ D ませ八崎市民が利用しょうがしまい治人ただ図書館の建物を建てるだけなら

ば. 誰Vても為しうるであ b ましょう。 然、」 それば市民K とって意味をもたないでしょう。

図書館創 b 付、 そん念単純左仕事でりあ b ません。 か JH亡、 村力量ßTVL~ T、町が市K なって

も、図事館は永遠vl 図白書館でゐb つづけるであタましょう。金があるからできる、金がない

からできないという性格のものではあ b まぜん。市民は何K ょっ7て自己教養を高め、市民文

化の創造に参加してゆくのか。図番館創 tVL とめられている市民の願いは、根強く、本節句

念人間的な要求であタきず。

率、が業えている市民図書館像比一調布市だけのものであってはなら?をい と考えます。す

べての市町村で取 t (んでもらわねばなら倉い、大切な仕事であ b ます。都や国は、 もっと

もっと図書館という ものの意義の重大さを知 らすければを b ません。 図書館行政に対する都

や国の認識の乏しさ、行政上に占める地位の低さは、そのまま我国の現代図書館の実体を諮

っています。図書館設備のない市町村K 対する、文部省の図書館建設費の補助金の額治、雀

の涙κひとしい一事をもってしでも、との現実を想像するK 足るであ b ましょう。 者f) ゃ国が

本腰をいれて図書館行政を考えていかなけれは国家の未来K 希望を拘 くととはできないで

あD ましょう。
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2. 私の考えている図書館像

市民K とって図書館とは何であろうかという、私じしんK 対する問いかけ治人私の図書館

創りの根底にあタます。それにけ、荘、が預っている市の現状K ついて、少し く語らねばtI .!J 

すせパA 調布市といっても、すぐ何処にるって、 どん走市だと応えられる人段、そう多くな

いと患います。津和野止いえtえノj、手くても、森鴎外の生まれた中国地方の城下町と応えら

れる人材少念 〈念いでしょう。調布市政、市政を敷いてから僅か 1 3 年、面積約 2 1 平方~: f~

人口 1 5 万人を少し趨える中位の市であタま十。東京都ゎ副都心新宿から、私鉄で僅か 1 5 

分で逮ぜられます。武蔵野、三J駄目安f、府中などと同じよう U亡、 東京都の膨張κよって、

急激K 形成された市であ D ます。東京の都心から押し出されてき た人たちゃ、都心K 住民所

求められをい人々治人住居を求めて 私鉄京王線の沿総 9 つの釈を中心K 居住する、 者断行近

郊の市であ b ます。

いま我国で防、都市化の激しい渦の中で、都市問題が深刻の度を加えています。私の住む

調布市もその例外ではあ b ませλA 甲州街道沿炉の宿場町であった調布町と、純幾村であっ

た神代村との合併 VL よって形成された、新しい市であ b ます。僅か数年間で、人口は急激[モ

膨れ、 嘗て農道であった、曲 t (ねった道の両側 i!'. いつの間 K か住宅街K 変わってしずう

という、都市近郊特有の市街の形成が進んでいき寸。都市計画κよって、務然、たる市を造 b

たいと願っても、事実の方が先K 進行L-.行政俗 、道すき所K 道を{乍 D、7.1¥.の君子いととる に水

道を引き、泥I容の道κ応急、の舗装を施さねばf.C"t ませ̂"'" 過疎を訴える都心の学校とは逆K

急増する生徒のためU亡、 校舎の建設耐夜を臼 Kつい宅、 行ーフ?わ~けれ ば会 b ませ八A 新設校

の敷1也入手K 要する地価は、校舎建設費の数倍を安い地価の天井知 らずの勝賞肘、 行i: 泊政

を重〈圧迫していj:寸。

それでも都{，'区部 κくらべれはまだ至る所、緑は芽ぶ章、私が市の未来を思い煙いて相

えた百日紅の宅街路樹付、真夏の陽の中で、赤や臼の可憐な花をつけ、詩情を添えでい ます。

名刺深大寺や神代槌物園、南を限る多摩川の流オ1防、 とのまちK 安らぎと憩いを求めて移っ

てきた人 k VC 、慰、めを与えるととができます。ざして大事守主将も ij (、公害問題もそれほ

ど深刻に感ぜられ念い調布市は、 住宅都市Kふさわしい環境を失?でj;~ t ませλA 神代、多

摩川というこつの大き左団地の他は、住宅が主体であ夕、私は旅政の方針として、文化の呑

る「健康住宅都市作T Jを掲げて参 b ました。

しかしずがら、短時日の聞に膨脹した市街地の形成け、それ念り VL 大事念欠陥をもってい

j' す。旧市の如 〈、 歴史をかけて形成された市の場合Kば、市街地耐~成。、 自然、の要素VL

随川地方文化の意を反映させ、伝統宏形成し念がら、秩序をもった発展をしてゆきま寸。

長い年月は、文化の中'L-閣を創 b 出」市民は、 自分の住むをちK 台いて、ある一定。侍色

と内容をもった文化を享受するとと ができます。ま たそれが市の特色でもあ久伝}統と創造

の融合を作b だします。市民は、住むまちK 愛着を憶え、市民の連帯の核をそのなかl疋見出

すとともできるのであb ましょう。
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調布市のようにスブローノレ現象K よってで告た近郊市は、中心街の形成も、文化センタ

ーの発達もなく、住民は文字通b の住むととを主な目的とした"ねぐら"の要素をしか求め

るととができま制却しかも都i[:'，/f C私鉄で伽ミ 1 5 分で透せられるという地勘句条件は、住

民の文化的欲求を、都心の文化閣の支配下K 組みとませてしまう結果K なD ます。住むとと

と食べるとと わほかの要求が満されない市であるとすればよ住宅漁境としてけ、前近代的な

恥ずべきr/ jでなければ倉 p ません。市民の日常生活の中で、文化的欲求か満され、 また市民

自らが積極的に、市の文化環境創造行為K 参加すふととができ、市民じしんの手で、文化の

創造がなされるような市で念ければなりませパA 育つ子どもたちけ、 秀れた教育環境の中で

その能力宏充分伸はいやがて他の市へ行っても誇b うる教育が受けられる. 市でなければ

f.ckJ ませ八a 市民放た自分の住むまちK 愛着を感じ、 家庭環境の豊かさが保証され、新しい

布を作るという共通の目的の中で、市民相互の連帯J惑が生まれてくるよう~t.'"ら合ければ、

市の文化の創造防あ bえまぜ八品

私が市長として、いつも心の底で願っているのは、 とのよう念市に調布市が次第K 成長

してゆくととであ b ます。

私が図書館K 市民文化創造の夢を托しているのは、 図書館が本来もっている、文化的機能

であ D をす。図書館は、市の文化センター でなければをらず、そのためには、市民によって

支えられて、IIIJ られてゆく図書館て万ければな b ませfvo 図季館に対する市民の信頼は、市

民の自己の教養や思想、に対する信頼と一致 しなければt.'"kJ まぜん唱図書館といえば、市民K

とって敷居の高い、 近づき K くい場所でした。そとは、一部の本好きの市民か、勉強する学

生とか、特殊友人κしか刺用され左いという、歴史をもっています。現代の図書館は、そう

いう図書館であって肘なら友いと考えます。

巨大友情報のにrんらんにさらされ、一方的友情報の流れに支配され易い現代社会の中で、

市民が自分の考えを捜し求め、 自分のたどタつくべき思想、の源をさぐD、 自己K 必要な資料

情報を得られる場所が、与えられ設ければなりません。とのよ うな、市民の自発性による思

想探求教義形成への欲求とそ、市民文化創造行為の根底を在すものであ D ます。また、未

来をに宥う子どもたちにとって、図書館とそ、 自由民自己教育の場所であb ます。欧米の

ようにまちの随所に、子ども図季館が存在する考らはそと比学校からかえった子ども

たちの、 ファンタジー の狩場となるでしょう。

とわような市民の要求を満すためには、市民の住む近く K 図書館が存在しているととカミ

絶対必要な条件と含りをす。 「買物績をさげてゆける図害館」 という、 私の考えは、 すべて

の市民K 刺用してもらえる阻害鎗を作ってゆくという点からでてい合す。一部の市民t'Cでは

なく、ι すべての市民κ利用してもらえる という条件は、図書館の社会保障的な機践であ D ま

す。言たすべてのー市民が参加でき A まち作払寸べての市民の参加K ょっ・て作られてゆく

市民文化倉l峰で念ければ、民主的な真の文化 K は 1r kJ えません。市民の精神の中 K 鮪f*の知

的教養を蓄積するとととそ、多くの記念碑的宏建物を作るよ b、惑かにオ漣の記念碑の建設
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といえ念いでしょうか。民主主義の本来のあ b方牧、 rt i民の直接の参加であ タましょう。

市民ゎ日常生活の圏内にすべての市民が矛i朋できる図書館を作D、全市をサービス網で覆

うととができたとき、 図季館は市民のものと念るととができるでしょう o 惜しくも亡〈君主っ

た畏友、 有山総氏は、そわ議:かを図書館行政ゎ経験を生かして 、 日野i' !i にかいて、図季館の

建物の宕い図書館として有名芳、 全市そサーピスできる自動車文庫~:.f，ill設し1ました。動〈図

書館であっても、動かをい図害館であっても現代図季館は、市民わ寸べての人の利用に供し

うるという目的 K 向かつて、 進んでゆかすければ左らないでしょう。

3 これからの図害館に 必要な条件

去る 8月 1 2 日、私の持ちK 持った国領分館が開館しをした。とわり、私の調布市にかけ

る図事館作D の第一歩であ kJ; をす。との開館式Uとは、調布各地iK 組織されている、読季グノレ

ープ、家庭文庫、親子読参会念どの代表のrti 民武交々な祝いの言葉を述べてくれました。

調布に私カえはじめて図季館を作ってから三年亡 との分館第 l 号がす挫したのです。来年

K なれば傑大寺ゃっつじク丘方面K も分館が誕生する予定・でナ。私以、との開館式で、代表

の市民の方k の喜びの声 Vて耳を傾けているとき、私の図事館{乍 D力、心から市民Vζ 支持され

ているととを感じまし fζ 。市民の刺用者の代表が多数祝ってくれる開館式とそ、市民 @:J!:館

の本当の姿であるとと?感じきし， L 図書室自作 kJ K 村、 たしかに金がかかD ます。保し、市

民の大多数の方が利用できるとすればよその費用は他とくらべて、決して高〈つくとは考え

られません。市の図書館を作って三年、図番館の職員も、よく困難な条件の中亡努力全認

ねてきたと思いまナ。「調布の図呑飴iv才母)~るい J [""戦員が一生懸命で 奉仕 している」そうい

う市民の声を聞きまーす。たしかK、 多 くの施設 è :l!~:宮走資料の存在は、 図書館作 kJ Kv 昔、 ま

ず欠くととのでき宏い絶対の条件です。それVてもj脅して大切な要素は、人であるととむ率、

は市民の声の中からみつけだします。

調布市位、財政合りには決して恵まれていず、図舎館に多くの費用をかける余裕はもって訟

タませパ...，図書館 K 全〈未経験な二人の図書係職員から出発した調布図書館カミ今日、多く

の市民K 支持さま入介館を生むととのできた主主で、 戦負が徹底的 K 市民に奉仕するという、

館長の方針の正しかったととが証明されています。私の市民図書館構想を具体化してゆく源

動力は、館の内外を問わず、市民の要求のあるととろ奉仕あ b としτ取 D組んでいる、調布

図書館の方針の中Uてあると考えるととができます。

国領分館の開館式のとき、 「調布図番館三年の歩み」と題して、官色員の自ら作った資料が

館内K 展示されてい吉した。その中 VC [""仕事とは創造である」という 言葉があタました。与

えられた枠の中だけで消極的K 仕事をしていて同発展りないという意味でした。 「図零飴創

b け明確な目的意識K 貰かれた、持続する意志K よってのみをされる」とも書いてあタまし

た。職員カミ市長である私の方針と意図とを正しく理解し~ 献身的K 努力してゆとうとする

姿勢を、 との中 K 読むととができました。 図書館の仕事は、相当専門的左仕事であタますか
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ら、との仕事K 生涯の使命を感じ、献身する職員を大切に して、仕事K 専念させると とが大

切であると感じました。

市長という仕事は、誠Uて多忙で、むづかしい仕事です。法律などいちいち読んでいる暇の

者い経営者です。然 t..... 分館開館を機に、私は昭和 2 5年 4 月 K 作られた図書館法とい う、

法律を読んでみました。僅か 2 9条のとの法律は、多〈のととを私K 教えま した。またよ く

じん念法律が作られたものだと思いました。 との法律は、戦後日本の民主主義の生んだ一つ

の秀れた成果であ.!?i1 しよう。戦後の民主化の嵐の時代K 、秀れた思想家と して、 国会図書

館創造K 情熱を賭けた中井正ーを思い出しま した。法律け条文だけであれば、絵K 函いた餅

です。とわ図書館法を実現t.....魂を入れる仕事とそ、私どもの仕事であるととを強 < I感じま

した。

図主書館とは何であるかという問いは、いつまでも私の心から消えないであ b ましょう。

最後Uζtl ピめて調布市立中央図書館を作るとき 、 設計の面で、 ~たプランの面で私K担a，

力された和設計の方kVC、 との紙面~借 b て御礼を申し上げたい と 思いすす。

国領分館の構想

館 長 萩原祥三

調布市で比三事:多市長の図書館構想を次の点に集約して言十商をたてた 。

(イ) 現代図書館は、学校教育と社会教育とを結びつけ、生涯教育を実現してゆ く、 市民

の自己教育の場である。

(吋 現代図事;館俗 、市民ゎ文イl; 的念欲求K 対して、社会補償機能を果たさねばなら念い。

付者間7化の急激な発展 K よって形成されている、調布市のよう念場合、図書館は市民

意識形成の場を提供で舎なけれは.ならない 。

(斗.子どもをとタまく教育環境をよくしてゆく仕事の中で 、図季館ゎ果す役割が大きい。

とのよう~課題は、 決して調布市だけのものでは念 〈、 どζの自治体にも共通するもので

あろう。現代図書館治、静態的な建物刺用だけに限らわず、すべての市民κ平等K 利用され

るためVては、従来の図書館活動吋七判の上K 立って、積徳的な奉仕活動を展開ナる必要があ

る。

図書館利用K 習熟していをい、広い市民層の存在は、図書館奉仕Uてとっ て大き杭閣があ ‘

る。然し、 図主書館利用の習慣をもたすい成人層治、図季館K 親 しんでゆ くζ とは容易ではな

ν'0 

調布市立中央図書館治、業務を開始 したのは、昭和 4 1年 6 月であ b、全 《図書館経験を

もた芳い二人の図事係と、 大部分を寄贈本K 仰ぐ状態から出発した。図書館の規模は、一切
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を含めて 1 8 0 坪、 ζのうち児藍室は 1 0 坪弱 V亡すぎ念い。 との程度の規模の図謬:館は 、本

館といえずいだけで左 〈、 分館の規模である。会議室すど行事に使用しうる部屋財一切をし

ただ 120 席の座席と書庫 f 車禁容能力 2 万〕と事務室があるだけである。

分館を作る構想は、当初から計画さオ1、市長論文K あるよう K 、 「買物能をさげてゆける

図書館」という、すべての市民が利用できる図書館作りを芳えた。との構想を実現してゆく

ための一番大台芳あい路け、地価の高騰である。プ足止え小さ合分館でも、建ベいE容を考える

と、相当高額1.'1:土地質を必要とする 。調布市の財政では企てもそんな余裕肘念い。そとで

市長が発想、したの防、保育園ゎ二階K 図書館を併設十るという、ユニーク念構想である。と

ういうクースけあま.!?~いのでL 議会でも色々問題点か背摘された。衛生管理や保育行政と

図害館行政の目的の相違すど、併設に伴う問題が論議された。開館されてみると、保育園の

母子が一所K 利用にみえk 夕、幼令児わ図季利用の認識が改められたb、利点も多〈出てい

る。すた建物ゎ入口を男IJVC するなど、構造上K 配慮すれば、併設構想、は、高地価の土地汗IJ 用

ぜ〉ーっと して、 高〈評価される面も見出される。

特K 設計上K 苦心を払ったのは、子ども室を広〈、 ゆっ〈り採る k いうとトであった。 と

れは、本館としての既設ゎ中央館札会議室一つ念〈、行事その世ト切の活動が自館で賄え

ないだけで左〈、児童室の狭さから、 児童の利用が非常;VC 窮屈である点を補うととを狙 った

ものでさうる。 4 4 年 3 月末の登録者数をみると、成人 5，7 4 7人K 対し児童 4，998 人、図

書の貸し出 し件数防、成人 4 0，2 8 7 入K 対し~ 児童 4 1，2 0 6人と成人を上回る。蔵書の

回転率討、成人 2，4 6 凪児童 9. 3 8 固と圧倒的 K 児童の矛l聞が高い。とれをもっても、い

かK 児童ゎ方が刺用κ対する反応が敏感であるかが判明寸る。すべての市民の矛IJ 用を心がけ

ても、 その効率は、成人と児童止ではか方i:.!?大き~差がある。との数字付、 図書書館児童室の

数字である汎家庭文底親子読事グノレーフ・への貸出 」 学級文庫への倒的加えれば、と

の利用はさ藍かに高 くなる。そζで分館t太子ども室を優先するよう陀設計した。更K 遇一回

は、 との子ども室K 沿いて、講演会の開催、読書相談、読みきかせ、ストーリーテリング、

紹芝居すどの行事ができあょう K して、本館Uては ft い室内の刺用を計画している。

深大寺へ予定されている分館も、新 し〈建設される保育園との併設で、その二階が図書館

と者るとと K なっている。 (註 との館肘単独館として開設された 〕

とのような過程をへて、現在考えられている計画と既設の分館の状況は次表叉防次図の通

b である。

既設を含めた現在の分館網設置計画表

既設分館なよび将来設置分館の配置位置図
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調布市 に おける図書館網
の形成とプラン 昭和 4 6 年 3 月 1日現在 (予定 )

第 5 分館 l第 6 分館
神代分館 (仮称) I (仮称)

第 8 分 館 |第

笠笠斗
9 分 館 !

(仮称 〕円 曳|中央館 | 国領分館

建設完成日 4 1. 3. 3 1 4 4. 3.3 1 
建設年月日及び

ニヰヲ

つつじク丘分館

4 5.3.2 8 4 6.2.2 8 4 6. 3.3 1 

乎門 ! キ円

1 7. 1 2 0 9. 1 2 0 
千円

3.7 7 4 

6225 1， 7 23 (借) 2 6 9. 8 

市有地 I 5 3. 1 0 0.0 0 0 借地

4 7. 3.3 1 

キ円

1 3.8 0 0 

千円

刊 1 8.0 0 0 
1 7.0 8 0 

上

一

設

階

一

併

の

一

国

筋

一

育

鉄

一

保

ー

ー

ー
建

一

品

同

一

引

一

単

砂

防

一

鉄

一

有

有

な し

14 0 

コンクリブロック

単

国領町 西つつじク丘
3 -1 2-1 4-23-6 

304 9 1 

司書 2 可季 2 

3 0.0 0 0 1 0.0 0 0 

有 有

有 有

"1.l し 有

6 0 を し

概

要 I~集会室

82 6.4 1.9 8 0 

4 8.3 3 1 

Lヱ立i
千円

2 2.5 2 5 

4 9.3.3 1 

(王室ユ
千円

2 3.5 7 5 

5 0.3 .3 1 

i 主主i
千円

2 4. 6 2 4 

5 1. 3.3 1 

..LI.亙 i
千円

2 6.1 0 2 

約 2 0 0 0 未未 未 未

未 未

未 未

未 未

入間町地区 佐須町地区

3 9 6 3 96 

司苦手 2 司書 2 

3 0，000 3 0.0 0 0 

有 有

有 有

有 有

60 60 

一一→

同

ω
勾

dpo
 Q

d 
auヲマ-

n'u
 

未
問
runu 

nu 
ハ
υnu 

n
H
V 

約
刊
百回

ω
n
H
u 

nu nu 
n
U 

A
峰。。

未 |

床

職

一般室

|座席数

備考

鉄筋平家 鉄筋の階上

単 保育園併設

深大寺町
2266--14 

21 8 

wつつじク丘
1 - 4 0- 2 

3 3 9 

司書 2 司書

3 0.0 0 0 
3 0.0 0 0 3 0.0 0 0 

有 有

鉄筋の階上 鉄筋の階上鉄筋の階上

保育園併設 保育園併設 保育園併設

イ山jll 緑ク丘
地区

上石原
3-34 

3 3 0 

染地地区

396 396 

司書 2 

有

60 

2 司書 司:書

を
4-17-5 

而 積 m 2 56 7 

員 人 館長 1 庶務 3
司書 5

蔵害能力倒 I 4 0.0 0 0 

2 

3 0.0 0 0 

2 

3 0.0 0 0 

_L-

4ヲ 有有

有 有 有
有 有

有
なし 有

60 
60 

説明 調布市面積 2 1 K m
2 、人口 160.000 、将来人口約 200.000 、人口 20.000

市の重要施策として、 将来計画になタ込み済み。

蔵書 2 0 0.0 0 0 冊位の閉開架を予定している。各館いずれも開架式、貸出し

特に土地購入費K ついて、いかK 財政を圧迫しているかK 注意して下さい。
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有

6 0 

当1分館、蔵書保証1. 5冊、約半径 lK
m

(IL 1館、既設館 6 館 (合 4 6年主主設) 、銭り 4 館は、

問題は本館建設であるが、 とれは計画されてい念いので、計画にな b とむ必要がある。

はフ・ラワン方式。
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丸は分館建設（既存館は斜線、白は将来計画） J，}館総I~( 

-30 ー - 31 ー



　もし昭和5 0年ヽまでにこの計画が実現するならぱ、調布市IC訟ける分館網は一応完成し、全

市民は自宅から徒歩で利用できる位置に図書館を屯つことになる。蔵書の方は予算の関係で急

速には充足でき方いが、次表のよ5 な計画にようて、逐次整備していくことになる。ただこれ

は一応の計画であって、現実には財政難にようて、これをずっと下廻る購入額しか予算が確保

できないのが現状である。
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0. 

.t. 

深
(A) 

大 (8) 

ーTふず- (0) 

第西 ω 
つ

つ

四 じ. (B) 

グ

丘 (。

第飛 凶

回 (B) 

五

給 (ω 

第 染
(A) 

(B) 

六地
(0) 

~ラr 凶

縁

ケ
(B) 

七丘
(0) 

第
(A) 

入

間 (B) 

^ 若
苦定 (。

年 度 月IJ 賎‘

f〆 11 

蔵書 累 計

調 布 市

東 尽 都

4 5 年度 4 6 年度 4 7 年度 4 8 年度

現 在 単価 860 円 単位 9 0 0 円 単1国 93 0 円

(6020) (3600) ( 372 0 ) 

7 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 

1 1 000 1 5 0 0 0 

( 6 0 20) (3600) ( 3 720 ) 

7 0 0 0 4 0 0 0 4 00 0 

1 1 0 0 0 1 5 000 

( 7 2 00) (3720 ) 

8 00 0 4 000 

1 2 0 0 0 

4 5 年度 4 6 年 度 4 7 年 度 4 8 年度

現 在 単価 8 6 0 円 単価 900 円 単価 9 3 0 円

( 7440) 
8 0 0 0 

" 、

入 冊 数 2 1 5 0 0 蒋 24 5 00 冊 2 950 0冊

令額 1 8.4 9 0 千円 2 20 50 平伺 2 74 3 5 平内

36.8 7 6 57376 7 9 876 106876 

標 財 源 9 9 24 5 乎肉 1 1 0 2 5 千円 1 3 7 1 7.5 千肉

補 助 金 924 E 1 1 025 J. 3 7 1 7. 5 

一応との表では第 8 分取までの中間的左ものである。

i 一一一ー

4 D 年度 5 0 年度
芸 達 目 標

単価 96。00〉0 円0リI単個 1 000 円

40001 4000 

( 4 8 0 ) ( 5 00 ) 

500 5 0 0 

j 900 0 2 3 000 3 0.0 00 冊

7 6.7% 
(3840) (4000) 

4 00 0 4 0 0 0 

( 4 8 0 ) ( 500 ) 

5 00 5 0 0 

3 0.0 0 0 冊

1 9 0 0 0 2 3 000 76.7% 

(3840) (4000 ) 

4 000 400 0 

( 5 0 0 ) 

500 

3 0.0 0 0冊

1 6 00 0 2 00 0 0 6 6.7% 

4 9 年度 5 0 年度

単価 960 円 単価 1 0 0 0 円
至遠目標

(3840) (4000) 
4 0 0 0 4 0 0 0 

3 0.0 0 0冊
1 2 0 0 0 1 6 0 0 0 5 3.3 % 

(9600) (4000) 
1000u . 4 00 0 

3 O. 0 0 0冊
1 400 0 4 6.7% 

(10000) 
10000 

3 0.0 0 0冊
10000 3 3.3 % 

37 2 5 0 再 4 1 7 5 0 再

3 5 760 千円 4 1 7 5 0 千円

36 0.0 0 0冊
j 39876 176876 

68.0% 

1 7 8 80 千円 2 0 8 7 5 平内 群補助金は

1 7 R 8 0 2 0 8 7 5 全金額のν2



4 図書館プランの実現過程

(1) 地方自治体と図書館

地方自治体の財政の貧困さは、いまさら言うまでもずい。特 K 最近市政施行の人口が 3

万程度K 引きさげられて、多くの市が族生しつつある沿えその財政的基盤は脆弱緩ま b な

いものである。市民K 必要念財務、守賄うためκは寧ろ広域の行政組織体が望まれるが、時

代逆行的*狭域市の出現は 、図書館の実現K とって決して好ましい条件とは念ら念いであ

ろう。

既K 述べたよ うに、都下 2 3 市のうち図書館のある市は僅かに 7 市を数うる K すぎない

カミその市のうちで図書館賞が市の財政規模κ占める割合をみる と次のよう VC* る。資料。

一寸古い治えとの事情材現時点でもさして変化してい念い い 寧ろ各市の財政は膨脹し

ているから比重政透かK 下落しているも のと思われる。

三 多 摩 に お け る当初 予 算 に 占 め る 図 書 館 費 の 割 合

昭和 4 3年度

時 ト ¥ 当初予算 額 (a) 図書館費 (ω 同 / (a) 

武蔵野市 2.6 6 7.2 0 0 千円 1 9.4 6 2 T 問 O. 7 3 % 

反J 市 3.3 7 5.9 6 0 2 2. 日 2 1 O. 6 7 

府 中 市 2.9 8 2.9 6 0 2 9.8 2 7 1. 00 

調 布 市 2.6 5 7.7 3 0 2 4.7 4 7 O. 9 3 

町 国 市 2.66 2. 1 1 0 7.9 1 5 0.30 

小金井 市 1.7 9 9.2 8 0 4.22 4 0.2 3 

日 野 市 1.9 1 1.0 3 0 2 6.3 1 4 1. 3 8 

当初予算の 1 % 前後の予算が三多摩地区の図書;館 Uて制D あてられているのが実情であ b、

最も多い日野市でも1. 3 8 % である。区部K ないてはとの比率は更K 下廻るととろが多いと

考えられる。それでも市立図書館をもち活動している市財良い方であって、大部分は市民奉

仕のための図書館を欠いているのが実情である。

との原因は僚h あろう治人図書館K 対する行政需要は公立の中小学校などの義務設置とち

がい、任意設置であるため、行政体の側から、貧困な財政を侵 してまで図書館を設置すると

とろは少ない。また図苓:館の行政需要は市民の知的生活 K 深いかかわ bがあるとはいえ、水

道、下水L 道路*E のような日常生活の面から仇第 2 次的念ものとみられ易い。特K 、日

本の風土的伝統からいつでも、知的需要を優先するという発想は生まれV亡くい。

戦後社会教育法か施行され、つづいて図書館法も施行された久社会教育法が細部な条項

-36 一

まで規定 L.. 公民館活動を軸止して、社会教育行政の主体と*って進められてきたのに対し

図書館りその歴史の古さ Uてもかかわらず、社会教育の概念K 包摂されると): 1モ〈、アウトサ

イダーの位置になかれ、 独自の歩みを左してきた。各市町村K 社会教育法K 基いて、社会教

育実施の機関が例外者〈設置され、行政体系としては、文部省一各都道府県ーー ピ.!J町

村という系統立った也実家の下K 運営されてきたのに対」図書館は戦前設置された非;r 'A 的

な実体汎そのまま社会教育の一分校、として、教育委員会の管轄下K なかれた止付いえ、一

貫した行政組織をもって運営ぎれて来念かった。とれは必ずしも短所とのみ言い難〈、日本

の如き官僚統制の強い伝統を有する函家議びK 行政機構の下では、図書館カT官僚統制ゎ枠外

K なかれてきたととをも意味寸る。しかし他方、図書館の発達も遅らせた事実を見逃すとと

はできない。日本のようす官僚機構K ないては、地方自治体の財政の貧困は、補助金や交付

金左どの上部機関から再外配される財源κ依存するととが多しその卒業もとわパイプなし

に付容易K 発展 しえないのである。との補助というパイプを通じて統制が可能かつ容易忙な

るのであるか弘財政の貧困な地方自治体は呼び水である袖助体制をもっとと念しにtt 、白

ら住民の要求K容易にとたえうる能力を欠如しているともいえる。

図季館がとのように戦後社会教育活動のアウトサイダーとして置かれてきた現実も、社会

の急激を変化と共K 徐 kVC 変タつつるるカえさりとて、自治体の財政の貧困さは依然、として

変っているわけではな く、 住民の要求があっても、直ちK 図書館を設置する ζとに踏み切る

よう左自治体は少ないのが現状である。

とれは地方自治体の体質K 内をする補助金対象外の施設はあと姐し』てするという、伝統的

念行政のあ夕方だけK 原因を帰してしまうとと財、物事グ〉一面しかみtr いというそしb を免

れ難いであろう。所詮自治体の体質を形成するもの院、その構成員である、 自治体住民の意

執体質の反映であるか 弘 自治の思想の火如してきた風土的左環境の下で比まず自治思

想、の培養からはじめなければ授ら念い菌をも っている。最近自然発生的な形で、各種の公警

に対する住民の地域的念運動が起とっている札との側面は、 自治意識の芽生え とと るとと

も可能である。行政は現行法の下では一穫の信託行為である。法の精神も素直に解釈すれば

形式論理的K は、住民の決議による間接的方法K よる信託方式である。しか しへ 組織論的に

みると、法の形式面はそうでるっても、実体は一種の白紙委'任の ような面が少念くない。自

治とは、投票形式という方法を通過した間蜘~~Se 1 f-C ont r ol であろ う久 歴史的

な長い歩みの中から、治するものの下K 被治者あb とい う、反自治的左体質が自治体を侵し

てきている。近代国家は極めて複雑であ D、行政K 限らず、すべて社会行為K 専門化を必凄

とするから、行政行為の中で、住民の信託行為が住民の自治の実体をそ左える、 C h e c k 

a n d b'a 1 a n C e の保障が必要 と*る 。 ζれは現実K は困難念事情もあるので、ー穫の統

制的な支配原理が作動 してしまうとと K も念る。

公害問題のよ うに住民が日常生活の過程の中で、 直接関与するような払閣は、invi si b le 

守，
Z
J 



念行政行為などとちがって、 V i s b 1 e であるため、住民運動という形で直接的な自治行

為の側面カ額れてくるのである。

しかし、図書館設置のような払晦K ついては、仲々公害問題のよう K、住民の直接要求が

行政行為となって結実し難い面をもっている。 しかいとわからの社会を考える と、 婚h 巨

大化するマス ・y ーナイエティ ーの中で、 なびただしい情報を受け入れ、それを処理していかなけ

れば宏ら宕〈芳る必要度カえ個人の生活の中 K 浸透してき ている。図書館ほ、住民f'L e って

第 2 次的な要求ではなく念った時代が訪れているといえよう。

(2) 調布図害館の歩み

調布市立図書館中央館が開館 して、第一の分館である国領分館が誕生したのは、昭和 4 4 

年 8月 1 4 日である。中央館の開館俗、昭和 4 1年 6 月であるから、第ーの分館が開館 した

のは、図事館が生れてから約 3 年目である。建設は前年度の昭和 4 3年度から行なわれてい

るから、比較的早い機会K 分館網形成の方向か;fJち出さ九 2年経過した年には、 ほほ調布

市になける図書館活動治人分館網という形で実現をみた ζ とK 在る。既K 述べたよ うに地

方自治体f'L i;.ける図書館建設は決して容易なととではない。調布市が決 して富裕市でもなけ

ればゆと Dがあるわけではない。それは市政施行以来十年目で、 ょうやく分館程度の規模の

現在の中央鎗カ濯設されたととκ徴 しでも判明するととでるん而もとの場合建設の規模は

僅かf'L 170 坪 ( 5 66 m 2 ) 程度で、文部省の補助金 18 0 万円を仰いで建設されfそので

ある。当時の人口ば 1 3万程度であった治、図書館の規模とすれば本格的念図書館機能を具

え事人口 K 見合うものとしては、極めて貧弱であっ1< 0 調布市の財政事情からすれはとの

程度ら図書館でも大き念前進であったといえよう。然し図警鐘の活動内容は必ずしも建築規

模K 結比例し左い。もし建物や設備は充分でなくても、その活動の方向としては、圭富な人

員を擁すれば匂.自動車文成の活用など K よって、 か友 D 高度の活動が可能である。然 し、 調

布の図番館活動が、自動車文庫を主体として充分な人員を始めから擁して出発した日野市の

場合などと本知9f'L透っていたのは 、配属された職員の構成をみれば明らかである。fi! Pち未

経験~有資格者 l :名、事務助手という身分の職員 1 名の言十 2 名が奉仕を担当 い あと用務員

i 名、庶務 l 名、館長は兼任の計4 名K よって出発 したのである。這紋の事情け、市長名κ

よる論文の引用などK よって著干伺い知るととができる治人 分館建設に向刷、 図書館プラン

を作成いその実現にと b かかったのは、昭和 4 2年度の活動である。昭和 4 1年度は開館

が G 月であ D、税負 4 名では、殆んど開館 して貸出し活動をするだけに終始せざるをえ雰か

った。昭和 42 年度 K 沿いて位、専任館長も決定 し内 職員が 4 月よ i'> 1 名、 9月 よT 1 名、

計 2 名増員された事情もあD、やや奉仕活動K 余裕を見出 し、 館外活動を勢力的K 手がけた。

一臼のみの活動では図舎館利用者は限度があるので、図書館の潜在的利用者K 積極的κ的き

かけるためlに読 寺 会、講演会などを実施した。特K 子ども の読書活動K ついて、 母親の強

- 3 8一

い関心があゐ ととをキヤツ千 」 昭和 4 4 年 3 月、 3 回K亘 b、「 子どもの本の選びかた与

えかたの講座」を実施 した。 との講座は調布図書館が日本子どもの本研究会と共催 L.. 白木

児童文学者協会ー読書推進運動協議会念どの後援をえて、 約 8 00 名の地減の人k を集めて

行念われた。市内の公立保育園の保母の協力を得て、 託児所を設置 し、 との穏の催 しものと

しては、調布市では空前の成功そ収めた。市長カヰ失拶し1<久市長の行政感覚は鋭く 、図書

館行政の本質を捉えたのは、実にとの催しであった。前記市長の図書館構想K もあるよう K

図書館の設置は、近代都市f'L台い ては必需物であ b、財務、の有無K かかわらす二 何等かの方

法K よって、市民 K 図書館を届けなければ六らずいという決断がされたのである。

たしかK 地方財政の貧困討、図書館設置の最大の敵であろう。 もし財源の余裕があれば図

書館を設置するととに強いて反対する為政者は念いであろう。他方財務、難を推してまで、図

書館を設置するほど図書館行政に深い理解を示す為政者も同時に少ないであろう。地方自?合

体の為政者K が舗をう方:がす要因は 、 しっかb した図主書館フ・ラン、実施可能の計画を作るだ

けでは不充分であ D、為政者K 図書館建設を決意させる要因の介在が必要であろう。それは

一穫の住民運動のような形式をとる市民の要求の結集であろう。調布の分館建設は、市民の

要求のあるととろを明察した市長む決断と、 とのような市民の根強い運動の結合から生れた

ともいえるの同時K その間K 介在して、図書館思想を市民のものとする活動を媒介した図書

館活動の存在も重要な要因と してあげなければすら左いれ

以下、 当時の館幸置によって、 次h と生れた介館の誕生の様子を記録してなとう。

調布の図書館活動の一里塚

一一一一一国領分館建設の意味一一一 一

調布に中央図書館が開設されてからニグ年余.!?f'Lす b ますカにその利用度の延びK は、 び っ

くJ;J:させられま寸 。

渇 した明日侯K 水が通るように、 どくど くと図書館利用が市民の聞にひろがっているよ うに思

われます。私共は毎日仕事を通じて、 どのよ うな動きを捉えま寸治主他方とのよう宏図書館に

対する渇望をいやす陀け、 まだまだ努力が足D をいととも感じます。

図害館活動の基本的念条件は、人 と施設です。人間も大切です杭施設も欠 くととのでき.，.い

い要素です。 遠隔地の施設にはど うしても足が遠 〈念b ます。そのため現代の図書館活動f'L(rネ

ネットサー ビス(施設をいつ宅ほい作 って網のよ う念奉仕体制を とると と〕 が欠かぜ念いのです。

読みたい本が手許κあれば自然に開言ますしへ 調べどとも、億劫がらずK するよ うに宏タます。

文化的欲求の満足は、 食欲などとちがって、 放。ヲてなけt工 沈静してしまう商をもっています。
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本当は、 ζのととが怖ろしいのです。反面、文化的欲求はーたび燃えさかると、いつまでも火

が消えずK 燃えつづけ昔寸。との火をたやさないよう K するとと治主文化活動の意義であると

い うのです。図書舘活動VCtt スタンドプレーは禁物ですいまた無意味です。

いつまでも変わら品地道な奉仕活動の持続と積み上げによって、 市民の方h の生活の中K 文

化を蓄えてゆくととが仕事です。施設などK 決して大き念もψ政必要老いのです。一つ中央に

会議室や各種の施設をもったセンターがあれば、 あとはむしろ市の各地域に、小さぐても手近

κ利用できる施設を作ってゆくととが大切 fr ととです。

幸いK して、国領の駅の近 OC 、分館を建設するととκなb、目下建設が街ヲ中です。

ζの建設院本多市長の発想K よって即決されました。図書館の建設プランでは、柴崎付近と

予定されていま寸治、敷地の入手難余どから、やや西K 寄 b ま寸治主新設され足、保育園の階上

を図呑鎮の分館に寸るにとができ 7きした。

夜、共はとの主主設の意味を非常K 大事いと考えます。それ村、調布の図書館活動カえ との建設

κよって一歩大き〈前進することを意味すると思うからです。勿論図書館活動は無限のひろが

りをも弘 とれでよいという ζ とはあ D ません。然、L.-分館網ゎ設置という第一石が置かれた

ととの意義は、いくら高〈評価しでも、 し過ぎふというととは念いと思います。私共は、まだ

まだ未開拓分野の多 W 主主国の図書館活動の建設のモデノレを作る意気込みで、一層の努力をして

ゆきたいと考えます。

児童文学研究講座を開きます

子どもはどんな本を求めているか

「読書」それは創造力の泉であり、知的な人間形成の源であ b 昔す。読書をすると止は容易

ではあタ昔せんがとの苦しみを乗b越えた時、読書:の喜ひ・を知 b、その人の読書ブJぽ磨滅する

ととわすい大きな財産として蓄積され、爾後の読書への火す燃やしつづけるでしょうハ

人聞け千差万男11.読撃の時期、動機肘必ずしも一定ではあり吉乎ん札幼児、児童わうちか

ら読書:力を養念つてないた fr ら...・ H ・..………。

子どもの読害について日頃からか悩みのなf迭さん方のか役侭立てたらと、日本守どもの本研

究会、日本児童文学者協会の先生方を招き、次のように『子どもの本の選び方与え方講座』を

3 回K 分けて開きをす。ぜひ多数の方が参加されあょう、なきちいたします。

合参加費 1 回 100 円

女 託児所も設け、な母さん方が安心して講座K 参加できるようにしました。

念事¥詳しくは 、図ミ書館へなたずねください。

N 

内 F廿世，

講 師と き

来栖栖良夫民 話 と ネf~ 話
(児童文学者・作家)第 1 回

3 月 1 日
代 回 昇子どもに与えたい本
f 児童図書研究家〕P . M. 

1 3 0  
与 国 型民本の書き手の立場から
(児童文学者。 作家 〕

信鳥越子どもの本の移 D 変 D
(児童文学評論家)第 2 回

3 月 1 日
滝 井 ν3 ち子どもの読書 会

(小学校教諭〕P. M. 

1 3 0 山 花 有日 子読 み き か せ
( 図事;館 f隊員)

吉田 足 日児 重文学の評価
(児童文学者・作家)

第 3 回

パネノレディ・スカツシヨン
渋那須谷清田視稔3 月 1 5 臼

子どもの学力と読書 その他
P. M. 

奥 中日 I持、1 : 3 0 児童文学の紹介
(小 学校教諭〕

国領 分館平面図

+t 1"1. 

i
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|
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|

児恵三主

倉 | 雌コーナー
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※ 会場は毎回公民館 ホールです。
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つつじケ丘分館の開館

調布市立図書館長

～ 一 館長の悩みと喜 び～
萩原祥三

調布市の図書館の二番目の分館治主去る 7 月 2 0 目、 つつじク丘の団地内 K 誕生した。調布

市では、全市民κ平等K 奉仕するととを目指 して、 市内の各地U亡、小さな分館を建設 していく

計画を進めている。最初の分館は、国領分館と して保育陸lの二階V亡、昨年の 8月K 開館 した。

入館統計をみると、副領付近の利用度防、急、激に高まって、今までの上布田、下布団付近が

ピークであった市民の利用曲線は、国領町付近をピー クにする形に変わ った。

つつじク丘分館が開館して、 8 日間たった入館、貸出し統計をみると、その利用の密度は従

来とは比較Vてなら念いほど高い。 8 日聞の入館者は、 1 74 8 人で、貸出した本は、 1 5 2 8 

冊 K 上る。一日平均 2 20 人の入館で、貸出しは、 191 冊κ上る。登録人員は、 8 0 2 人で

ある。館の規模はどく小さく、 7坪の和室を除くと、 2 0坪の書庫、 カウンタ一、洗面所一切

を含む、 ミニ図書館である。閲覧場所も机一つあるき D で、蔵書能力もせいぜい 5 千冊程度で

ある。予算がないので. 蔵舎は、 1 9 1 1冊の購入図書と寄贈 64 9冊で開館した。とのうち、

子どもの本が約千冊である。入館者の 8 割は子どもである。従って、千冊の子どもの本は焼石

VC7J くであって、開館努頭、 わっと押 し寄せた子どもの群で、書庫tt 空つぼに在った。との刑周

密度の高さは、 2千戸の団地内の図書館であるとと、即ち図季館から歩いてせいぜい 5分位の

距騰に集団居そ主 しているζ と比当然、利用度の高さを予想さぜる。しかしそれだけが原因では

ない。との図書館ができよるまでの団地内の読書グループ活動の力を見逃すととはできない。

何とか して図書館がほしいという声は、当初は、電車図書館でも という運動からはじまった。

2 年前の日野市の電車図書館の見学、その後の親子読書グループによる読書活動。個人の家を

開放 した、 子どもたちのための家庭文庫活動。婦人学級グループによる、子どもの本の研究活

払 I さんという地道念奉仕者K よる、階段読書会の組綾活動など、実K 様々 な市民の読書活

動が背景をな してき た。 ローマは十日 K して成らず、何かの社会現象を分析すれば、 必ずそと

には因果の連鎖が発見でき、たとえ荷守錯誤の果てであっても、一つの結論K 至るまでには、

苦しい道程があ夕、逮動があり、矛盾や障害をの D とえて進弘 エネノレギーの蓄積が発見され

る。

との小さな図書館が開館して臼ならず二 番庫の本が底をつき、 それでもなな、 来館者が絶え

君主い背後K は、 とのような、読書への潜在的欲求を顕在化」具体化い それを図書館 という

形に結晶させよ うとする、市民活動があったζ とは銘記されてよいととでは左かろう治、私た

ちは、 ととK 一つの教訓を得る。 持続する意志K よっ て、目標へ飽 くとと念〈接近していく模
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索、それカ唯:事というものの中味であるととを。矛盾や苦悩はまだ山積している。 2 千戸、 1 

万人近い住民の中 Uては、 まだ図書館の誕生寸ら知ら方1/>人もいよう。寸べてわ人が知的欲求を

もっているとは限ら念い。それにもかかわらず、図季館が存在するという意味防、寸べての人

の知的活動を刺戟すると ξでなければすら方い。 日本の社会では、まだ図主主鎗(r.tもの珍らしい

存在ですらるる。 まして、 図書館員弘知的媒介者と認めてくれる人け、 アシな稀有であろう。

とわ図書館政、私の無能から、設計に幾多の難点をもっている。職員(T)休養場所が芳い。構

造が悪いためr室内K 熱がともる。 8 月の円中Uて、季庫け 4 0 度を超える暑さを記録する。奉

仕人員K 余裕け芳加。誰 K ζの館Uて行って貰うかUてついて、幾日も悩んだ。い〈ら私が、図季

館人としての使命観を鼓舞 しで も、所詮それは口頭禅でしか会い。図書館職員は特別の人では

ない。当D前の人である。悪条件K 進んで飛びとむととを強制りでき宏い。

「るそと防暑〈て」という館員の声を聞けば、私は自分が責められていふと感ずる。矛盾は

改善し茨ければ君子ら -t.r い。しかい急場vo土間に合わ~い。それでも、 職員の人は黙々として、

との条件 K 耐えて、奉仕をつづけてくれている。夜、は深〈顕を垂れるのみである。入手の少な

いとき、団地のグループの人たちが手伝いに来てくれている。私は、そと Uにとわ小さ1.i:図書

館の誕生きでUてかけられて告た、多くの人 k の願いを発見する。図書館と市民との連帯である。

子どもたち信書庫を廻り、本を授す。大人も夕方K 念れば子どもと一緒 K 現わわる。忙 しい

舗を縫って、あふ館料。芋み?かせすら寸る。私は心中驚糾感謝で ζの光景苓わめ、

深く心K 何かを刻む。途はあるわだ。どんT. VC 困難にみえようとも、その問題をたじろぐと止

なく凝視すれ l式薄明の左か K 、何かがほの見えて くる。それが仕事というもの友のだ。図害

飽奉仕という仕事は徹頭徹尾実践である。困難とみえる条件の中を勇敢W 突き進む職男児教え

られ、 小さな図季館の誕生を心から喜ぶ刺舟者の顔、 子どもたちのわが家の如き刺用の姿K 触

れて、 私は失いかけた自信をとり戻L-. 自戒する。透か在る途を望みて、中途K て志挫ける と

と勿れと。

(3) 　　　　　　図書館活動と市民運動

図書館活動 と市民運動とは直接には結びつくと財限ら宏い。市民運動K よって図季館が誕

生するという必然性もない。 ただと ζで特に図書館活動と市民運動という一つのテーマで報

告 したいのはお本の文化的状況を背景K ないて、図書館の社会的存在意義を問いつめていっ

た止弘 我々 り何K 突き当るか、その突き当たったFJ 唱意識の分析K 即して、市民運動と図書

館のかかわ b を考えてみたいのである。

市民運動は様止な形態があ D、ま たその対象とする問題も千差万別であ夕、その運動形態

も多様である。しかし~ 市民運動を一貫 しておiもれているものは市民の自発的意志の結集と

いう点であろう。ある小集団の共通目的、共通用躍に結集した運動の一期句な形態武市民

運動の一般的念姿でるゐう。従って目的が貫徹きれれば組織も消滅する。逆κ矛1屠目的がー
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致すれば行動もし易い。それが永続的念もので念〈、他の組織体のように長期的実現目標を

もって運動いその運動の側面が「組織化」又は「組織の拡大化 J I'L台かれ ているのと防、

少なくとも現状では様相を異K する。然しとの市民運動のもつ質的側面は、それでは一時句

( Tempora ry) であって、非永糊句であ久社会の変化K 一時的な影響しか与ええな

いかといえば、 それほど簡単K はきめられ 3をい社会現象であろう。その点の証言者として、

ハーパード大学の有名念ガノレプレイス教授の考え方をあげるととができょう。ガノレプレイス

教授は名著「豊か念る社会」ゎ著者としてそわ考え方は一般の方k 忘通じていあ止思われる。

また現代の産業社会わ分析に鋭いメスをあてている学者である。ガノレフ.v イスは、現代社会

。支配原理を競争を通じて実現する社会では念〈、一群の産業官僚の支配する社会であると

二規定し、社会で生産されて供給される商品は需要者側の妥求で事まるの-c;ば合〈 、供給者で

ある巨大fr 産業群の支配K 任されているとみ為。とれを千エツク寸 7，一つの有力オ方法正し

て、市民運動をあげている。市民がとういう現代社会のメカニズム K ついて知夕、 自介たち

の真K 求める社会を実現寸るために一群の建築官僚の支配寸る原理の支配を修.正していく

のが、市民運動の有力念機能であると主張している。公害問題付、p とのよう念現代社会の矛

盾が鋭く露呈したものとして捉えられ、 日本I'L j:，~いても、 人間わ生存φ条件 ξ産業官僚支配

の原理との矛盾点各地に公害言聡を起こしたり、反対住民運動を起こし刀、ることは大一事念社4

会の転換期が来ているととを示している。思想的 K 公害訴訟などの論証をみる人被害を受

ける側が一方的考弱者の立場K 立たされているために挙証責任は、状況証拠K よって、被

害源、の存在が認定されれば足 b るといっている点など注意すべき大きな変化とみられる。と

のようを社会わ大きな変化、企業の存在のあり方よ人聞社会の構造への反省念ど思想的な問

活力堤起きれている。それに増して重要をとと広行政のあ b方K 鋭い批判がなげられてい

る点である。

行政財企業や個人の行動のいかんにかかわらず、社会的矛盾、 社会的摩擦の調停者、その

矛盾を未然K 防止するととの可能な組織体としての機能を負わされている筈である。もし行

政治、社会の大きな変草期K 際して、その社会的機能を充分に発揮しえなければ、 その存在

価値が問われるであろう。

図書館は情報蒐集、情報提供の媒体と して、 変革期の市民の婆求K 充分とたえうる能力を

もたすければなら合い。図書館が市民の要求する資料を提供Lえ却ナればその存在意義はなく

なるであろう。個人はいや応含 〈、との変化する社会へ適応して 自ら生存の条件を作b出さ

なければ念らないのである。 図季館の欠如は、正 しくとの意味では「知的公害」ともいいう

るであろう。

住民が図書館の設置を求めて逮動する ζ とは、一つの現代の社会状況に適応 しようとする

本能的行動ともいえる。との運動は、ガルプレイス@いうととろの市民運 動 といえるであろ

う。図書館を設置いそのサーピスを市民のものとしていく行動を援助するとともまた図
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書館 Uて課せられたる使命といいうる。

5 社会教育 と図書館

， 日本になける図書館の歴史はか~kJ古〈遡るカミ近代社会以降を考えても、 図書館はか~

b 早い時期に出現している。新体詩の創始者ーといわれる湯浅半月カミ欧米に図書館学者?研究

に留学L たのは明治3 5 年であり、その遠因は、父湯浅治郎の明治 5 生f.安中I'LjJ lj 設した簡易

図書館、 「便覧会 J I'Lあるといえよう。東京都 K 最初の図書館がつくられたのり明治 20 年

である。「明治二十年 (188 -7) 、千代田図苓館の前身である大日本教育会附属書籍館治人

当時神田一ツ橋通町K 創立されてから、治八十年にあたる。との期間に設置者、館名、位

置1，i:ど何回かの変遷をへて、今日 K至った。との書籍鎗は、 明治~'( ;J-ってから 、東京K つく

られた当時の用語でいえば「通俗」の現在の言葉でいえば社会教育を目的とした最初の図

書館であった。」と『千代田図書館八十年史』ば述べている。

日本になける社会教育 K 関する一般的規定が文部省の官制の中 K 登場するの討、明治 1 9 

年 2 月 ( 1 8 8 6 年)の文部省官街 lj l'(けじまる。宮坂広作著「近代日本社会教育政策史」は

次のよう K 述べていふ。『社会教育K 関する一般的規定が女主目省の官;続中K 登場したの除、

1 88 6年(明治 1 9年)二月の文部省官制に学務局第三課の所管する事務事項として 、

師範学校 ・小学校・幼稚園と念らんで「通俗教育ニ関ス Jレ事務 Jが掲げられたとき K 始まる。

「通俗教育」というととばで意味されたものが何であったかはきだかでは余い治主同官制で

は寄籍館。博物館を教育会・学術会。専門学校などととも!モ学務局第四課の所管として;1;' .!J、

通俗教育という官庁語の概念財図書館・博物館持どの社会教育施設を含むもわでは授かった

と考えられる』むとれによれは図書館は所間「通俗教育」の範時には含まれていをかっ

fι 。その後の図書館の発達史を徴すれば.所詩文部省の通俗教育という内容防 、後K 社会教

育的主ゃう概念に発展していくものと思われる治、図書館がその主流K 枕位置寸るとと肘す

かったととは明らかである。

日本の図書館の源流財勿論か今り古い時代V亡遡る治人キリスト教固にあって中世の修道院

が秀れた文芸館の機能を呆じてきたように江戸時代1'L('i各器の潜校とその「書籍預」の場

所が図書館の役割を呆してき ている。金沢文庫の例などはあlヴゐまでもかいであろう o いま

一例として青森県の「図悉館運動史 Jから引用してみよう。『青森県にかける落政時代の文

庫は、それぞれの藩情K 即した学聞を奨励して診け ιれたもの亡青森県Uてないては寛文九

年 ( 1 6 6 9年)1'(八戸藩主南部直政千二代〕が、落土道中を主体 K 文武を奨励して藩内に

設立 した「弘観舎」が公共図書館の源泉である。 ( 同書 2 0 頁) Jと述べている。 しかい

とのよう K 各藩に族生した図書館。武士階級即ち幕落体制下の支配階級=藩官僚の学問のた

めに設けられたものであってよ一般κ公開される近代図書館とは性格が異なっている。もし

とのような各地の図書館がそのまま近代化と歩みを共にして、民衆のものとして公開されて
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発達していれは今日の図書館の現状は全〈面白を異にしていたであろう。 し か い 先 に述

べ女ように明治の学制改革によってまずL とタあげられたのは学校教育中心の上からの教

育体制であ夕、通俗教育 z 民衆教化の手段として、その後発展していく社会教育の分野ttL ;b~ 

いても、学校教育の延長としての、教イヒが主要な目的であ久国民の自発的念自己教育の要

求 K 基礎を訟くととるの社会教育の発展の方向討、 日本の国家主義的教育観支配の巨大な波

にのまれて発達をさまたげられてきた。

図書館の歴史は古いにもかかわらず、通俗教育や社会教育の中K 正当K 位置づけられると

ともプ干しまた社会教育という極めて広い範囲の教育体系の中κ組みとまれるとと左〈、社

会教育の傍流として細々とその存在を保ってきたといえる。との近代社会になける崎形的な

社会教育のあ D方と図書手館の衰弱 した成長過程は、今日の巨大な情報社会の中でも、その病

痕を深〈止めている。社会教育と図書館とは、全く系統を異K する異根の生物の如く、互κ

扶助協力の体制をとるとと宏〈、各椴闘の内部の間K ないても、些細な見解の相異、歴史的

系譜の異をとって、社会教育の進歩をさまたげている事実がまだ克服されていない治主奉仕

する手段、奉仕の対象はらがっても、同じ社会教育の範鴎K ある奉仕機関が互κ協力してい

くζ とはt極めて重要左段階を迎えているといえよう。既に明治時代わ終.lJttL、図書館界の先

覚は、 とうした事実K ついて鋭い指摘をしている。明、治 4 1 年 2 月 2 5 日発干Il 図書館雑誌、

第 2号 K な凶て、田中稲城氏は「普通図書館と普通教育の効果附試験制度」と題する論考の

中で次のよう K 述べている。

「高等図書館の研究家の為K 必要なるは何人と殆も異論すき所なれど、普通図書館の一般

公衆の為に必要なるは、近来稀世;人の注意を惹起したるK も拘わらず、猶都宮sttL於て実際其

設立を見る ζ と甚だ多からざるは遺憾K 堪へざるなれ蓋し今の教育とけ単に学校教育のみ

を意味せらる者K して、官民共K 学校の建築設備に汲h とい其費用も亦頗る巨額K 達し、

地方経済上自ら図書館設立を顧るttL j皇あらざるは勢の免がれざる所芳らん。来 して然らは

此際普通図書館の必要は学校K 譲らず、特[1(普通教育の効果を顕著左らしむるttL於て必須の

機関たるととを疾呼い官民の注意を喚起するけ決して無用の事K 非るべし J (図書館雑誌

合冊号 9 5頁〕

ζ とで高等図書館と呼ばれているのは、今日の専門図書館の謂であ久普通図書館とは公

共図書館を称していると とは勿論である。ちなみに 当時日本の図書館の数は誠に徴h たる

ものであ久図書館雑誌創刊号K 記載されている、明治 3 9 年 1 月 3 1 日現在の文部省調査

による、全国図書館一覧表K よれば. 官公私立を合わせて、全国 1 7 0 館 U亡すぎをい。而も

とのうち K は大学図書館をども含まれているから、公立図書館の数は緩めて少なかった。そ

れK しでも、明治末K 、公立図書館の任務を学校教育K 劣らず重視し~ 教育的機能の社会的

意味を鋭〈指摘 しているととは注目 K 価する。

その後、図書館はその物質的側面の発展をも充分なしてとなかった治え同時K 秀れた図書
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館人の教育をも怠ってきたといえる。時K 秀れた先覚が出て、とのように警鐘を鳴らしでも

その裾野はせをし社会教育とい う分野で充分その市民権を主張い根を張る勢力が形成さ

れてきたと防いえない。 ζζで図書館の機能を述べるととは蛇足に類ナる。むしろ、過去の

社会教育の流れのなかK なける図書館の歩み、その位置を充分反省批判するとと K よって、

新しい社会K 適正、 した図書館像を創っていかなければなら左いであろう。

6 統計よ b みた活動内容

昭和 4 1年 6 月よ b開館して昭和 4 5 年度まで 4 年 1 0 ヶ月の間 K 会ける、図書館赤IJ 用

の推移ttL ついだ比較する と以下のようにをる。

(司 刑用者の延び

表 2 によって、5ヶ年聞の利用者の延びをみると、成人 W ないで昭和 d 1年度を 100 と

すると昭和 4 5年度は 3 6 7 で3 倍半強の利用者を数える。とれは、昭和 4 4 年 K 国領分

鉱昭和 4 5年度K つつじク丘分館が開設したとと K もよる久調布市の図書館刺用札

かな D一般市民の聞に普及してきたとみるととができる。特に児童Uてないては実に 7 倍の

延びを示しているととは注目さるべき現象といえる。調布市の図書館活動の重点が児童奉

仕κ置かれているととにもよるカ人図書利用の目的が図害館活動の本旨であるととを考え

ると、子どもの図書館利用は、専ら図書撃の借b 出い 又は閲覧κあるととは明らかであ D

その効率は極めて高い。

読書行為は、知的営為念のでL テレビその他のあそびともちがって、かな D持続した意

志、力と注意力の集中と、知的興味を必要とする。その意味で子どもの読書がのびていると

とは今後共努力すべき方向を示している。

(b) 貸出登録の状況

貸出登録率ぽ図書館活動の重要なバロメーターであ久昭和 4 1年を基準として、年々

増加を示L-...昭和 4 5年度で 1 3.1 %を記録している。全市民の 1 ~ ・%が登録していると

とになるカミ人口も少しづっ増加しているので、貸出登録の実質的をのびカにかなタはっ

きD示されているわけである。勿論ζの程度の登録率は決して高いとはいえ老い。ととに

分館網を整備して、誌でもその居住地の近傍の図書館κ本を借D にいける条件を整えるこ

とカミ現代図書館活動の基本的条件止念ることは明らかである。ととでも注g すべき t太

児童の延び率であ b、 4 1年度K 比較すると、 6. 6倍の登録を示している。

読さが一種の知的習慣であ久子どもの時代K 読苓習慣を養つてなくほかK 比読書へ

の習慣づけの方法がない ζ とを思えば、子どもの登録ののびも注目されてよい現象であろ

うa 恐らく分館網の整備K 伴凶、 子どもの登録率ば、慈かttL高まっていくものと思われる 。

(c) 貸出数の推移

貸出数も利用者数、登録数ttL比例して伸長しているが調布図書館の現在の最も大きな活
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動上の欠点は、蔵舎の不足である。書庫の蔵書能力の乏しき ζと、蔵書の少ないとと、図

季購入費の極めて貧弱念ととをど、様々な原因(t C よD中央館、分館を通じて市民の読書意

欲をかきたてる魅力K 乏しい。図書館の魅力は何といっても豊か校新鮮な政舎にあるとと

は論を侯たをいカえその点調布図書館の大き念欠点といえあ。しかい ζのような欠陥K

もかかわら式貸出し率も着実K 延びている。延び率にがいて、成人で昭和 4 1年度の 6.5

倍、見主主K かいては 1 7.6 倍を記録している。また一人当タの利用冊数についてものびて

いる治、既K のぺえよう K 成人の場合には蔵書内容κも問題があるので横這いを示してい

る久児童は、着実κ利用をのばい 1 人当タ年間 8.1 冊となっている。

(司蔵書数の推移

蔵書は予算その他の制約から、年度未蔵省:数札中央館、分館二つ併せて約 4 万冊を数

えるK すぎない。廃棄などはできるだけ制限し全がら必要最小限に止めている力三歳舎の

数は極めて僅少であ D、市民 l 人当.9 D 冊数は Q. 2 7 備にすぎ1.'>い。少くとも市民 1 人当.!J 1 

.9 1冊が目標であるので、まだ目標へは透かである。

附1
文 化 の 断層を埋める運動

一一一一一社会の学校としての現代図書館

明治にはじまる日本社会の近代化は、 ある特長をもっていた。一樹句K 近代社会の創出とは、

文化史的 K みられば、国民的文化の創出過程でもある。一部の人々 K 独占されていた文化放え広

〈国民の聞に浸透い国民的規模K かける文化が創られる可能性が開かれるととである。

端的 Vとそれを示すの治人人権優先思想であ b、言諭の自由の確立であり、個人の思想的な自立で

ある。近代社会の開化によって、個人の日常生活のをかに、共通の言菜共通の文化意識が形成

され、 その形成過程を通じて、国民的文化創造の基盤が用意される。近代的教育制度の創設M そ

合一つ¢保証である。止とろ久長い時間をかけて変革され形成された r ヨーロツパ先進国の市

民社会と異f. d ，そのヨーロツパを模範として制度を直輸入した後進国の場合には、事情は著し

く異なる。後進国が先進国の制度面を輸入する場合、その受容層は国民全部で信念〈、 きず摂取

能力のある知誠層ゃ、 との受容を促進」上から近代社会の創出をに合う国家のエリート層が媒

介者としての役割を演ずる。 との現象は、後進国K は共通した現象であ久帝政ロシヤなどにな

いても同，じであった。 千エホフはr，手帖 Jの会かで.・次のように述べている。 『われわれの自尊

心や自負心はヨーロツパ的だ。 しか い 発達程度や行動はアジア的だ』。 千エホフは、一九世紀
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後半のロシヤ知識人の恩曜と行動についてとのよう K 批評したのであるカえヨーロツパ文化の

摂取によっ』て、観念の上では近代的自我K 目覚めても、彼等の生きた土滋は、農奴制の体質K

腐蝕されたロシヤ社会念のであv た。

日本の場合も、事情は余D ちがわない。日本の知識層や官僚 f大学教授かどを含め)位、ヨ

ーロツパ文化の輸入者であ D献訳者ではあっても、一般国民との聞の文化の媒介者として、近代

文化を日本の土壌K 根づかぜるための、国民的文化創造の実践者ではなかった。むしろ、一般

国民の知らをい外来思噌(外国語解説能力なども含めて〕を独占するととによって 、知的権威

の保持者として一般国民K 君臨しえたのである。

とのよう念文化状況の一つの例としてあげられるもわに、次のものがある。日本の近代文学

の系議(tL1';t、純文学と衆文学というこつの範鴎があ久 とれはヨーロツパl之は例をみない現象

である。勿論ヨーロツパでも、文学を読む層と読まをい層はあろう。だが日本では、文学の受

容者札高尚な文学了である「純文学」のわかる一部の知識層と、ftT.方、幾分軽べつの意味をと

めて呼ばれる「大衆文学 H てかかわ b あう、一紋庶民とK 分けられてきた。恐らく、戦前純文

学の主たる受容者は、高等教育をうけた人k や特殊宏文学青年たちだけであったと思われる。

純文学治人人生探求の世界であるとすれば、大衆文学比庶民の娯楽U亡すぎ念いのである。イ

ギリスの秀れた現代作家の、グレアム・グリーンは、ι自分の作品をN 0 ぜe 1 (:小説〕と E n' t e-

rtainment( 楽しみ〕と K 分けているιζの区別は、作品の上では、はっき D分け

てしまえ念い共通性をもっと思われる力主一人の作者が自分の作品を、 とのように分けている

と台材興味深νち。日本の作家の場合は、特K 戦前では、純文学作家と大衆文学作家財全ぐ別な

人たちであった。文学の目的そのものが出発からちがってい介。当然文学のリヴリズム Uとつい

ての考え方もちがつで〈る。近代以降の日本K け、真の国民的作家とよばれる人は芳かったと

いえる。ピクトノレ。ユーゴー材日本流にいえば大衆作家なのかも知れ宏ν功、 フランスでは国

民作家である。その作品比国民の各層から愛され理解される作品なのである。人生探求と娯

楽とが区月りされ、 その受容層が異 tr ;，らという分裂現象はない。

文学の問題K 限らず、イ也の方面でも同様念現象がみられる。文化を K をう選ばれた.特殊層と、

文化に無縁左大衆層との分裂現象わ念かにわたし肘日本の近代社会の歪みをみふ。ζのような

分裂状態のなかから防、真の国民的文化財生れてとをい。勿論すべての国民久文化を同じ程

度K 理解するわけで付合レ"'0その受容や創造行為 K は深浅があ b、ーかかわb方わちがいが当然

存在する。また近代社会は分業と専門化の社会でもある。それUてもかかわらず、職業や専門の

ちがいを越えて存在し念ければ滑らないのが国民的文化であるとわたし肘考える。つま b文化

意識の同質性:の存在であ久市民社会のをかK 辛子ける同意性である。全くかかわ b あいをもた

作異質矧ヒ意識の存在と婚制ヒ地層の欠知とは、社会が未開な慨を残 していると;と

を物語る。わたしけ日頃、各地域の読書会や集会承どに参加して、今日の社会の中K 、我k が

明治の近代化以来埋めるととができずに残してき台、 とのよう宏文化の分裂状態を感ずる。 と
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のとと K よって、わたしじしんが分裂者の一人であるととを教えられる。図書館が現代社会K

存在する意義は、 とのよう念文化状況をうち破るための、社会の学校として、市民の日常の学

習活動K 奉仕するとと K ある。図書館が資料の秀れた貯蔵所であるだけですし積極的K 市民

の文化活動の媒介者として奉仕する義務は、図書手館人カミ日本の近代社会の歪みを意識すると

とろから発想される。有機体である社会は、未開念歪みを残 しでは健全ではあD えない。図書

館の啓蒙機能位、我国の場合I'C tl 、積極的 K と11 (むべき課題として、我 k 図書館人K 迫つて

はと念いであろうか。

附 2

社 会 教 育の変革期に おける図書館

一一一一一一一一社会教育審議会の答申 K ふ れ て

昭和 4 5年 9月 2 2 日に文部省の諮問に対して、社会教育審議会は「急激な社会構造の変

化K 対処する社会教育のあ b方κついて J という中問答申を発表した。戦後の社会教育t丸公

民館という実施機関を中心として、昭和 2 4 年κ制定された「社会教育法 J I'C拠って行念われ

てきた。文部省が社教審に諮問したのは、 1 96 0 年代から 1 9 7 0年代のけじめK かけて、

急激K 変化の速度を早めつつある社会構造に対応するための「社会教育のあ b方」について、

処方笛を求めたのであろう。またそのための法改正の必要が起っていると思われる。社会構造

の急激な変化財、 まず経済変動となって現わ九それが政治K 反映」長期的左変化の兆しと

して、既成社会の解体を思わせるような方向性をもって、様々な変化を生んできている。とれ

らの象徴的考現象は、 1 9 6 9年から 7 0 年へかけて、世界的規模で展開された学園紛争 K み

るととができる。変革期の社会κ対応でき含かった旧い学国体制の崩壊現象の中 K 、社会構

造の矛盾が鋭〈露呈して、爆発的な紛争形態をとったものとみられよう。しかし、とれは学因

坊さー という社会の局所的現象として捉える ζ 止を許さずい、 1 9 7 0 年代の動向を暗示してい

る。教育といえは我h 仕ほ制化された学園を想定し勝ちであ丸事実上学習は行なわれてい

ても、学校教育以外で¢教育現象 K 対して、 「教育」という定義を用いる社会習慣は念いJ 社

会故il' J という概念が明荒な教育過程の一環として導入されプぞのは戦後であ夕、法制的念背景

をもち、行政行為として義務化されてからまだ長い年月が経っているわけで財芳い。そのため

κ、社会教育l大学校教育と比較されるとき、 まだ充分な市民権すらもたず、その基礎は極め

て脆弱であ b、僅か 4 分の l 世紀の実践では、実 b ある成果をあげてい君子加。実験の域を出て

いをいともいえる。そのため、社会教育とは何を指すのか、その定義K ついても明確さを欠い
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ている。最もわかb やすいのは、 「学校教育以外の教育はすべて社会教育である」という。結

局定義したととI'C tc らない定義が最もよく現状を示している。定義であるから K 討、少くとも

明確を外延と内包をもって、 対象を限定」実践化しうる方法論をもっていかくてtt~ ら念い

筈である。しかし、恐らく社会教育という仕事K 従事している当事者が這般の事情を一番良〈

知っているものと息われる。

との混迷状態は何から由来したかは径めて困難左問題であるカミ我国Uてかける一般国民の教

育というものκ対十るヨ考え方が明確でない点に一つの原因を見出すの教育去いえば学校教育

を指しへ学校教育も国公立が主流でるって、国家が近代社会の中で上から創出してきたという

歴史的を原因が教育を極めて狭義にしか理解し背景い結呆を生んだものであろう。戦前K なける

官学と私学との実態を比較するだけでも、とわ間の事情財充分知るととができるのとの根本κ

は、教育対象をどわょう K 捉えてきたかという払官ゎ考察が必要 e 1t 1.> 0 教育が自己目的です

く手段であゐ限b、教育財ある目的たる対象をもっ答である。日本の場合、教育の対象は決し

てJレソーの述ぺ 7 いz、ょう芳個人でもちi (、独立した自由1?人格者 fr る近代人間でもな治勺介。

教育の目的が、自由な考えをもっ個人の創造になかれたのではかく、国家目的 K 奉仕しうる人

間を創るとと K 置かれていた。教育材、誰 K も奉仕す Jらととの方加、独立した生得の人間性や

個性をもっ個人の人格形成K 関与するととを目的にしたわではなかっb 個人力毛主きていくた

めK け、労働し協業し念ければなら老いの治人近代社会の個人の存在様式である。

それが独立の自営農民であろうと、企業の動人であろうと、医師や教師や弁護士であろうと

も、選ぶととろは念加。まずそういう職業的人間以前のー{固め人格的存在としての人間形成に

関与し、独立した近代市民の創造に寄与寸るととろに、教育トいう手段としての社会的機能が

ある筈である。もし教育を発守的K 捉える左らは個人の集団としての社会の発展史κそ〈し

て、国家の形成よ b先κ、原型としての教育行為が自然発生的にあった筈である。家庭の中に

なける教育は正にその代表的念ものであ D、氏族のような原始的な集団社会Uてないても、一定

。1主アタブーなど、社会集団止して必要念事項は、教育という制度化されたものですくても教

えられてきた筈である。しかしへ現在我々が問題とする教育と¥/>う範時のものは、近代市民社

会以降の近代的国家の下U亡命ける教育の問題である。国家か走大な予算そ支出して教育する以

上、国家目的が反映するとと討止むをえ万いという考え方も成立するであろう。自由者人格、

独立した人格に関与し泰社する中立的な教育観は、啓蒙期或いは自由主義的、個人主義的教育

観として批判されるかも知れない。しか」国家体制の選択や思想、の形成を伴なうイデオロギ

ーわ構築け、ポスト・エデユクーシヨンのr.: 彊であって、教育は自己自的で念〈、あくまでプ

ロセス(過程〕の R拙であると考えられる。恐らく現実の教育の実態にないては、国家の体制

下lてあるらl上、それぞれの社会体制の相違K よって、教育の理念を異にしているのが現実であ

る。それK も拘らず、教育はゴールでは念〈、プロセス(過程)であ b つづけようとするをら

はーとの激動期の人類にとって、まだ教育 K 対しては最後の審判を下すととのでき念い時代K
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置かれていあといわざるをえ念い。教育が学校教育に限定されるととなく、ユネスコで唱導し

てい為ょう念「生涯教育」止いう考え方が生玄れて会たわけ、蓋し制反としての学校教育特K

近代以来発展しつづけてきた学校教育制度に対する反省乃至、学ttt 教育機能そのものの限界を

制良でるる。図書館の社会的存在もきた教育と同じように「過程 J (プロセス〉に ほかなら

ない。それt才教育 (t[ 奉仕する秀れた手段としてわ「過程」であ7-。

13 じたととから生まれてきたものであろう。社会構造の多元イヒと複雑化11:.1:って、個人をと D

;J: (選境の変化財、人間ゎ外界適応能力引!艮界をも向党せ しめた。人聞は外界適応能力をもっ

と止によって生存L-.文化を良 IJ 造しつづけて事たのである。文化はいわば外界への積極的、詑

動的作動、変化への欲求、新しい解釈、発見合ど様々な人聞の能力の適応と応用との結果であ

る。しかい現在直商しているよう K 、 もし人聞の能力と外界とのパ、ランスが破れ、外界適応

能力を喪失してしまえば、最早人類K 未来は望めないとと K なる。教育け線源的には、それぞ

れ個体差をもっている社会的存在としての人聞の能力を開発」外界i臨E、力を創造していくと

止κおかをければ念ら友い筈である。それ批単かる小集団である氏族を超え、封建制的介圭持土

を超え、逐 11: vオ近代国家含も超える機能をもた ij ければ、その本来の機能を発僚でき1):いであ

ろう。教育をイデオロギーや信条や特定の思想rc のみかかわらせて理解しへ 国家でるろうとイ百l

でるろうと一つの枠の中κ閉じとめようとするとき、教育は死滅ナるわではないだろうか。

教育は、学校教育や社会教育という法制的人為的をものを超えて、人聞の生誕から死語えまで

執擁K 持続寸る過程(プロセス 〕そのものであり、特定の奉仕者をもっと とかし 各社会の個

人の成員一人一人の生涯K わたって、 ユニークなかかわD をもっ手段である。それを家庭で行

念うか、学校 ( 自治体や国家? が行な う久個人 (塾や私人〕が行方t うか否かを とわ ij¥/> 外延

をもっ。

図主主:館は、 1盃めて古い歴史をもっ。その濫1η此文書館であっむ文書を保存 し 後世に伝え

る為の喝所から出発じた。たとえそれがある時代K 支配者の手段であったとしても、その歴史

的な意味は、それを超えて文化を保存 し継承する社会的機能を来してきた。文字の発明によっ

て、人聞が思想を保存 し継承 しうる主うになると、文書K よる思想伝達の手段段急速K 人聞

の思考領域を拡大し、広大な思想の発展をうんだ。 ボレミークが可能κ念D、 ょb豊かなユニ

ークな文化が地球のいたあ所K 発展した。少ぐとも三千年近い歴史をもっ図零館の機能け、人

類の文化史とそわ歩みを一κしてき fc 。

現代の図季館付、文書舎の保存伝達K 止まるととをしそれを媒介する とt-11:よっ て、 新 らし

い文化の創造K 役立つと とが要求される。ぞれは教育機能K 会ける万人への普及であ夕、文化

受容の差別廃止への挑戦である。図悉館が秀れた社会の学校であD、思想の自由を基礎κした

個人の人格形成へめ媒体でならをければなら沿いととはいうま でもない。 図書館は文書を保存

し普及する書庫てある静態的な機能受動悦媒体に止まると と宏〈、 多 くの研究者集団をか

かえ て、 個人の自由1):要求 κ応じうる社会の学校である ととカ;;j(め 'られる。 恐ら しとのよ う

に図書館肘急激な社会変動K 対応するための存在として、 自ら学習する個人K 奉仕 い 人類が

存続Lてい〈 ヰめの媒体とならねばな らない。 いま図番館人K 課されている課題は深 〈、 広 〈、
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表 1.　図書館利用状況

勝 人 館者
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館

回

数

般

貸出登録者

自昭和 4 5年 4 月 開館日数　 
至昭和 4 6年　3 月 人口　155,199（S45.4.1現在）　　　　
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表2 年度別に見た図書館利用の推移

昭和 4 1忽度 昭和 4 2 年変 se 訴日 4 3 年度 昭和 4 4 年度 。併04 5 年度

人 人 人 人 人

般 (a) 4 2，977 70.073 86 ，10 4 96 ，001 1 1 3，46 5 
利 用 者数

児 長 (b ) 12.7 26 32.835 44.502 61. 447 90 .62 7 

利用率 =
百十 (ロ) 55 .7 [) 3 102 ，908 1 30.6 06 15 ス448 204.09 L 

利用者数 % 。も Qも % % 
奉仕入口 f申 r; (alb!π) 100 100 100 163 258 185 200 35 0 235 224 483 283 264 712 367 

利用 ff 三 45.8 76 .8 92 .5 99.8 13 1. 5 

一 Wt(aJ 2. 1 6 1人 4.906 人 5.7 4 7入 8.07 訟 9.96 '1人

貸出登録
児 ，Jj: (b) 921 4，38 7 4.999 ス6 59 10.39 <1 

登録率=
L1eJ 1 ( c) 3.032 9.293 1 0.7 46 1 5.7 37 20.356 

つ食罰録士τ者て数古 ら Cも % ちら % 
!中学 (a!b(cJ 100 100 100 227 482 302 266 549349 374 841 511 必 1 1128ω 

主主主止率 25 6.9 7. 6 1 0.6 1 31 
件 ft i- 件

49 ，437 件
件

紋 (a) 10 ，'l 1 5 26.307 4 1287 65.941 
貸出数

I. t;l i{ (bJ 5.5 87 23.397 41 .209 64.299 ge. 627 
貸出率=

貸出冊ie 7. いl 1 5.7 0 2 49 ，7 04 8 1. 496 11 3.7 36 16 4.568 
奉仕入ぱ % % 9も % % 

1人当，flj; t- j者
{司 :半 (a lb/c J 100 100 100 260 419 317 398 73 8 519 481 1151 725 652 1765 1凶8

主史= 1l!} 初? llI t 冊 冊

貸出冊数
貸出 W~ 0.1 3 0.3 7 0.58 0.77 0.81 

畳語者主主 l同1 ノ{市長~， (aXbrC )
1五} fl r;- 冊 冊 冊

ド7 6.1 5.1 5.3 5. 3 5.3 7.0 8.2 7. 6 6.1 8.4 7.3 ド6 玖5 8. 1 

ス81 0 廿汁 12.272 廿ti 1 6.389 倒
冊 冊

一 紋 (a ) 22.1 4 2 28 ，068 
政主客数

児 淀( bJ 1.2 37 2.5 88 4.392 ヱ570 1 3.703 

議官 i~ :~'i 
高十 (c) 9.047 14. 860 20 .7 81 29 .71 2 41 .771 

% % 与も % 口70湖，~目、日~~葬式十人-口F 
{中以 iaAb Ac) ~ OO 10 0 100 157 209 161 210 355 225 沼4 612 329 同o 1107 441 

冊 i市 情 冊 冊
保証率 0.07 0.1 1 0.1 5 0.20 0.2 7 
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一 紋 1. 3 19l 2. 1 回 2.5 回 3.0 回 3.0 回
蔵書 回転率

児 蛍 4.5 9.0 9.4 1 7. 3 1 7.3 
[ 凶 ~l}の年間
利用回数 平 均 1.7 3.3 3.9 3.9 3.9 
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各館別職業別各月別入館統計
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地域別各館別入館者統計(一般)

ドヰタ¥4 片 5 6 7 8 ? 1 0 1 1 1 2 2 5 計 1 00 分比

ト 一一一一 一 トーーー ー一 トー一一ー 一一

館 野水・西町

飛 国 給 1 09 144 178 201 228 1 55 1 4 1 134 1 34 1 23 154 1 18 1. 81 9 2. 9 
名

上 石 原 1 83 279 3 1 1 34 .8 417 300 284 212 21 4 226 253 212 3.239 5. 2 

下 石 j京 468 520 497 555 751 501 550 433 359 448 566 483 6.1 1 1 引~7

ぜEa7 士 見 31 7 435 501 532 61 7 449 41 7 403 354 409 572 353 5.359 8.5 

島 495 597 608 687 726 582 526 644 650 5 31 ス297 11. 6 

布田(金H 間〕 378 50 2 548 548 583 507 536 468 391 446 5，826 9.3 
中

下布団 319 429 48 7 484 538 489 553 427 346 420 I 487 392 5，371 8.6 

国 領 460 551 566 566 6 09 5 59 527 396 340 406 560 516 6ρ56 9. 7 
失

染 地 481 660 720 774 7 66 604 694 599 509 545 ス512 12.0 

深 大 寺 238 341 378 343 489 350 348 300 288 31 4 3 05 I 281 3.975 6.3 
館

佐 須 1 1 3 144 1 44 154 196 156 124 11 5 94 1 1 9 1 2 1 97 1.577 2.5 

柴 崎 70 86 1 00 92 121 85 8 5 76 72 58 81 55 981 1. 6 

入 間 52 80 95 59 74 60 52 54 3 4 52 49 51 71 2 1.2 

東つつじク丘 60 76 92 73 80 71 80 67 60 64 63 51 8 :5 7 1. 3 

西つつじケ仕 90 122 163 162 1 57 1 21 1 31 1 55 1 1 5 1 24 135 121 1. 596 2.5 

若 業 1 00 12 3 1 42 154 1 40 1 21 1 20 1 00 93 1 65 1.360 2.2 

イ山 )11 37 57 8 7 76 71 67 53 60 41 4 7 36 673 1. 1 

緑 ケ 丘 48 70 79 100 1 1 4 87 1 07 1 30 72 90 97 58 1. 052 1. 7 

菊 の 4口s、 1 12 95 1 31 126 146 108 1 27 99 8 0 80 15 0 72 1，326 2.1 

市内小計 4，130 5，3 11 5，827 6，034 6，759 5.359 5.6 5 5 4.81 0 4，122 !4 ，679 5.477 4，516 62 ，679 100 65.9 

狛 江 283 346 385 394 454 385 40 8 358 325 337 365 383 4，4 2 3 4.8 

調 布市外 598 763 856 832 815 843 928 709 6 8 7 778 883 650 9，342 9.8 

不 明 1，0 1 7 1， 530 1. 534 1，447 1，767 1. 659 1，636 1. 6 08 1， 541 1. 622 1， 964 1，365 1 8，690 1 9.5 

l同h 6，0 2 8 1 7，9 5 0 18 ，6 0 2J~~7 呪 7 95 I 8.24 6 1 8.6 2 7 ス48 5 i 6.6 7 5 17.4 1 6 18 ，6 8 9 16.9 1 4 1 95.1 34 1 00 

1
1仏

0
1
1

地域別各館 別入館者統計（ 一般 )

月

一

5

2

9

4

2

6

6

0

6

0

5

0

5

A

1

3

7
7
1
一

7

1
5
一
4
一

4
一

5

5

5

6

1

1

1

6

一

2

一

4

n

5
一
5
一

-

A
川

崎

一

マ

f

一

一
円
。
一

月

¥

可

給

原

原

見

島

町

田

領

地

寺

須

崎

間

足

伝

説

川

丘

台

一
一
江

外

明

一
一

雄
一
¥

一
一

酉

師

十

一
ク

一一一明

一

市

一計
一

~
一

・

回

石

石

士

創

布

大

北

川
ク

の

一利一

一[

一

一

¥
サ
一
水

附

切

の

j

d

一一
町
一
布

一合一

¥
川
丸

一野

一

飛

上

下

富

小

布

下

国

染
深

佐

突

入

東

西

若

仙

縁

菊

一

約

調

不

一

館

名

凶

領

分

館

5 ? 1 0 1 1 1 1 2 1 1 1 2  

5

4

5

5

4

1

0 

ー

r 
d 2 

レ
u

一

L
ム

一

分

一

円

U

一

日

u

一

ー

一

3

4

8

5

Y

3

4

4

0

5

4

?

1

0

0

8

4

4

9

一

a

n

u

u

a

n

R

1

5

6

1

5

J

a

a

1

2

1

a

1

8

一

バ
リ

一
2

0

J

0

5

5

0

5

A

5

8

1

5

4

5

1

1

0

7

1

1

一
5
一
?

8

計

一

2

5

8

5

7

5

4

イ

1

5

5

0

1

0

0

8

5
A
川
一
ワ
一

q

j

i

一

1

5

6

1

5

7

1

2

1

9

一

2
一
7
4

一

ふ

一

O
一

一
1

2

4

9

1

1

5

2

9

4

5

5

5

3

7

0

6

2

4

5

一
A
一
7

8

3

1

4

5

1

5

4

2

1

7

一
5

7
0

4

5

一8
一

8 1. 1 

1 06 1 1. 227 

1. 0 7 5 11 2，6 6 0 

7
'
RU
7'
 

巳，

v
z
u
o
h

6 7 

46
之

l》
つ
乙

AU1AU『

O，
，
之

lvZJV

1

1 

4;;15;;15;;|7;; i 6215;: 

q
L
4
l
司
〆
』
之

J
〆

O
円

L
P
h
d
7
f
4
1

qt

4
8
4
1
円

U
F
3
4
1

JO
 

Z
J
R
J
V

4
1
A
U寸

Z
M
之

d
，
o
，
O

バ“

4
1
4
1
「
町
》

41

RJV
 

7

5

o

'

8

5

4

Q

U

o

-

局

l

O
J

ヲヘ
U
4
，

ヲコ

7

6

7

6

2

?

z

d

a

u

n

t 

円
ノ
』

A
H『

41

RJV
 

5 

A 

4s
円

t
n
γ

之

J
円

γ

2

7

5

4

5 

1

1 

4

A

nt

-
o
' 

1

2

6 

41

n
γ
nU 

4
i

つ
ι
r
O

『，

f
AU
司，

ι

ハノ

ι
AM時

4l

nO 

3

4 

q
L
7
r
4
1 

内

L
Z
d

王》

7

2

4 

100 

8 

117ll 

z
d
q乙

A斗

zd

ヲ

f

r

D

n

“

15 

nO
7
'
'
円

L

7

コ
7
'

n
D
円

6

4

1

Z
4
7
f 

白
U

A

n『

η
4

之
J

門

γ

巳

叫

弐

d
4
V

4
i

つL

，o

9 

2 

8 

5 

1 3 

2 

15 



地 域 別各館別節入館者統計 ( 一般 )

口、

M 

hlf 4 月 5 6 7 8 ? 1 0 1 2 2 5 

トーー
野水 ・西町

館 飛 田 JA 9b U 1 4 0.1 
名 上 石 J}i~ 1 

下 石 5 5 0.1 
てコ

冨 士 2 2 
つ

L-
5 0.1 

じ
耳切回 (金H 阻 )

ケ
下 布 国

比
国 領 3 2 1 5 2 15 03 

分
染 地

館
t袋 大 寺 2 4 5 5 1 5 03 

iト'~:ー 須 3 0.1 

柴 。崎 7 2 22 0.5 

入 出i ? 29 19 20 14 ? 14 1 7 1 5 146 3.0 

東つつじクh. 10 4.1 27 44 1 6 1 2 16 1 5 1 5 1 99 4.0 

画つつじケJ-i: 189 6.35 551 506 461 332 360 426 412 3.872 7呪O

若 よ粍 4 21 14 1 3 21 15 7 8 5 1 08 2.2 

似l )11 5 2 、 2 1 0 2 2 21 0.4 

縁 ケ 丘 2 5 5 1 3 0.3 

菊 の 4口A 25 89 59 68 11 38 40 1 42 40 472 9.6 

市内小計 252 838 677 660 597 41 9 452 520 488 4.903 100 86 .5 

1自 江

111112851 1911194 43 1 5 5 7  

55 52 

z止
47 369 6.5 

調布市外 2 1 7  12 6 5 1 4! 6 4 57 1. 0 

|不iロh 

明 ?イ 7:!

36 37 19 2 0 1 5 7 57 342 6 lJ 

言十 763 692 466 十 5 96 5.67 1 1 0 0 

地地域別月別入館者統計 ( 児童）　

Eト

レ
U

-

6

τ

。

1

1

一
O

知

一

日

一

1

2

5

一川

円

u

-

一

一

。

一

8

5

6

2

4

4

8

0

4

2

8

3

5

?

8

4

1

5

一

O

一

一

1

一

2

1

2

6

6

5

5

1

5

1

1

1

1

4

n

.

乱

1

4

-

n

u

-

-

一

4

8

4

1

つι

一

4

1

一

一

-
ー
ー
」
・
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
--
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
|
|
|
」
|
|
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

~一

0

1

0

4

2

9

2

2

1

8

5

0

9

5

1

0

8

0

一

4

一

8

0

5

-
7

一

l

一

4

5

1

5

P

7

1

2

5

5

2

0

0

5
0

1

9

5

6

一

5

一

?

6

5

一
2

.

言

一

j

8

D

8

P

1

2

5

6

?

4

0

0

5

6

2

8

3

一

5

一

A

8

7

一

6

一

一

2

丘

2

A
，

A

A

之

a

z

-

-

1

9

.

R

ニ7
川一

&

t

A

一臥

一

司

白

41

一7
J

一

一

O
F

一

1

7

5

2

5

0

8

9

7

5

8

5

p

e
5

4

6
A
O
ア
o
一

6

8

5

一

0

3

一

1

1

6

0

0

4

4

8

5

6

1

0

7

9

6

4

7

0

7

4

一

6

3

6

7

1

一

1

4

1

5

5

5

叩

6

2

1

1

1

げ

5

一ぬ一

6

1

3

一万

一

2

0

?

8

0

5

6

5

0

5

8

8

6

7

2

8

6
6
-
6
一

『

8

5

一

2

2

一

8

4

8

1

7

4

2

0

3

5
-
5

7

9

7

4

8

5

一

4

一

9

2

?

一

6

一

1

4

1

5

2

5

0

;

5

1

1

1

7

2

一

6

一

5

1

5

一

7

-

4

1

4

h

-

j

o

一

一

マ

'
h

一

7

7

5

7

5

6

6

7

4

6

5

8

5

6

5

2
8
5
一
1
一
1

5

1
一
8

i

一

5

5

6

8

5

6

2

0

?

7

0

6

0

A

5

5

6
4
一
O
一

8

3

9

一

O

一

1

5

1

2

2

2

8

7

2

1

1

7

2

一

8

工
U

1

3

-
9

一

4
h

一
「

D
-

-
r
o

z
一

8

4

8

8

9

6

8

A

5

6

9

'

3

5

8

0

2

9

5

一

7

一

5

1

4

一
5

4
6

一

0

0

5

5

7

4

4

7

0

6

5

L

8

1

5

1

6

5

-

5

一

7

9
0
一
n
u

-

-

1

4

1

2

2

2

7

6

2

J

7

2

一

5

一

5

4
一
6

一

1

τ

b

一

一

6

一

9

6

8

4

1

5

1

5

5

4

6

7

5

5

A

1

5

0

一

O

一

，6

9

0

一5

1

一

2

7

6

1

2

9

1

5

5

7

0

5

2

0

6

2

7

8

一

2

一

，6

8

2

一

?

1

一

1

4

1

4

4

2

1

7

2

1

1

1

3

2

一

5

一

7

1

3

一E
M

I

-

-

-

「

t

Z

一ス一

一
8

一

?

5

7

0

5

6

7

0

1

5

0

5

6

1

2

4

9

6

一

6

一

7

5

1

一

O
'

o
一

7

5

9

5

7

3

1

5

0

2

4

4

5

?

7

1

9

8

一

3

一

パ6

5

5

一
o

l

一

1

5

1

4

4

4

2

9

5

1

1

1

1

6

4

一

J

-

4

2

5

一

円

t

a

-

-

n

ム

一

8

一

一

な

一

7

5

5

6

6

7

0

0

6

2

8

3

8

5

0

5

5

1

一

O

一

5

8

1

一

4

p

一

2

6

0

2

5

0

6

2

2

0

5

7

1

6

5

1
7
8
一
A
-
2

1

7

一

5

一

2

5

2

4

4

4

9

7

2

1

1

1

6

3

-

P

一

5

2

4

一

1

一

之

一

7

・

一

一

玖

一

7

0

3

2

8

0

5

8

6

6

0

9

0

6

7

5

4
8
一

4
一
0

6
0
一

O

一

5

0

6

0

1

5

0

5

4

N

川

日

2

5

4

日

8
6
一
円
γ
一
8
9
2
一
?

8

-

2

6

2

6

5

6

2

7

2

引
い

;

1

9

A

一
2
一
4

1

5

一

A

一

1

1

2

一

?

一

一

O

一

9

A

5

8

3

8

7

4

7

5

?

7

4

4

9

5

4

1

0

一

1

一

9

1

3

一

4

7

一

5

5

4

0

1

?

6

2

8

4

6

1

5

7

4

5

2

8

2

一

0

一

ろ

6

3

一

3

一

1

2

6

2

6

5

5

0

7

2

1

5

5

一

0

一

4

1

4

一

β

一

1

1

-

1

一

一

8

一

5

2

6

1

2

3

1

7

0

6

5

3

1

9

8

9

2

8

一

6

一

8

9

0

一
5

-'

一

1

7

1

7

ト

ー
2

7

5

0

5

5

3

5

1

5
1
7
8
-
P
一

A

5

5
一
5

A
U
』

ι

)

ー
ョ
ー

っ'

t14ー

ペ
‘
寸1

l
{
!
‘
i

{

1

!

1

41
-
t
一
J

i{

1ru
-
-
1

t

一

2

5

1

4

5

5

1

7

2

1

1

1

一

1

一

4

1

5

一
J

-

111

1

一

5

一

一

，

b

一

8

4

4

1

8

1

7

4

4

6

9

7

0

0

0

0

5

0

一

?

一

?

1

5

一

2

h

一

1

5

9

8

7

2

2

5

2

5

9

3

4

0

5

1

5

4

一

2

一

d

l

A

8

一

7

E

一

2

4

5

4

5

?

5

1

1

1

一

ワ
一
4
1
2
一
D

I
l
i
-
-
ト

ー

一

4

一

一

5

-|

一

3

6

8

2

7

5

9

6

8

2

2

5

4

2

8

6

4

5

一

8

一

4

9

4

一

5

E
L

一

4

8

8

3

8

0

4

0

6

3

7

1

2

6

1

4

6

一

8

一

2

6

5

7

3

4

一

1

5

5

5

2

9

5

一

4

一

5

2

7

1

-

一

5

一

-
4

一

月

一

原

版

見

島

目

白

領

地

寺

須

崎

問

丘

任

安

川

丘

合

一

-
一

Eω-w一ー劃

f

¥
一

湘

i

ク

ク

一

計

一

1

一

問
団
¥

一

白

白

戸

-

辻

5

こ

じ

じ

-
}
一
小
一

社

一

寸

一

石

石

士

企

布

大

引

引

ヶ

の

一

町

一

一ハ

一

一

¥

域

一

酌

つ

つ

一市一

ー

一

「
¥
則
一

上

下

富

小

制

下

回

染

深

佐

架

入

舟

昨

茶

仙

緑

菊

一-
「
一
相
調
不
一
合

統

計



地域別各館別入館者統計（児童）

！
ひ.

二１

地域別各館別入館者統計（児童）

！

ﾍﾍ　　　　．．
よぺ'じ白

4月 ５ ６ Ｚ

128

2 31

ろ2 1

2 0ろ

ろ＼0

596

54 8

1 66

7 U 3

22 9

　29

　26

　印

　訓

　65

　29

　丿

　68

　2 8

８ ジ m り 卜
１ ２ ろ 計 1 00分比

館

名

中

央

館

野水・西町

飛　ｍ　給

上　　石　，京

下　　石　，原

富　士　見

小　　　　烏

布田(含}利か

下　　布　出

国　　　　頒

染　　　　地

深　大　寺

佐　　　　須

柴　　　　崎

人　　　　問

東つつじヶ丘

西つつじヶ陀

若　　　　葉

仙　　　　川

緑　ヶ　丘

菊　の　台

　85

１ろ９

377

　88

ろ28

587

1 81

12 1

462

　5 5

　25

　　６

　1 5

　２ろ

　ろ７

　ｎ

　　６

　2 6

　1 0

1 55

214

446

　9 4

5 80

477

ろ[〕２

1 29

488

　96

　4 5

　12

　55

　ろ６

　丿

　1 9

　川

　伺

　引

　　１

1 0 5

212

558

1 16

470

56 8

506

1 54

6 7 0

1 76

　卵

　伺

　28

　25

　59

　26

　ド

　詣

　即

･17ろ

25∠１

58S

26ろ

600

引？

609

1乙5

6ろ1

228

　ｙﾒ

　ｼﾞ

　2 0

　5 4

　４∠１

　29

　訓

　66

　　９

126

21 7

547

2 Oろ

4 アう

4 ろ5

ろ9 1

1 59

6 6 1

2 04

　66

　４ろ

　り

　2 5

　ろ６

　2 8

　1 0

　回〕

　1 6

107

1 7 4

51 5

1 96

4 42

4 66

4 1 5

20 4

865

ンフ２

　65

　29

　4 6

　2 5

　引

　4 4

　　６

　56

　21

1 1 8

1 27

46 4

1 67

dO8

4 2 l!

279

24 1

67 9

200

　匹

　24

　55

　25

　∠15

　卵

　1 2

　44

　　／

　95

1 05

ろ90

1 5 7

２引

277

２ろ７

1 4 7

65 5

1 65

　40

　1 4

　1 9

　2 2

　2 5

　52

　　７

　49

　　ろ

　85

1 53

525

1 62

2 8ろ

25 5

2 52

1 81

656

181

　48

　１ろ

　16

　25

　25

　2 8

　5 5

　52

　　７

　88

1 75

450

1 8 9

5 1 5

26 1

529

ン5 8

6 1 5

258

　54

　20

　6 5

　22

　5 5

　45

　4 3

　62

　　ら

　6 9

1 0ろ

400

1 62

２ 91

295

ろ50

208

639

255

　54

' 1 5

　45

　21

　55

　∠□

　∠12

　4 2

　　７

　　　1

1,5 08

2,0 84

５､６ろｊ

2,0 0 LI

4,7引

'1,94 7

3,9 7 9

2,1 1 5

7,7 6 2

2,2 9 7

　5 4 9

　26 9

　591

　5 1 2

　52 4

　ろ71

　228

　600

　1 7 1

　ろ.2

　52

1ろ.9

　4.9

11.9

1 2.5

　9.9

　5.2

19.ろ

　5.7

　1.4

　0.7

　0.9

　0.8

　1ろ

　0.9

　0.6

　1.5

　0.4

市内小計 2,ろ78 ろ,02 6 ろ,619 4,15 6 4,ろ55 5,6 6 1 ろ,97 5 ろ,5,89 2,6 4 6 2,7 56 6.34 8 5,0 5 4 4 0,5 2 1 100　80.2

柏　　　　　江

調布市外

不　　　　　明

292

　丿

225

567

１ろろ

260

570

1 5 4

285

560

1 55

566

ろ2 9

1 6 4

589

3 6l)

1 9 7

52 7

5 0 5

2 い

5 75

484

1 7 5

250

66i

　8 0

507

ろ64

111

30 6

5 78

1 05

526

44 9

1 05

267

4,6 2 2

1,6∠18

ろ,66 1

9.2

ろ.3

Ｚろ

合　　計 2,95 2 ろ.78 6 4,42 8 5,U5 7 52 1 5 4,54 5 5,0 6 7 4,27 8 ろ.59 7 ろ,55 7 4,15 5 ろ,85 5 5 0,25 2 10 ０

づごし ４月 ５ ６ ７ Ｅ ワ 四 川 四 : 1 ２ ～
３ 計 1 00分比

館

名

つ

つ

じ

ケ

座

分

館

野水・西町

飛　　田　　給

上　　石　原

下　　石　原

富　　士　見

小　　　　島

布田（含上布田）

下　布　ｍ

国　　　　領

染　　　　地

深　大　　寺

佐　　　　須

頻　　　　崎

人　　　　　問

東つつじヶ丘

西つつじヶ丘

若　　　　粂

仙　　　　川

緑　ヶ　　!-f.

頒　の　　台

　　ろ

　　７

　　１

　　１

　　シ

　　1 4

　　5 6

1,2卜

　　９

　　６

　1 1 3

　　　４

　　11

　　　４

　　　ろ

　　67

　　71

2.385

　　リ

　　　１

　2ろ4

　　５

　　９

　　２

　　７

　　７

　　5 5

　　7 2

2,5 8 5

　　1 0

　　５

　240

　　　６

　　　２

　　　６

　　　A

　　　５

　　叩

　　97｀

2,59 1

　　1 8

　　　４

　　　５

　509

　　７

　　２

　　２

　100

　　88

2,2 1 2

　　1 4

　　５

　　ろ

　1 62

　　　１

　　　ろ

　　　４

　　　ろ

　　66

　　5 6

１､674

　　柚

　　ろ

　　ｂ

ﾊﾞ1 6

　　　７

　　　１

　　　６

　　　５

　　5 2

　　74

1,7口口

　　1 8

　　４

　124

　　　１

　　20

　　　４

　　　４

　　70

　　4 5

1,7 1ろ

　｀･　18

　　　４

　　　８

　1 2ろ

　　巧

　　２

　　７

　　57

　　46

1.687

　　11

　　１

　　柚

　1 65

　　　1 1

　　　２

　　　１

　　　7 2

　　　26

　　　ろ２

　　　１

　　　45

　　576

　　585

1,8.26 2

　　1 25

　　27

　　ろ５

　1,61 6

　0.1

　n.ろ

　[1.1

　0.1

　0.2

　2.7

　2.7

8 5.5

　0,6

　0.1

　0.2

　7.6

市内小計 1,4 1 f ろ.52 5 2,9 91 ろ,14 4 2,5 毀 1,9 4 1 1,991 2,0 1 0 2,0 0 1 21.4 16 1 0 0　9 5.2

狛　　　　江

調布市外

不　　　　　明

１ろ

罰

67

仙

96

85

　Ｚ

8ろ

　89

　　５

1 20

1 65

　５

　5 3

1 25

　２

　55

1 2 6

　　５

　∠12

１２９

　　４

　卵

1 26

　　７

　回

　92ろ

　4 5

59 9

4.0

0.2

2.6

合　　計 1,4 5 9 ろ.498 5,16 4 ろ.5う8 2､82 5 2,12 5 2,1 6 4 2,2 0 5 2,1 9 1 22.986 1 D 0



地域別各館別入館者統計(児童 ) 

百点1 4 月 5 6 7 8 ? 1 0 1 1 1 2 2 5 計 1 00 分比

館
野水・西町

飛田給 5 6 1 1 5 1 1 5 1 3 2 2 58 0.4 名
上石原 4 4 5 5 3 10 5 2 5 8 56 0.4 4 7 

下 石 原 ? 8 34 24 17 1 3 14 1 2 14 14 10 17 186 1. 2 

国 信a金! 士 見 5 1 1 1 0 0.1 

島 4 3 2 8 6 7 4 5 11 53 0.3 

領 布団f含よ向型) 4 2 6 5 2 2 ? 1 0 43 0.3 

下 布 田 24 1 9 1 7 1 9 21 16 21 16 ? 14 13 1 0 199 1. 2 

分 国 市員 828 798 1，01 7 855 1， 056 792 1， 007 863 600 638 748 825 10 ，027 63.5 

染 1自 44 66 67 77 96 57 67 54 36 50 70 50 734 4.6 

館 深 大 寺 1 3 28 24 1 5 14 1 5 25 35 38 37 38 20 302 1. 9 

佐 須 ? 1 3 1 7 39 31 36 62 39 26 28 79 29 408 26 

柴 崎 66 87 1 23 82 120 1 08 106 80 42 87 114 96 1， 1 1 1 7. 0 

入 間 2 2 5 1 0 2 2 2 3 5 33 0.2 

東つつじケfI: 4 6 7 15 21 1 4 1 2 7 4 9 12 1 1 2 0.7 

西つつじク丘 25 49 60 67 31 46 69 48 2 1 21 29 53 51 9 3.3 

若 業 7 1 1 12 1 5 1 2 1 0 ? 8 7 1 1 12 1 15 0.7 

イ山 )11 5 4 4 2 1 7 5 35 02 

縁 ケ 丘 1 8 5 17 1 3 1 8 23 38 28 1 5 12 1 6 22 223 1. 4 

菊 の 4口3、 53 109 164 1 79 195 125 156 1 1 1 11 6 1 1 2 125 128 1， 57 3 10.0 

市内小計 1，1 1 0 1， 203 1， 5 77 1，427 1，636 1，288 1，61 7 1， 3 36 950 1， 054 1，288 1，3 1 1 1 5.7 97 100 9 0.9 

4自 江 32 52 78 66 84 82 93 1 1 7 84 91 86 88 953 5.5 

調 布 "市外 12 8 5 6 22 1 4 16 ? ? 1 9 21 26 167 0.9 

不 明 29 23 65 39 35 59 58 29 42 41 ? 39 468 2.7 
ぷ口h '計 1， 1 83 1，286 1， 725 1， 538 1， 777 1，443 1，784 1，4 91 1，085 1. 205 1， 404 1， 464 17 ，385 1 00 

分類別各月別図書貸出統計

l
l
品

川

I
l

混と 4 月 5 6 7 8 9 . 1 0 1 1 1 2 2 5 100 分比

維 誌、 192 250 280 291 289 338 362 334 342 361 463 31 1 3.81 3 5.8 

。部門 48 55 75 58 75 70 65 74 63 67 103 1 56 909 1. 4 

統
194 210 2U 0 11 138 182 21 2 157 221 204 196 270 1 76 2，360 3.7 

2 11 21 9 292 291 273 378 346 334 287 283 '2 97 31 9 218 3.537 5.4 

29 11 1 70 1 78 184 163 206 145 1 82 124 153 1 36 142 165 1， 9 48 3.0 

3 11 295 363 405 319 421 476 481 439 394 527 544 322 4.986 7.6 

計
4 11 231 285 276 255 353 296 293 238 248 241 324 1 91 3.231 4.9 

5 11 92 1 1 5 124 126 147 164 1 53 1 50 1 0 1 1 1 7 1 51 83 1， 523 2.3 

59 11 160 199 223 1 91 235 235 285 21 0 242 1 91 238 198 2，607 3. 9 

6 11 46 51 4 8 53 63 66 64 62 39 55 56 48 6 51 0.9 

7 11 242 293 273 287 333 318 324 366 302 298 364 307 3.707 5.6 

8 11 46 50 37 50 57 54 68 56 56 43 67 52 636 0.9 

? 11 2，207 2，7 5 4 3.085 2，7 69 3.658 3.434 3.662 3.2 40 2.907 2.552 2.979 2，786 36.033 54.6 

計 4，086 5.067 5.513 4，992 6，4 0 9 6，1 52 6，4 73 5.801 5.334 5.013 65.941 1 00 40.1 

児竜議 : 4，623 5.522 6.650 7.969 1 0，65 1 9.478 10 ，650 呪509 呪21 9 7.894 98 .6 27 59.9 

il" 計 8，7 0 9 1 0.589 12 ，1 6 3 12.96 1 1ス060 15.630 17 ，123 1 5.3 1 0 14.553 12.858 1 4.7 0 5 1 2，906 164 ，568 1 00 



各館別分類別図書貸出統計
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 各館別分類別図書貸出統計　

l
l
U
H

O
l
t 

訟更と 4 月 5 6. 7 8 P 1 0 1 1 1 2 2 3 10 D7子比

4嘩 主防土じ、 6 27 34 52 50 51 54 67 40 381 9.6 
、:~Û吋i 白 。部門 8 16 12 7 5 8 O 7 4 67 1. 7 
名

2 ? 1 1 10 ? ? 8 9 1 0 77 1. 9 

2 " 5 4 6 8 6 5 10 2 品5 1. 1 
てコ

29 " 5 2 A 6 4 8 1 8 9 59 1. 5 
てコ

5 H 10 24 1 5 16 1 2 1 2 20 22 28 159 3.9 

4 11 4 12 7 1 2 1 0 7 6 8 4 70 1.8 

5 " 2 5 5 8 2 6 2 28 0.7 

59 11 8 25 30 25 17 26 22 42 30 225 5.6 

|館 6 " 4 4 5 4 2 。 。 。 20 0.5 

7 " 8 10 10 21 17 15 18 1 8 19 1 36 3.4 

8 11 。 O O O 。 O 1 ; つ 4 0.1 

? 11 102 368 363 362 306 251 243 364 361 2.7 20 6‘8:2 

小五十 159 503 500 526 446 386 386 573 5 1 0 3、989 100 13 .5 

YCt 野往生 手..， 段 1. 369 3，379 3.228 3，587 3.140 3，037 2，401 2.757 2，622 25 .5 2 0 86 .5 

ぷ日h 1，528 3，882 3.728 4.113 3，586 3.423 2，787 3.330 3.1 32 29 ，509 
L一一ー

地域別各月別登録者 統計 (一般）

局モ 4 月 5 6 7 8 ? 1 0 1 1 1 2 2 5 計 100 介比

野 7.K・西町

。飛 田 給 37 21 22 22 31 1 5 ? 5 5 6 192 2.3 

二と 石 原 78 58 3 7 47 50 29 27 21 I 25 16 15 1 7 420 5.0 

下 石 原 1 96 90 66 55 80 54 37 26 20 36 >; >; 21 71 4 8.4 

信晶任， 士 見 152 72 50 48 53 1.; >; 26 29 14 24 18 1 1 530 6.3 

統 島 1 85 70 65 56 55 45 47 31 20 33 32 22 66 1 7. 8 

自布団(含止那国) 1 47 59 68 31 49 29 27 21 12 16 23 21 503 5.9 

下 布 回 152 58 50 45 48 32 42 27 1 5 1 9 31 1 9 538 64 

[;ID 事頁 375 129 131 109 137 91 76 55 1.; " 63 65 38 1.302 1 5.4 

染 地 251 109 93 79 88 43 43 38 30 30 48 29 88 1 1 0.4 
言十

深 大 写$ー 116 48 54 51 64 44 36 33 1 8 36 31 29 560 6.6 

佐 須 53 1 9 1 5 13 24 20 5 8 ? 1 0 7 ? 192 2.3 

柴 崎 56 24 30 1 5 39 1 7 5 7 4 6 ? 10 222 2.6 

入 問 25 1 1 1 7 7 1 0 8 1.; 5 1 i 5 9 4 1 05 1.2 

東つつじケ.li 23 1 2 9 18 ? 7 6 4 " ? 5 1 1 9 1. 4 

西つつじケ i王 45 32 1 7 123 1 29 1 08 77 77 28 43 62 24 765 9.0 

若 業 37 1 8 6 1 1 1 4 8 1 0 ? 5 8 16 8 1 50 1.8 

仙 JII 1 1 16 ? 8 1 3 5 5 5 " 5 7 5 88 1. 0 

緑 ケ 兄 "宅 19 10 14 23 1 3 1 .3 1 2 4 7 7 5 160 1. 9 

菊 dコ ぷEiコ 71 27 1 5 37 49 41 27 29 1 3 31 7 368 4.3 

今宵内ノl、言十 2，043 892 771 780 974 644 522 450 266 384 458 286 8，4 7 0 85.0 

1自 江 1 49 73 47 58 71 49 59 43 24 33 40 29 674 6.8 

73 60 67 75 58 30 52 48 38 81 8 82 調布市外 165 85 

不 明

合 言十 2.357 1. 050 891 898 1，1 1 2 767 648 551 320 469 546 353 久962 1 00 



地域別各館別登録者統計 (一般 )

!
l
刊

N
l
l

主ばとI 4月 100 介比 | 6 7 8 ? 1 0 1 1 2 5 言十

Wf 水 ・凶町

丹官 自 給 37 21 22 22 30 1 5 7 1 1 8 4 、亡J 1 87 2.9 

上 石 原; 78 55 36 46 46 27 23 20 24 15 1 5 1 7 402 6.2 

宣告' 下 j京 1 95 85 62 55 80 46 37 25 20 32 32 21 690 10.6 

名 7，古A・ 士 見 1 47 72 50 48 51 31 
2 " 

28 1 3 22 1 5 1 1 51 0 7. 9 

島 1 83 70 62 56 55 44 47 26 1 9 32 27 20 641 役?

布団(念日祖) 147 57 66 31 49 29 25 21 1 2 16 21 21 495 7.6 

Lド 下 布1 回 1 49 56 48 44 45 29 39 25 13 1 8 28 1 7 51 1 7.9 

国 預 1 91 72 64 48 67 43 41 1 7 16 24 32 18 633 9.8 

央 染 lili 228 1 00 85 71 80 31 33 32 23 24 4 ，1 26 777 1 2.0 

傑 大 寺 1 13 47 5 '1 47 62 38 32 32 1 5 旬~、3 25 25 520 8.0 

告白 佐 須 43 1 6 13 1 0 22 1 4 2 5 6 6 5 5 1 4 7 2.3 

柴 崎 35 12 1 7 5 20 1 1 2 5 2 2 9 A 124 1. 9 

入 ↑尚 25 1 0 1 7 2 4 7 4 、s‘ 5 4 83 1.3 

東つつじク丘 1 9 10 14 2 5 6 宅、 d 4 8 77 1. 2 

西つつじケJi 42 28 1 5 8 22 24 7 21 ? 13 1 1 20 1 3.1 

若 J長 32 16 5 8 1 0 6 8 7 4 6 16 7 125 1. 9 

イ山 )1¥ 1 1 1 5 8 6 1 1 5 5 5 5 ~ 7 80 1. 2 

.w n ケ Ii 27 1 8 7 14 1 6 1 1 6 8 4 5 5 4 1 25 1. 9 

菊 の AEA コ 46 1 4 7 ? 16 14 1 0 12 6 9 15 1 61 2.4 

市内小計 1. 748 774 649 532 691 431 350 303 202 268 325 21 1 6.4 8 9 100 83.6 
トー

1 8 26 4自 江 1 3 1 58 4 1 38 50 42 41 28 23 20 51 6 6.6 

調布市外 165 7 4 71 
57 民69 62 55 29 47 45 31 764 担8

不 明

il ユh 百十 2，044 906 761 627 542 !453 391 249 341 393 262 7.7 69 1 00 

地域別各館別登録者統計　（一般）　

、、J

し・4

いぞと 4 月 戸コ 6 7 8 ? 1 0 1 1 1 2 2 3 

野水 ・西町

総 11 電 田 給 1 5 0.2 
名 上 石 原 5 4 2 4 17 1. 3 

下 石 J京 5 4 8 21 1. 7 
官，，s 士 見 5 2 2 4 ~ 1 8 1. 4 

l司 〆j、 島 2 ~ 5 1 5 2 1 9 1. 5 

布田(含:J:1' fiEB) 2 2 2 2 8 0.6 
領 下 布 回 5 2 2 ~ 5 5 2 2 3 2 2 7 2.1 

国 官員 1 84 57 67 60 69 48 35 38 1 7 36 32 19 662 52.3 
分 染 J也 23 9 8 8 1 1 1 0 5 7 6 4 ~ 1 02 82 

深 大 、目"f' 5 ~ 2 5 2 、王 6 4 34 2.7 
担古 佐 須 10 5 2 2 5 5 宅 5 4 2 4 43 3.4 

柴 崎 21 1 2 1 3 6 ~ 2 2 3 6 89 7. 0 
入 間 7; 0.2 

東つつじク!と 4 2 2 1 2 1 4 1. 1 

rL li つつじケfe. ~ 4 2 4 7 7 つ』 2 2 35 2.8 
若 葉 5 2 2 13 1. 0 

イ山 )1¥ 1 2 2 6 0.5 

章表 ケ 丘 6 ~ 6 7 4 2 31 2.4 

菊 の ぷEa1 、 25 1 3 8 11 1 0 4 6 ? 4 7 13 2 1 22 呪6

市内小計 295 11 8 122 98 128 1 1 4 88 75 39 66 75 49 1，267 100 89.9 

1白 江 1 8 1 5 6 ? 1 0 A 1 0 8 6 4 2 93 6.6 

調布 市外 1 1 2 2 8 4 ~ 5 5 7 50 3.5 

不 明

合 計 31 3 144 130 109 146 1 22 102 86 46 72 ~ 



地域別各館別登録者統計（一般）　

¥¥地 ¥t号、¥}管大同
一一 一

100 分τ!4 月 5 6 7 8 ? 1 0 1 1 1 2 2 5 

一ー一 一一一
野ー水 . [ti町

館
飛 田 給 2 0.2 

名
上 石 1 。.1
下 石 >; 3 0.4 

てコ 富 士 見 2 2 02 

つ 島 1 0. 1 

じ 布田(全J:' 何n
ケ 下 消j 回

比 国 領
宅 7 1. 0 

分 染 地 2 。2
館 深 大 寺 2 2 6 0.8 

佐 須 1 2 0.2 

柴 崎 5 5 9 1. 3 

入 I問 4 6 2 2 3 19 3.0 

見つつじケ丘 7 1 1 2 4 2 2 28 4.0 

西つつじケ任 '1 1 1 106 77 63 55 19 28 49 21 529 741 

若 業 >; 2 2 2 1 2 1. 7 

イ111 )1 1 2 2 02 

緑 ケ t王 2 A 0.5 

菊 の ぷEコ泊、 1 7 23 13 1 1 8 >; 5 5 2 85 1 2.0 

市内小計 1 50 1 55 99 84 67 25 50 58 2 6 71 4 100 9 1. 8 

1自 江 1 1 1 1 2 8 7 6 1 3 7 65 8.3 

調布市外 2 4 0.5 

不 明

15- 1 62 1 66 1 0 3 93 74 i 25 33 783 
」

+>. 

地域別各月別登録者統計 (児童 )

5 I 6 

u、

¥ ¥ ¥ 精対 l 組問

地域 ¥ ¥ ¥ |  崎川

野水 ・西町 l

統 | 飛田給

上石原

下石原

富士見

小 島

計|布団 (制配

下布同

調鎖

染地

深大寺

佐須

柴崎

入間

東つつじク f王

西つつじケJi

若 葉

イ山 )11 

緑ケ 丘・

菊の台

市内小言十

柏江

調布市外

」不 明

|合計 8661 1， 462 11. 1 25 
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誌ぞと 4月 5 6 7 8 ? 1 0 1 1 1 2 2 5 計 100 分比

野7.K ・西町

館 飛 回 i，仙jofJ 6 A 5 2; 20 1. 1 
名 上 石 原 2 2 1 2 2; 5 1 4 0.8 

下 石 j京 4 7 2 2; 2 2 7 2 4 46 2.4 
富 士 見 2 2 4 0.2 

国 島 5 5 2 2 、耳 5 17 0.9 
布田(金上清臼) 2 4 5 2 2; 2 1 8 0.9 

領 下 消J m 7 4 4 1 4 5 匂7 、 2 5 35 1. 9 
国 領 299 145 97 65 46 42 42 19 15 24 27 891 4 7. 8 

分 染 地 29 1 9 1 4 1 2 1 3 8 6 2 4 7 1 1 5 1 30 スO
主従 大 寺 ? 7 4 2 5 9 7 2 46 2.4 

自官 佐 須 4 4 7 1 0 2; 1 0 7 4 2 4 64 3.4 
月止包〈こ 崎 31 17 13 26 6 5 4 5 1 1 5 143 7. 7 
入 同1

2A 1 l 
2 7 0.4 

東つつじケ仕 2 4 5 16 0.9 

西つつじケ丘 14 7 25 ? 2 1 7 1 3 2 4 4 4 ? 1 1 0 6.0 
若 ヨ終 5 2; 2 2 1 3 0.7 
イ山 )11 つ 5 2 12 0.7 
f柔 ケ 付 10 z. 5 7 7 2 2; 2 43 22 

奇哲 心つ Jf Lコa、 27 38 36 22 1 3 1 3 15 6 8 10 14 1 2.6 

市内小計 443 260 230 165 148 128 123 98 59 54 7.1 82 1. 86 4 100 90 .6 

狛 江 16 12 1 7 14 1 4 1 8 26 12 1 2 7 凸 165 8.0 

調布市外 6 2; z. 2 5 5 29 1. 4 

不 日fi

275T i5 o 」
ぷ日ふ 言十 465 179 163 14 1 146 124 72 66 84 93 2，058 100 

地域別各館別登録者統計（児童 )
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野水・西町
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飛 回 給
名

上 石 原

下 石 原 5 6 D.3 

つ 宮 士 見

ペコ 島

じ 2 2 D.1 

ケ 下布図 1 0.1 

正 国 領 2 2 3 ξ 2， 13 。7
分 染 地 4 5 4 0.7 

館 深 大 ~ずa 2 5 0.3 

佐 須 0.1 

t河kむ" 崎 4 5 1 1 1 0.5 

人 間l ? 13 16 1 2 8 5 2 5 2， 71 4.0 

東つつじケ丘 17 1 5 12 1 5 1 3 5 2 2 5 84 4.7 

西つつじク丘 521 277 193 107 69 52 34 49 28 1，330 ヱ4.9

若 業 5 4 2 2 2 17 0.9 

イUl )11 2 6 0.3 

手;ま ク。Ii 2 5 10 0.4 

菊 の 品口、 64 38 35 30 6 3 1 6 8 6 206 1 2.0 

前内小言十 630 354 271 170 104 65 62 76 44 1，776 1 00 91.7 

柏 江 10 26 1 0 21 29 21 13 1.3 11 1 54 8.0 

調布市外ー 5 1 6 0.3 

不 明

合計 _ I I 640 380 284 1 92 1 33 86 76 89 56 1，936 100 

4 5 年度分 統計

、。

国 事頁 分 館 つつじク丘分館 中 央 質~ 団 体
年月分 合計

前月 -士重4 滅 当月 前月
地 滅

当月 前月 増 減 当月 前月
増 減 蔵当害月

蔵書 蔵書 蔵書 蔵書 蔵書 殺害 蔵毛?

総、 ~C 233 93 1，074 1，400 

哲学宗教 1 90 20 1，205 1. 41 5 

歴史地理 488 1 02 2.4 71 3.061 

社会科学 61 4 84 3.7 05 4，403 

自然科学 271 59 1，520 1，850 

工業家庭 304 96 1，247 1，647 

産業交通 84 1 5 393 492 1 

芸術，ス示L ツ 258 66 1.41 9 1，743 

語 すA 主ん一 190 12 682 884 

文 戸寸ゐーら 1. 985 262 8，4 26 11 ， 1 73 

言十 4，6 17 1:3 09 22 ，1 42 28.068 

J巴ri.凶 :香 3，123 2，0021i 5.7 09 2，869 1 3.7 0 3 

15- 計 7.740 3.3 1 1 2 ス851 2，869 41 ， 7 71 

{満 考
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舘外活動等 ( 4 月 分 )
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躍 行 事 名 内 ~ 講師。担 当者 参 カ日 者
日

実j 象 l人員

木 本を 読 も う会
明治期の文学K つw て解説。 手 島 イ疹 一 会 員2 
自然主義の文学者(藤村。花袋。白鳥。秋声) (雑誌編集者)

5 

2 木 多摩川読書会 屋外教室、 考古学民族資料見学 図 書 官官 員 会 員 ? 

? 木 本 を 読 も う会
志賀直哉の短編 「雨蛙」

手 島 {阪 会 員
輪読、解説と話し合加。

6 

金 多摩川読書会
井上清「日本女性史」から律令体制。藤原氏の専制。

!@ 書館 員 会 貝1 0 
荘閣制の発生K ついて輪読、解説と話し合円。

6 

耳ハ、 講座 民話教室
あたらしw 民話のうどき Vてついて、 大 )11 悦 生

戸3ζ'" 言t1 0 
民話とは何か、原話と再話。 (児童文学者)

生 4 2 

会員作文集「私遂の文集Jガ'2 4巻から作品の朗読と 管 原 克 己
会1 1 土 綴り方サークノレ

合評、添削。 (詩 人 )
員 1 2 

金 金 曜 i説 審会
マンガK ついて話し合 ¥/'0

図 書 舘 貝 会 貝1 7 
マンガとは何か、マンガの位置づけ。

? 

土 綴り方サーク Jレ
会員作文集「私達の文集Jクト 2 5巻から作品の朗読と合

背 原 克 己 会 貝 1 4 1 8 
評、添向Ij。メノレヘンの書ーき方 K つw て説明。



l
l

∞
ω
l
l 

4 参 力日 者
曜 di 'ーJ竺 事 名 内

廿，唱戸， 講師。担当者
対 象 人員

1 8 土 読書動機づけ指導
図書のはなし、国語の教科書K のった作品。 4 0冊の本

図 番舘 員
深大寺小学校

の内容紹介(ヨ考古学、歴史、民話、創作他)。 6年生滝沢学級
40 

23 木 本を読も う会
志賀直哉「真鶴」輪読、解説、話し合加。

手 島 j~ 会 員
近代文学とキリスト教K つw て解説。

6 

24 金 俳句サークノレ準備会
サークノレの運営、性格、講師K つw て 5 月から活動をす

図 書舘員 /1 35 
るため話し合う。

24 金 長流文庫連絡会
講演「子どもの心理と行動」 川上 芳日 美

各親子読書会の活動報告と話し合加。 (和光学園教師)
長流文庫各読書会 40 

25 土 文学散歩同好会総会 役員の選出、予算K ついて、事業計画K ついて話し合加。 図 書舘 貝 会 員 65 

25 土
講 演 会 三多摩の 文学碑、文学散歩とは何か。 野田字太郎 文学散歩同好会

文学碑と文学散歩 三多摩K なける文学碑の紹介。 (詩人?評論家) 会員、一般市民
7 5 

26 日 中学生読書会
伊藤左千夫「野菊の~J 輪競、解説、話し合引。

図 書舘 員 会 員
今後の読書会の活動K つw て話し合う。

1 0 

27 月 読書動機づけ指導
図脅舘の仕事、利用方法、マナ-~てついて説明。 緑ケ丘小学校四

H 

4 0冊の本の内容紹介と話し合加。 年三品。中村学級

火 神代団地親子読書会
「字の1iv> 絵本J (フソレーナー)、 「お湘ハ子だーれ」 会 員

28 H 

(ぜなけ仰と)読み聞かせ。母親との懇談会。 (児童。母親)

舘 活動等 ( 5 月分 )

αコ

日 曜 行 事 名 内 廿".， 講 師・担当者
参 カ日 者

対 象 人員

金 長流文庫座談会
長流文庫発足 1年をふりかえって、文庫の世話人、図書

凶 書 舘 員
文 庫 世 話 人

舘、読書推進協議会と座談。 読書推進協議会
? 

金 読書会「ったの会J 「日本女性史J (井上 清著)封建制の発達 K つωて。 N 会 員 1 0 

7 木 子ども読書会 日本の伝説につ凶て「きんw ろのきっねJ (大川悦生) /1 3. 4 年 生 40 

ノz、 講座 民話教室 東北と雪国の民話κつW て。
大 }II ，t見 生

戸~ 諮 者8 
(児童文学者)

4 3 

1 0 日 右、 話 し の 会
{ベ Jレのあたらしい洋服)

図 1雲 舘 員 児 亙一・~ 般 1 2 な話し 三びきの子ぶた

1 1 月 針- 布読 書会 「戎る女J (有島武郎) 輪説、解説と話し合v> o /1 4'i 忘 員 1 1 

木 本を 読 も う会
「山科の記憶」 (志賀直哉) 手 島 {疹 一1 4 H 5 

輪読、解説と話し合v> 。 (雑誌編集者)

1 4 木 子ども読書会 創作童話 新美南吉の紹介と読み聞かせ。 図 ミ許 舘 員 5. 6 年 生 28 

1 5 金 読書会「ったの会J 「日本女性史J (井上清)封建社会の特色につ w て。 /1 会 員 ? 

1 6 ニι 綴り方サーク Jレ 会員作文集「私達の文集J :/j' 2 6 の合評、添削と解説。 菅原克己(詩人) /1 1 6 



∞ 
u1 

。コ

日

1 6 

1 9 

21 

/1 

H 

22 

23 

24 

H 

H 

25 

28 

11 

29 

H 

曜

土

火

木

11 

N 

金

土

日

/1 

11 

月

木

11 

金

/1 

行 事 名

子どもまつり

鉛 鋒 文 庫

今村読舎会

本を読も う会

子ども読書会

講 E長 会

現代子の核心をつく

俳句サークル

短歌会 「径」

中学生読書会

な 話 し の会

読書会「ったの会」

本を読も う会

入間町説舎会

かけひ読書会

懇談会

小学校と図書舘の提携

内
化げfま?

人形ボードピ Jレ

人形劇「どんどと山の子がみなり」 他

地域文庫.と説書普及活動

子どもの本κつv、て話し e"¥.̂ η

昭和史(岩波新香)から

天皇絶対飴iJ と牧育、日本の近代化K つv> て。

「痴情J rプラトニックラグJ (志賀直哉)

輪読と話し合加。

むかしばなしK つw て、 「かK むかし」 読み聞かせ。

子どもと大人の現代を見る見方の柑具

テνピ時代と子どもの生活

俳句の特色と俳句の世界

会員歌集「径」芳 4 1 集の合評、解説と話し合引0

「入れ札J ( 菊池寛 ) 輪説。解説と話し合加。

{ ベノレのあたらしい‘洋服

な話一し 三びきの子ぶた

「日本女性史J ( 井上清 )

武士階級の家族制度と女性観の変化、他

「転生J (志賀直哉) 輪読と話し合円。

「紀のJilJ (有吉佐和子) 解説と話し合加。

「入れ札J ( 菊池寛 ) 輪読と話し合加。

講演「学校V亡なける読書指導」

動機づけ指導の実践報告と話し合ぃ。

? 舘外活動等 ( 6 月分 )

日 E語 h 事 名 内 そ日Tヲ

7 同一ーてF 日本人の物の考え方

月 若草婦人学級 テキスト「タテ社会の人間関係J (中根千枝〕解説と話

し合加o _ 

富士見合小学校
読書会のもち方、とれからの計画κっωて。/1 

P T A 読書会

4 木 本を読も う会 次回よ D取上げる作品、作家の解説と話し合加。

4 (1 子 ども読審会 斉藤隆介の作品K つv> て (八郎、花さき山、三コ)

講師 2 担当者
参 力日 者

対 象 人員

東京学芸大学
児 主主 一 放 350 

児童文化サークノレ

図 書 舘 員 会 貝 8 

N 11 1 2 

N /1 6 

11 2 ~ 生 38 

阿 音¥1 進 一 般 市 民 250 

皆吉爽雨(俳人 ) 会 員 41 

図 害 ig 員 11 1 3 

11 /1 1 1 

/1 児 Jぜ副r. 一 般 20 

図 書 舘 貝 会 員 1 1 

11 /1 5 

H H 8 

11 H ? 

背 宏 市立小学校教諭

(市教委指導主事) 図 警 舘 員
26 

参 カ日 者
講師。担当者

対 象 人員

図 書 舘 員 戸寸叫ー 級 生 1 2 

11 富士見台小PTA 1 5 

手 島 修 一 会 貝 5 

l孟 亨子 舘 jA 3 4 年 生 25 



co 
、、」

行 事 名 内 廿t::'-:.・ 講 師。担当者
参 力。 者

日 百提
ホI 象 人員

5 金 読書動機づけ指導
、読替の方法K つw て、本の紹介。

図 議; 舘 員
染地小 4 年 1 組

40 
ブック 9 トーク(山の上の火) ( 烏崎学級 )

5 金 記録映画を見る会
スライド、万国博覧会、月 IfC SL つ、きかんしゃやえもん

児 童 一 般 80 H 

映画 京葉臨海工業地脊、談送。

6 土 緩 b 方サーク Jレ
会員作品文集「私達の文集」方 2 7 集から、 合評と誌師

菅 原 克 己 会 貝 1 3 
K よる解説。

6 土 せせらぎ読書会 森鴎外「高瀬舟」輪読、解説と話 し合引。 図 書: 舘 員 会 員 8 

6 土 俳句サークノレ
兼題「走り梅雨」、席題「若葉J vc よる俳句と互選及び 中村将時(雪解同人 会 員 31 
話し合引。 茂定、一郎

土
上ノ原親子読書会 幻灯「きかんしゃやえもん」 プ y クトーク「花さき仏U

図 書 舘 貝
会 員

7 0 6 
( 長 流 文 庫 ) 母親と¢海賊会 (母親。児童)

井上清「日本女性史」

8 月 読書会「ったの会」 江戸時代の政治、経済文化K ついて発表(会員) H 会 貝 1 1 

倹地、刀狩、身分統制令K つw て説明。

8 月 針 布 読書会 有島武郎 r~る女ー|読書感;轡発表 と解説。話し合ぃ。 11 会 員 1 0 I 

? 火 多摩川婦人読書会
高度経済成長Vてついて。

1 8 /1 H 

物価、 GNP 、公害VC つw て。

l
l

∞∞
l
l 

1 1 木 本を読も う会
志賀直哉短編「濠ばたの住v、」輪読し、話し合加を

図 書 舘 員 会 員
なと 7まった。

5 

1 1 木 子ども読書会
動物物語K つw て

図 書 官官 員 年 生
「銀色ラッコの念みだJ他、関野薫子作品。

5， 6 1 9 

金
務 座

文学としての民話、民話の再創造K つW て。 大 )11 悦 ~ 言脅 者
民話教室(ガ.， 3 回〕

生 3 1 

月 若草綿入学級
アーマ 日本人の物の主考え方、

書 舘 員 1 1 I 1 5 
テ キスト「タテ社会の人間i~係 J 解説と話し合ぃ。

図 づ""日 - 級 生

月
タンポポ親子読書会 スライド きかんし平やえもん、チピクロサンポ 会 員

1 5 /1 3 0 
( 長流文章〉 ブックトーク、どんぎつね 懇談会。 (親子。児童)

火
つつじク丘分 舘 図書目前動と利肘者κっw て、 神代団地読書会

1 6 /1 2 8 
地区 懇談 会 つつじケ丘分舘の利用K つv¥て、他。 自 f台 会 他

1 8 木 小島町読書会
昭和史 (岩波新警)から、日中戦争 K つW て解説、労

Zぷ当コ， 員 8 /1 

低躍動、思想弾圧K ついて話し合引。

ート一一一一一一一一一一一一一

1 8 木 本を読も う会
魯迅|明滅」から「自序」及び「狂人日記」を輪読、

手 島 イ多 7 一 H 

解説し、話し合いをかとなう。

外国の民話K ついて、ストーリーテリング、三びきの

1 8 木 子ども読書会 子ぶた、だんだもたんな大だん念、ブァク トーク、，;. 図 主巴~~ 舘 員 2 年 生 43 1 

ヤックと豆の木。



日 寝 行 事 名 内 げ令=ヲr 講師。担 当者 参 力日 者

ホJ 象 人員

1 9 金 金臨読呑 会
阿部進講演会の感想発表

伝記K つw て 7月の予定K つw て。
図 苦手 舘 員 会 貝 P 

1 9 金 記録映画を見る会 映函
マンモスデパー ト誕生

児 主量 般H 一 80 
アルプスにダムができた。

2 0 土 綴り方サ ーク Jレ
会員作品文集「私達の文集」方 2 8集から、合評と諮師

菅
K よるF/~説。

原 克 己 会 員 1 5 

土 俳句サークル
ヨ!t 題「打水」 、 「緑陰」 、 席題「悔雨時れJ r扇」 皆 =口t 爽 雨

会 貝20 
俳句、選句、講師K よる解説。 (俳人雪解主宰者)

3 7 

α3 

20 土 殺と中学生の読書会 柳田国男「俸の歴史J 読後感想、の発表と話し合引。 図 書館 貝 中学生。母親 1 7 

2 2 月 読書会「ったの会」
井上 消「日本女性史」か ら、

「江戸幕府。諸藩封建制の完成」輪読、解説
図 書 舘 員 会 員 7 

23 火 かけひ文庫読書会 伊藤左千夫「野菊の基」読後感想の発表と話し合引。 H 会 員 8 

火
tt; 士 見 台小 絵本K つW て解説と話し合 1ハ。 会 貝

23 /1 28 
P T A 読 書会 テキスト「かVてたのほう しJ r雪わたり J r三コ」 富士見台小PTA

25 木 本を読も う会
魯迅 rUj 内蛾J から、 「孔乙己」を輪説、解説し、読後感

手
想を話し合う。

島 イ彦 一 i'i 員 8 

。

28 日 短歌 の会 「径」
会員歌集「径」芳 4 2 集から、 2 2 首K ついて互選し、

図
合評と話し合ぃ。

書 舘 同日 会 員 1 3 

日 中学生読書会
コナン。ドイノレ「赤毛連盟」読書感想の発表と話し合v、

28 H /1 1 3 
作家の解説。

29 月 読誉会「ったの会」 特殊部港、人種問題など差別K つW て話 し合いを行なう〈 H 11 6 

火
神代団地親子読書会 発足 1年間の反省会、 ζれからの笑施計画K つ日て話し

30 /1 /1 1 2 
( 長流文 庫 ) 合う。

7 舘外活動 等 ( 7 月分 )

参 力日 者
臼 寝 行 事 名 内 容 講師。担 当者

対 象 人員

2 木 本を読も う会 魯迅「薬」の輪読と読後感想の話し合加。 図 書 舘 員 2必2、E 員 8 

子ども説事会
カナダ民話「金の不死鳥」ブック a トーク 外凶民話

年/1 /1 H 5 4 生 27 
の紹介

金
講演会 幼児期の読書の意味、読書潔境、 多摩川住宅

1 2 0 3 H 

「幼児期の読書の意味」 読書のさ，j?方 、子ども K与える本。 青空保育の会

4 土 綴夕方サ ーク ノレ
会員作品文集「号、遣の文集J 芳 2 8 集から、合評、高年刊

菅 fj! 、 克 己 会 員

と話し合円。
1 5 



吋コ

吋コ

ト。

日

4 

7 

7 

? 

? 

1 0 

i 0 

1 1 

1 2 

1 3 

1 3 

1 3 

1 4 

1 6 

1 6 

1 6 

1 7 

1 8 

1 8 

土

火

火

木

木

金

主r包、i

土

日

月

月

月

火

オミ

木

. 

木

金

土

土

行 事 名

俳句サークノレ

多摩川綿入学級読書会

調布児童図書研究会

本を読も う 会

子ども読書 会

講座「民話教室」

記録映 面会

長 流 文 嘩

ふくろう読書会

志子 話 し の会

読書会「ったの会」

若草婦人学級

言湾 f寅 会

「子どもと読書」

/1 

小 島町読書会

本 を読もう会

子ども読書会

富士 見台

P T A 読 書 会

長流文庫青葉読書会

綴 D 方サーク Jレ

内 乍~

季題「紫陽光J 1花火J 1噴水」による創作、選句と

話し合戸。

物価問題と物価対策 高度成長の経済構造

発足会

とれからの活動方法K つw て協議。

魯迅戸内戚J から、 「小さ友出来事J 1明日」の翰読と

話 し合加。

A. リン ドグレーンの作品を中心K して読書感想発表会

「名傑偵カツレ〈ん」ほか。

ヨナ4 回「最終会」 現代の民話。神話からみた民話。

超高層霞ク関ヒソレ 羽田モノレール

ブックトーク 日本の伝説から

「ゅうれい井戸J (松谷みよ子 )ほ か。

ストーリーテリング

「なさるとほうしうり J 1なつかいtていったエパミナン

タペス」

井上 清 「日本女性史J i愉読と話し合加 '‘ 

近世武士と農民の家族制度、他tてつW てO

ルース@ベネデイクト「菊と刀 J 読後感想の話し合引と

解説。

子どもの読書の意義、どん左本を与えるか、 PTA 読書

会のもち方。

親子読替の意義。読書の<bt>方

子どもの本のえらび方。

遠山茂樹他「昭和史」読後感想の発表、解説、話し合ぃ。

魯迅 111 内賦」から「髪の話」輪読と話し合刷、人と作品

K つv' て解説。

幻灯「海のなばけオーリー」

ストーリーテリング「ものしり博士J (グリム)

伝説と民話K つV> て解説と話し合加、各作品を読んで税

と子のi感想のちがいなど。

夏休みの読書計画 文庫の利用状況K つw て。

会長作品文集「私達の文集」芳 29 集から合評、添削と

解説。

参 カ日 者
講師。担当者

対 象 人員

図 書: 舘 貝 会 員 37 

H /1 1 5 I 

会 戸
H 1 1 

(〆 j、学校=保育園職員 )

/1 会 員 6 

/1 5 6 年 生 1 8 

大 )11 悦 生 FコgζL 諮 者 40 

図 害ト 官官 員 一 般 児 童 1 0 0 

/1 ρふ《、 員 1 6 

11 般 児 童 1 5 

図 書 舘 員 会 員

H 11 1 0 

i竜坂小
H 2 0 

3 年生 P T A 

/1 八雲台小 PTA 8 

H 会 員 1 1 

手 島 修 一 /1 7 

図 書 舘 員 2 年 生 21 

/1 .ft 員 20 

/1 会 員 (母親 ) 1 0 

菅 ß~ 克 己 会 員 1 6 



吋コ
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日 際 行 事 名 内 '.. ' 、 '材tマr | 諮師。担当者

1 8 土 親と子の中学生読書会 O. へンリー「最後のー柴J読後感想の発表と話し合引o 図 書: 舘 員

長流文庫 幻灯とな話しの会
1 9 日 /1 

タンポポ文庫のつどv、 海のなlri けオー リ一、ほか。

23 木 本を読も う会
魯迅 rn 司 I~成 l から「故郷j tr 輪読、作品解説と感怨、の

手 島 {多
話し合引 0

2 3 木 かけひ読書会 森鴎外「高瀬舟」輪読と解説、合評会をなとなう。 図 書 舘 員

有吉イ左京1子「紀の!IIJ の解説と読後感:患を話し合 v> ，
23 木 入間町読書会 /1 

合評会をなとなう。

2 4 金 金 曜 読 書 会
fJII と大地の歌J rたたか悼の歌J r仰のちの円」の

山 崎 袋
作者を囲んで読舎感怨の話 し合加。

2 6 日 短歌会 「径 J
会員歌集 「径」芳 4 3 集の選首、合評会、講師から解説、 大勝克己(コミ

添内Ijを受ける。 ユニクーシヨン

研究所長 )

26 日 中学生読書会 川端康成「伊豆の踊り子J 輪読と感想の発表と話し合加。 図 書 告白 員

26 日 お・ 話 し 会
ス トー リーテリング

の /1 

「なさるとほうしう tJ rととちゃんはどと」

3D 木 本を 読 も う会 魯迅 ru内賊J から r)~~波」を輪読し 、 読後感想を話し合う? /1 

舘ι 動等 ( 8 月分〕

日 砲 行 事 名 内 廿げヲ 講師。担当者

土 綴り方サ ー クル
会員作品文集「私選の文集J 方 2 9から合評、解説と

菅原克己(詩人 )
話し合ぃ。

6 木 子ども読書会
科学読みものの紹介と、な話し合加。

図 書 舘 員
スト リーテリング「っきへW ったらJ

8 土 俳句サ ー クル 季題「夕立J r西瓜J K よる創作、選句と話し合円。 /1 

1 3 木 子 ど も 読 者 :会 「わた したちの太陽系J を中心κして感想発表会。 /1 

20 木
r }I !J K つw て話し令v¥ o スト ーリーテング「マーシャ

1/ /1 

とくま J rふしぎ念たいと」

22 土 俳 句 サ ー ク Jレ 季題 「夜庖J r西瓜J K よる創作、選句と話し合引。 /1 

2 3 臼 中学生読書会 モーパッサ ン 「紐」輪競と感想の発表と話し合加。 /1 

2 3 日 短歌会 「 径 」 会員歌集「径」才 4 4集の選句、合評会。 /1 

2 9 土 ちびっ子文庫子ども会 会員 Kよる、合唱、 紙芝居、リ ズ ム あそび、 ~IJ。 /1 

'!仕a 会
幻灯「海のが附けオーリー」

/1 

夏休みなたのしみ会(クイズ ・合唱)

参 カ日 者

対 象 人員

会 員 1 2 

会 員

(父兄。児童)
59 

会 貝 8 

会 貝 1 0 

/1 8 I 

/1 6 

H 1 9 

/1 1 2 

般 児 童 1 2 

~、 貝 5 

参 力日 者

文す 象 人員

会 員 1 3 

5 。 4 年生 1 3 

会 員 37 

5 。 6 年生 9 

. 2 年生 1 7 

ρ-'-' 、、 員 3 5 

/1 7 

/1 45 

会員 (母子 ) 4 7 

/1 /1 20 



舘外活動等 ( 9 月分 )

ー
唱
印
l
t

， 

隠 行 事 名 内 ~ ヲ 講 師。担当者
参 力日 者

日
象対 人員

木 子ども読書会
「なが加ながtハベンギンのは念し」のめらすじの紹介と

院i 守~f 告白 員 5 4 年'::t5 . 26 
ベンギンにつw て話し台った。

月
緑ク丘わかくさ 福沢Li 命吉の「ふ;翁 ii {j; J の輪説、

会 貝7 11 37 
学 級 務脅 :会 解説、話し合ω。

1 0 つ本 子，ども説者会 「だれもしらなv> .'J 、さなl通J H 5 。 6 年生 1 7 

1 2 土 俳句サークノレ 「鈴虫J r秋雨」の季題として各向が創作、話し合円。 /1 会 員 37 

1 4 月 染地女 性 史 mr 人の生活と、近世の女性の生活Kつv、て話し合同。 11 /1 8 

木 子ども読議会
スト ーリーテリング rv>や仰やえん」

2 年生1 7 /1 。 24 
「かえるの加えさがし」

1 8 金 金陀J 読書会 法谷みよ子「二人のイーダ 」をと b あげて合評を行念う H 母 親 1 2 

火
富士 見 J仁乙コ泊、 lふらw ばんぢいさんJ r大き v> 1年生と小さ左 2ぺ年合出ll 

22 
p. T . 1. 筑岳会 「焼けあとの白鳥J の作品をとりあげて読書1誌を述 /1 

った。

24 木 神代団地税子読書会
←プサート棟一一 I三…削|
を熱演した。

24 木 富士見台婦人学級 長崎原、之介、古田足日、神沢利子の作品研究。 図 書 舘 民

26 土 俳句サークル 句会形式K して各自五句選句して評し合った。 /1 会 員 35 

27 日 短歌サークノレ 投稿の歌を各自五首ずつ選び、各自の2款を批評し合った。 /1 /1 23 

27 日 中学生読者会 「二十四の陀J vてついて論説し、感想を述べ合った。 11 /1 6 

28 月 かけひ読者 :会
森鴎 外作「ちv、さんばあさん」を輪読したのち、老

8 H /1 

夫婦の愛情の美しさ Kつw て話し合った。
」

o 舘 外 等 ( 1 0 月分 )

日 I!記 ナf 1~ 名 内 w i時I席。担当者
参 力日 者

対 象 人員

木 子ども読書会(3 .4 年) 「小さなスア-;/ ;t，~ばさん j プリヨイセン作を紹介。 ~I 王寺舘戦員 会 員 2 5 

ろ 土 つづり方教室 各自創作品の発表と批評。 菅原克二氏 H 1 3 

毎週 木 本を読も う会 魯迅の r[iii JQA 伝J の倫読と作品内終解説と話し合円。 手島修三 氏 /1 25 

8 木 子ども読諸:会( 5.6 &f.) 
fァーザーランサ ι全集 1 21 れj

凶書館収員
本の綿介と 6 年'主の読:~r発表。

H 1 4 

「マリ ーちゃんとひつじJ r自円マス j
1 1 日 お‘ は な し 会 /1 児 童 20 

読みきかせ。



吋コ

αコ

日 IIf ft1 行 事名 内

1 2 I月 | 日本女性史 |井上問「日本女性史」第 7 杭輪読

i 明治維新と女性K つw て話し合v> 。

をマ

1 5 1 木 |子ども読書会 I rエノレマーのぼうけん」

( 1 0 2 年 ) I しあい。

本の紹介と登場人物のは左

1 6 1金 | 金曜読書会|伝記(野口英世) ( t Lついて。

1 6 I金|北ノ台小 PTA 講演会|子どもの読害 K ついて。

兼題…鶏頭、綴 1 通して 5句を創作、投句後選句

席題…紅葉、服 、秋袷 J し、 創作上の注意を話し合う。
1 7 1土 |俳句サークノレ

1 7 1土 |つづり方教 室 l 各自創作品を発表と批評t

1 8 I日 中 学生読番会
魯迅の「阿Q LE 伝」を読み、魯迅はこの作品を通して何

を伝えたかを話し合う。

兼題…コ スモス、秋祭) 通して 5句を創作、互選抜講、

参加者

対 象 |人員
講師 n 担当 者

図書舘職員 l 会 員 I 1 9 

11 rノ 2 1 

11 
11 1 7 

11 P T A 会員 I 50 

11 
会 員 I 3 7 

菅原克二氏 11 1 2 

図書舘職員 11 1 3 

24 1土 |俳句サ ー クノレ 席題…秋雲、夜業 f講師からやとかなの使い方、意 |皆吉 爽雨 氏 11 35 

義の話。

251 日|短 歌 会 | 歌集 4 7集「径」の歌を互選し批評。 片山真美氏、職員 11 1 7 

251 日 |おはなし 会 「かにむかし J rちいちゃいちいちゃい」のおはな1-0 1 図書舘職員 |児 重 I 2 1 

井上清箸「日本女性史j 第 8 章輪読
26 月 日 本女 性 史

第 7 章の百姓の一後、反抗の歴史を勉強。
図書舘職員 会 員 1 5 

火
宮士 見合

外国児童文学K ついて。27 11 P T A 会員 1 5 
P T A 読 書 会

27 火 か け ひ 読書会 サトウハチロ一作 詩集「おかあさん」の鑑負-。 11 会 員 8 

火 調布児童図舎研究会
中国の民話 ー王織と?人のきょうだ L、J

研 長ノ六Uヨ 会 員2 7 11 6 
「シナの 5 人きょうだL、」の 2 作品の比較読みK ついて。

6 火
2年 1組 2組 4年 1組 2組

8 木 読書動機づ け 指導 第 3小学校 11 

3 年 1組ろ組 6学級
2 3 金

1 2 月 11 染地小学校 5年 1組 1 学級 11 

1 5 木 11 滝坂小学校 2年 1学級 11 

1 6 ノ耳、乙、 11 深大寺小学校 6年 1組 1学級 11 

1 9 月 11 八雲台小fF 校 ろ年五組 T学級 11 

20 火 11 石原小学校 ろ年 1 組 1学級 11 

館外活 ( 1 1 月分
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月

金

金

火

月

木

金

土

土

金

日

月

金

日

月

月

金

木

木

金

土

行 事 名

若了主婦人学級読書会

針布 読呑会

おはな しキャラパン

多摩川婦人学級読呑会

今 村 宅読書会

子ど も読書会 (5.6年)

日本語講座 (方 1回)

俳 句 サークノレ

名 画鑑賞 会

子 ど も 会

お は. な し 会

臼 本 女 性 史

子 ど も 会

中 学 生 読 書 会

議 演 会

若草綿入学級読書会

子ども説番会 ( 3.4年)

11 (1. 2年)

P T A 講演会

ト一一一一一一一一一一一一一一一一一

金曜 読書会

時 局 訴 演会

内 容 講師。担当者
参 力日 者

対 象 人 員

岩波新吉"文学入門"
図 書: 舘 員 婦 人 学 級 会 員 1 0 

桑原武夫を取りあげ、解説と話し合い。

川端康成の 11 雪恒 11 川端文学の解説と輪読による鑑賞。 11 針布地区婦人 8 

青空保育の子どもたち対象V亡、リズム遊びと音響効果を 博報記モ童教育振
青空保育会員

生かした幻灯iてよる本の紹介n 興会指導員
350 

石ゲI光江氏 職員

租税論および時事問題の解説と話し合L 、n 図 書 舘 貝 婦人学級グループ 1 2 

昭和史の う ち、方'二次大ili~と敗;浅の頃をとりあげ、 話し
会 貝11 1 0 

合いと 討論、

創作詩の発表と話し合い。 f(.t( 員 11 1 3 

ことばの倒jきについて 国語研究 所長
般一 1 0 0 

認証、伝達、思湾、創rえを中心K 説明 3 岩淵 悦太郎氏

兼溜・行秋、 7k 烏 } ~:句討Ij作、 互選、 披古車、 表

席題・・・茶の花 小春日 現方法を話し合う、
職 貝 会 員 35 

H 怒 りの荷萄 11 2 [i]上挟 11 一 般 750 

①スラ イド がう みのおばけオー リ 11

②グームと読書ク イズ ⑤人形げき H ものい うなベグ 11 児 童 7 5 

④お話 ヘ、たずらとうさぎ H

" ふしぎなたまご 11 n おやすみなさいフランシス H の
職 貝 幼 児 8 

おはなしー

" 女性解放巡動のはじまり H の 9章を輪読と自由民権
11 会 貝 7 

運動と明治の思想について討論。

①人形げき%のいうなぺ H ③スラ イド》ちちゃん 11
1/ 児 童 8 0 

②グームと読書クイズ ③おはなし 、したずら

こうさぎt

森 鵡外 \\，~ ;~1i舟 11 ~ピ 可15 J必し 、 読後感、 問題点を討論。 11 会 貝 1 9 

、1画家がとらえたiffi ドイツの生活M 前島降字氏 一 般 42 

桑原武夫 、、文学入門11 rc ついて解説と話し合い。 舘 長 会 員 1 2 

大石真 、、チョコレー ト戦争“
職 員 11 2 5 

筋書、笠場人物を発表後はなしあL 、。

ピアンキの動物記より
11 11 25 

、、 くちば11 、、きつねとねずみH 読み聞かせ。

小学校の文学教育υ

文芸評論家
宕業〆j、P T A 1 .1 5 

西郷竹彦氏

ト一一一一一一一一一一一一一
特殊児童を放った、主だかの天使“ ( 赤木由子作)の

職 員 一 般 主 婦 1 4 
合評と感想、を出して話し合L、。

、、人間と文ロザI t:号車iひょ会ヘのλ室長vc 伴う諸問題について。
朝日新聞論説委員

般一
岸田純之助氏



日 耀 行　　事　　名 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容 店師・担当者
参　　加　　者

対　　　　象 人員

2 1 土 P T A 街演会 ゛子どもと読書“ 無着成基氏 八雲台小P T A 1 20

2 2 日 ぉ　は　な　し　会
ストーリーテリング゛うちの中のウジ

読みきかせ％もの木を助けた女の子“
職　　　　　　　員

児　　　　　　竜

いｷ1学生も含む）
2 2

2 2 日 径　　　短　歌　会
会員の短歌の互選と批評後、下村湖人の短歌と

　｀次輿跡勿語“の湖人の人問性の話。

下村潮人の長女（作

家）明石隋代氏
会　　　　　　　員 バ

2 4 火
長流文庫北ノ台地区

タンポポ文庫懇談会
マンガの意図するものと読書について。 職　　　　　　　員 μ 1 6

2 4 火
富　士　見　台　小

ＰＴＡ読書会

｀｀日本のわらべうだ

゛てんぷらぴりぴり“　わらべうたのうつりかわりと

＼＼せみを鳴かせて’　　詩心、子どもと詩等を話し合≒

μ // 1 5

2 4 火 調布児童図書研究会
神沢利子作v＼くまの子ゥープ

低学年を対象の学級の実践報告。
// // 1 8

９ 月
染地小ろ年２組

読書動機づけ
μ 児　　　　　　　童 4 5

1 7

2 0

2 1

オろ小　ろ年、４年、

２年　読君動機づげ
// // 2 5 2

2 6 木
富士見台小　ろ年２組

読言動機づけ
// // 4 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 － - - － －

2 7 金 日本語講座（オ2回） 「ことば」のはたらきを説明。 国立国語研究所長

岩淵悦太郎氏

一　　　　　　般 1 0 2

2 8 土 俳句サーク>レ
兼題’¨笹鳴｀みかん　｝通して５句投句、選後批評．

席題…残菊、冬支度
皆吉爽雨氏 会　　　　　　員 5 3

30 月 日　本　女　性　史 三島事件について話し合い。 職　　　　　　員 // ７

　７

2 1
土 綴　り　方　教　室 卸乍と輪読、その批評。 菅原克己氏 // 1 9

　呻

木曜日
本を読もう会 魯迅著r宮芝居」輪読と研究。

一一

鎌倉近郊

長谷寺、高徳院、瑞泉寺、覚園寺など。

手嶋　ｲ彦氏 // 2 5

鎌倉図書舘長

小島寅雄氏
// 1 2 0

1 8 水 文　　学　　散　歩

―
　
1
　
　
０
、
　
　
１

１

一

ｃ⊃

rヽＪ
I

舘外活動（12月分）

日 曜 行　　事　　名 内　　　　　　　　　　　　　　容 講師・担当者
参　　加　　者

対　　　象 人員

１ 火 読書動回jづけ 北ノ台小　　１介1　　　　　　1学級
図書舘職員 児　　　　　　童 9 5

ろ 木 今　村　読　書　会
昭和史の最後の話し合いと、三島事件などと現代社会の

情況の分析。
// 主　　　　　　婦 1 0

４ 金 読書勁柚づげ ゾヶ丘汁ヽ　ろゾ　　　　　　１学級 職　　　　　　員 児　　　　　　童 4 2



目 曜 行　　事　　名 内　　　　　　　　　　　　　容 講師・担当者
参　　加　　者

対　　　　象 人員

乙 金
禄ヶ丘小

p T A. wt 書会

中学年対象の本の紹介、人気の高い回書の紹介、良書の

選定の基準など忙ついて話し合い。　　‥
哉　　　　　　員 母　　　　　　　親 1 6

８ 火 読俳勁似づけ 染地小　　ろ年ろ柏　　　　　　　　　　ト宍頴 // 児　　　　　　童 4 1

1 0 木 子ども読書会（5.6年） 前回に就いて会員の計作、詩の鑑賞と話し合い。
/ ■ /

会　員　児　童 1 2

０

２
４
５

航翁動蝸づけ
.言上丿片卜ト　　１　ト　　　　　　　　　　　･にす級 μ 児　　　　　　童 1 6 5

1 1 金 日本語溝座（オ3回） 日本語の特長と外国語との比較の講義。
国立国語研究所

野元菊雄氏
一　　　　　　般 1 0 5

1 2 土 俳　句　サ　ー　ク　ノレ
兼題、花八ッ手、枯木、凍蝶と新年にちなんだ句を５句

投句、選句後の披講と批評。
職　　　　　　員 八　　　　　　　ｅ二　　　　　　　貝 4 3

ろ 木 子ども読書会（5.4年）
リンドグレーッの作品「長ぐつ下のピッピ」を中心に

紹介と話し合い。
// 会　員　児　童 2 0

４ 金 かけひ読書会
子どもの絵本「子５さぎましろのはなし」「かたあしだ

ちょうのエルフ」［とんまなぉじさん」の話し合い。
// 会　　　　　　員 ７

　　５

1 9
土 綴　り　方　教　室 全員の作品の朗読と批評と反省会。　　　ダ　　　→ 菅原克己氏 // 1 8

1 4 月 日　本　女　性　史

テキスト「口本女性史オ1 0章」資本主義の発展と女性

恋変観や生き方から現代の女性のものの考え方、行動な 職　　　　’員 // 1 6

ｉ　　！　　｜　　　　　　　　　　　　|とを分析して話し合い。　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　｜　　　｜

1 7 木 子ども読書会（1, 2年）
いぬいとみこ作「北極のムーシカミーシカ」のオ１部を

読みきかせと本の紹介。
職　　　　　　員 児　童　会　員 2 7

1 7 木 読書動搬づ汁
頷:3小ヽ　５牛２細　　　　　　　　　　１学級

// 児　　　　　　童 4 2

1 8 金 国領分館クリスマス会

①読書クイズ

②　ゲームと歌（動作のついた歌）

⑤人形げき（まほうのグリス－スツリー）

// // 1 0 0

2 4 木 中学生読書会
日本近代文学館と高見　順、減石展と施設を見学し、今

後の近代文学をより深めるバス車内での話し合い。
// 会　　　　　　　員 2 1

2 5 金 日本語講座（オ4回）
前回の続きの日本語と外国語の比較

言語の系列、発音の比較と日本人の言語生活の講義。

国立国語研究所

野元菊雄氏，
一　　　　　　般 9 7

25 金
下石原地区　　学童

保育m書動機づけ指導
本の紹介と読みきかせ･ 職　　　　　　員 児　　　　　　童 3 0

毎

木啼

週

　日
本　読　も　う　会 魯迅の小作品の輪証と研究。 手嶋　　修氏 会　　　　　　員 ろ７

］

！

○

卜｜

舘外活動　（1月分）



限 オヲ 事 名 内 M廿~ 講師。担 当者
参 力日 者

日
対 象 人員

5 メ耳¥< 読 舎動機づけ 、、ひとつの花11 の読みきかせ 職 員 児 童

5 金 子ども読書会( 3. 4年 ) 文集のまとめ。 おはなし大会 1/ 会 貝 25 

スライドれきかんしゃ やえもん“

1 1 木 読書動機づけ おはなし…お正月の行事Uてついて。 1/ 児 章 4 0 

、、ふしぎなたL、こ H の紹介。

1 6 土 " 
、、八郎11 、、三コ 11 の紹介。 11 11 4 0 

土 俳句サークノレ
兼題…71<イ山、寒雀、餅、通して 5 句を投句、互選後、

1 6 11 会 貝 38 
披講。 懇談会。

1 8 月 わかくさ婦人学級 島崎藤村 「家」 官官 長 11 1 1 

1 9 火 青葉子ども会 5月の行事について。 職 員 11 1 0 

1 9 dぐ 読書動機づけ いスーホの白い馬/1 、、八郎 11 の紹介。 11 児 童 40 

21 木 11 、、スーホの白い馬/J "八郎M の紹介。 11 11 42 

2 1 木 子ども読書会 (5.6 年 ) いドリトノレ先生物語M のシリーズの本の紹介。 " 会 員 1 4 

22 金 金 曜 読書会 新年度計画及び抱負について。 " 11 1 4 

金
みどりケ丘小

子どもの読舎について。 舘 長22 P T A 会 員 40 
P T A 講演会

23 土 俳 句 サ ー ク ノ レ
兼題・初詣、氷 }通して五句を投句、互選後、

皆吉爽 |司氏 会 員 42 
席題…衆目巴、春を待つ 彼帯。

24 日 中学生読書会 、、夕鶴 11 を読み、話し合う。 帯決 貝 11 7 

かるた会。 短歌集、官11 I'L掲載された短歌について
片山貞美氏24 日 短 歌 サ ー ク ノ レ 11 32 

批評。

25 月 読書動機づけ 、、湯川秀樹M の紹介。 職 員 児 童

、、湯川秀樹“の紹介。
25 月 必y 11 " 、!八郎“の紹介。

月 わかくさ婦人学級
島崎藤村、、家 11 をめぐり、日本の家族制度について

舘 長 会 貝25 
話し合L、。

8 

25 月 「った」 の会 井上 情 "日本女性史 11 1 0 - 1 1 輩の輪読、討論。 職 員 11 5 

児童図書研究会
松谷みよ子作 "::1 -;1 ペパンはきつね色 11 I'Lついて教室

26 火
11 11 7 

での反応、を紹介し話し合う。 新刊の本紹介。

26 火 読書動機づけ 2 5 冊の本の紹介。 1/ 児 童

木
読書動機づけ

動機づけ指導。 読書の基本について。 舘 長 11 
28 

学級 P T A 読 書 会
一一一一」一一

1

1

4

0

仏

3
1



諮師 "担当者

22 貝会員理主木28 

ノンフィクションにつL 、て

“雪の日 11 ¥¥ 古代文字のひみつ "

の 5 作品Vてついて、話し合う。

1 5 童児11 れ埋もれた臼本 M富士見台 P TA 読書会金29 

、、議問官ー州の妥 11有吉佐芳H子会読書け金 6 

民市氏夫斉賀秀日本語の表記tてついて、問題点と現状の解説。座5待語本日金29 l

t

4

0
吋

l
f

1 20 

3 0 婦人グル ープ長舘'「マスコ ミと読者」について。会演脅‘，.
nf'ト土30 

2 月 分 )舘外活動

行
員

者
「
人

由民

主
象
一

講師。担当者?年内名事昭日

1 2 

4 0 A T P 11 読書の意義とこどもに対する説書指導についてq

読書の意義と

子どものしつけ
火2 

1 4 民市職員館長本の紹介。親子読舎についての話。神代団地父子読事会日7 

者

人員

カ日

象

参

対
容

アリソン。アトリー警 u チム。ラピァトのぼうけん“

子ども読書会( 1. 2年 )1 より 2編読みきかせ。 11 サム 3 ピ y グ e シリーズ/1

の車po ト。

民8 
~、

11 ひヵ、29 

員舘国家ニ予算J の内容 Vてついて解説。討議。r 4 6年度多摩 川 綿入学級火ー 2

重児貝戦
、、鬼さんはどこt1:/I のおはなし。

読書クイズ 本の紹介。
けづ書動機説月8 

内名事行u翠日

8 月
PTA 読書会のもち方 PTA 文庫の利用の し方。

館 民官 PTA 文化部長
とPTA 文庫の利用 読番のあり方について。

20 

8 月 染地ー読書会 ったの会 明日本女性史 " 方 1 1主主より輪談、討論。 戦 員 /品、、 J!'.J. 8 

1 2 金 子ども読書会 (5.6 年) 反省と会員 1人 1人の説評発表。 λy 11 1 8 

1 3 土 俳句サークル
兼題野焼く、雪解、早梅を各自 5匂投句し、互選、

38 11 11 

披帯、批評。

1 8 木 P T A 講演会
れマスコミと子ども/1 こどもの維誌を中心に、マス

北川 ;幸比 o 氏 野川小 P T A 50 
コミ文化と現代のこどもたちとのかかわりあいについてる

鬼に関するおはなしの紹介。

1 9 金 子ども読書会 (1. 2年) 、、お K たのぼうし/1 、、おK さんはどと t1: 11 職 員 会 員

幻灯 、、じてんしゃ K のるひとまねこぎる H

1 9 金 金 陥読書会 有吉佐和子 、、地P貝/1 t1:ついて、読後感をのベあう。 11 11 1 5 

土 長 流 文 席 ロシア民話 "大きなか ぶ 11 t1:登場する人形の製作 。
劇団カラパス

文庫各説書会 3 0 20 
大井数雄氏

月 読書動機づけ
本の紹介 ¥¥i ，郎“のよみきかせ。

1決 rJ. 児 輩22 
、、鬼さんはどこt1: 11 主計まなし。

染地読書会
明日本女性史 “のまと め。 11 会 員 7 2 2 月

「った」 の会

子ども W とって科学の法とは何か。現在の日本の教科
23 火 富士見台PTA 読書会 書の傾向、科学絵本などについて話し合うの

11 11 1 2 

(x) 



日 曜 行　　事　　名 内　　　　　　　　　　　　　　容 講師・担当者
参　　加　　者

対　　　象 人員

2 6 金 ＰＴＡ読書会 「民話について」の本の比較などを話し合‰

゛桃太郎､＼　｀｀さるかにばなし，、

慨　　　　　　　員 ＰＴＡ４年生 2 5

2 5

　１

2 6

文学散歩

伊豆天城越え伊東

沼洋一若山牧水、井上　靖。　修善寺一岡本特堂、夏目

漱石。　賜ヶ島ー川端庶成、木下杢太郎。　天以峠一

井上　蜻。　湯ヶ野一一川端康成。　下田、石廊埼一哉石、

藤村。　伊東一一木下杢太郎、北原白秋､尼崎士郎.などの文

学について、各地言明。

野田宇太郎氏 会　　　　　　　員 6 0

2 7 土 俳句サークノレ
兼題･‥東風、猫の恋、三句　　通して五句、互選、披講

席題…柿の芽、春めく、二句　後、指導を受ける。
皆古爽雨氏 tf 5 7

28 日 短歌サークル 歌集゛径､、オ4 9集の批評と話し合い。 片山貞美氏 // 2 7

28 日 中学生読書会
映画「こんな人に僕はなりたい」「わかもの」を鑑賞し、

話し合‰
職　　　　　　　員 中学生会員 1 5

舘外活動　（　3月分　）

日 曜 行　　事　　名 内　　　　　　　　　　　　　　容 講師・担当者
参　　加　　者

対　　　象 ∧員

１ 月
神代団地

読書会子ども会

紙芝居（こども）

人形劇(-ほ親グループ）
職　　　　　　員

団地読書会

母　　　　　子
2 0

１ 月 俳句百草園o 吟行会 各自句を五句投句し、互選､披講､批評後懇談し合った。 μ 会　　　　　　員 3 7

Ｉ
1

　
　
０
　
９
　
―

２ 火 読書動機づけ

　｀｀マリーちゃんとひつじ,、゛王さまと九人のきょうだ

い,、紙芝居。　　｀｀鬼さんはどこに､，おはなし。

絵本についてのはなしっ

職　　　　　　員 児　　　　　　童

７ 日 神代団地父親読書会
　゛マリーちゃんとひつじ､，紙芝居。　　　゛じてんしゃに

のるひとまねこざる､、スライド。　　折り紙をつくる。
μ

父親

母親　゜子ども 1 5

８ 月 「つだ」の会 会員の一人か転勤のため、送別会。 // 会　　　　　　員

８ 月
染地ちびっ子文庫

読　　　書　　　会

１部（幼児対象）

２部（ろ.4年生対象）
// 母　　　　　　　子 30

８ 月 読書動機づけ 読書クイズ。　　紙芝居゛王さまと九人のきょうだい,，
μ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｓ

児　　　　　　童

８ 月 短歌百草園o吟行会 短歌、創作し、投歌後互選、批評。 片　山　貞　美　氏 会　　　　　　員 2 5

1 2 金
講　　　演　　　会

　゛はなしことばの世界v＼

［民話の世界」木下氏

朗読　山本氏゛狼私、゛あとかくしの雪｡

木下順二氏

山本安英氏
市　　　　　　民 5 0 0

1 3 土 俳句サークル
兼題　春めく、畑打、芽吹く、を五句投句、互選、披講

批評。
職　　　　　　員 会　　　　　　員 ろ７

1 9 金 金　曜　読　書　会 宮沢賢治｀＼鹿おどり,、をテーマに語り合う。 μ ﾉ/ ７

2 2 月 「つた」の会
中根千枝｀｀タテ社会の人間関係､､オ２章４節まで輪読

後、話し合い。
// μ ７

ｊ
_ｋ

一

口
｜



日 Iff 宮ト 行 事 名 内 ~テ， 講師・担当者
参 力日 者

対 象 人員

27 1土 | 俳句 サ ー ク ル I兼題、蟻、チュー 1) ~'プ、桜餅 職 員 会 員 35 
5 句投句、互選主披講。

28 1日 中学生読書会 島崎藤村、、破戒、、を読み、話し合う。 fI 11 1 7 

28 1 日 短 歌 会 各自の短歌を批評、互選する。 片山貞美氏 11 27 
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